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日本地質学会第106年年会プログラム

期　日　1999年10月9日（土）―11日（月）
会　場 9日：名古屋市公会堂・名古屋市科学館

10日・11日：名古屋大学東山キャンパス共通教育棟本館，A館・第一体育館・名古屋市科学館
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会場への公共交通機関のご案内

＜名古屋大学東山キャンパス＞
・名古屋駅（新幹線・在来線・名鉄・近鉄）から：

地下鉄東山線「藤ヶ丘」行き乗車（約15分）→本山駅下車（3番出口へ）→四谷通りを南へ徒歩約15分，または市バス八事
11系統「平針住宅・島田住宅」行きで約5分→名古屋大学前下車．
・名古屋空港から：

名鉄バス「名鉄バスセンター」行きに乗車（約45分）→バスセンター下車，名古屋駅にて地下鉄東山線「藤ヶ丘」行きにの
りかえ．以下，名古屋駅からの場合と同じ．
・栄から：

1） バスターミナルにて市バス栄17系統「名古屋大学前」行きに乗車（約30分）→名古屋大学前下車
2） 地下鉄栄駅にて東山線「藤が丘」行き乗車．以下，名古屋駅からの場合と同じ．
＊名古屋大学前のバス停から，栄方面は「栄」行き，本山方面は「光ヶ丘」・「猪高車庫」行きに乗車．
＜名古屋市公会堂＞
・名古屋駅（新幹線・名鉄・近鉄）から：

1） JR中央線「高蔵寺・中津川」方面行きにのりかえ→JR鶴舞駅下車で徒歩約3分．
2） 地下鉄東山線「藤ヶ丘」行きにのりかえ→伏見駅にて地下鉄鶴舞線「赤池・豊田市」方面行きにのりかえ→鶴舞駅下車で

徒歩3分．
＜名古屋市科学館＞
・地下鉄東山線伏見駅下車，南へ徒歩約5分．
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名古屋市公会堂（9日）

受　　　　付 1階ロビー （1F）
シンポジウム 大ホール （1F）
懇 親 会 4階ホール （4F）
市 民 講 演 会 大ホール （1F）
休 憩 室 第1集会室 （2F）
保 育 室 第1楽屋 （1F）
大 会 本 部 主催者控室 （1F）



名古屋大学会場（10・11日）
受　　付　　　　共通教育棟本館　　玄関ホール（1F）
第 1 会場　　　　　　　〃　　　　　1B講義室 （1F）
第 2 会場　　　　　　　〃　　　　　2A講義室 （2F）
第 3 会場　　　　　　　〃　　　　　2B講義室 （2F）
第 4 会場　　　　　　　〃　　　　　3A講義室 （3F）
第 5 会場　　　　　　　〃　　　　　3B講義室 （3F）
第 6 会場　　　　　　　〃　　　　　3C講義室 （3F）
第 7 会場　　　　　　　〃　　　　　4A講義室 （4F）
第 8 会場　　　　　　　〃　　　　　4B講義室 （4F）

第 9 会場　　　　共通教育棟本館　　4C講義室 （4F）
試写室（スライド受付）〃　　　　　35番教室 （3F）
ポスター会場　　第一体育館
書籍販売　　　　　　〃
機器展示　　　　　　〃
企業展示　　　　　　〃
休憩室　　共通教育棟本館　22，23，32，33番教室 （2F，3F）
保育室　　共通教育棟A館　17番教室 （1F）
大会本部（学会本部） 共通教育棟本館　14番教室 （1F）
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懇　　親　　会

10月9日（土） 18 : 00―20 : 00 会場　名古屋市公会堂4階ホール

原則的には予約参加です．予約参加費は正会員6,000円，院生，学生会員は4,000円です．5月号ニュース誌に申込書等がとじ込ん
であります．お申し込みは9月17日，参加費のご送金は9月24日が〆切ですので至急お手続きください．たくさんのご参加をお待ち
しています．



発　表　者　へ
一般発表の発表者は招待講演を除いて本学会の会員に限ります

（共同発表の場合は筆頭者に適用）．また，止むを得ぬ事情により，
予め連記された共同発表者内で筆頭者の変更を希望する場合は，
必ず事前に行事委員会（会期前は学会本部へ，会期中は年会本部
事務局へ）に連絡して下さい．この場合も「会員に限り1人1題」
の発表制限は守るものといたします．代理人による代読，発表会
場内での突然の発表者変更，発表順序の変更は一切認めませんの
でご注意下さい．とくに口頭発表者の方には発表時間の厳守をお
願いいたします．発表に際しては座長の指示に従い，会場の運営
がスムーズに行われますようご協力下さい．

口頭発表

①1題15分（討論時間を含む）
②OHPおよびスライド使用．スライドは15枚以内．
③スライドの受付は全て試写室（3F，35番教室）で行います．

スライドカセロールに各自でセットし，講演開始30分前ま
で（9時から講演する方は前日，または当日の遅くとも15分前
まで）に提出してください．終了後は，試写室で返却します．

ポスターセッション

＊掲示する際の画鋲，テープ等の用意はありません．必要なも
のは各自でご用意くださるよう，ご協力をお願いします．

①展示時間は，9 : 00_16 : 00です．
展示の準備および撤収はこの時間内に確実に行って下さい．

②コアタイム
指定された時間内は，発表者は必ずその場に立ち会い，その

他の時間は各自の都合によって随時行って下さい．
発表番号が奇数の場合　11 : 00～12 : 00
発表番号が偶数の場合　13 : 00～14 : 00

③ボード面積は210cm×180cm（タテ×ヨコ）です．
④発表番号・発表題名・発表者名をポスタータイトルとして，

必ず明記して下さい．

シンポジウムの発表者へ

プログラム上では概ねの時間を示してあります．詳細は各世話
人の指示に従ってご準備下さい．
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事前参加登録のお願い

＊まだ間にあいます．ぜひ事前登録をしてください．

今回から事前参加登録制とし，登録費は全参加者から，事前に
いただくことになりました．送金の締め切りは9月24日です．ニ
ュース誌5月号にとじ込みの振替用紙で至急手続きをお願いしま
す．事前登録者には，「入金確認証」（兼参加登録票）を9月末頃
に届くようお送りします．当日は，この「入金確認証」によって
受付けを行いますので，お忘れなくご持参ください．

当日の参加登録受付のしかた
＊事前参加登録をして，「入金確認証」をご持参の方

「入金確認証」に記載されている項目順に受付し，終了した時
点で「入金確認証」（兼参加登録票）を回収させていただきます．

1． 参加登録（全員）→ネームカードの配布
2． 講演要旨（予約購入者のみ）→演旨の配布
3． 懇親会（参加者のみ）→名簿確認と参加証の配布
4． 見学旅行（参加者のみ）→名簿確認と参加最終確認
＊事前登録をしていない方

当日参加者として備え付けの「参加登録票」に必要事項を記入
し，参加登録をおこなってください．

1． 参加登録費
正会員：5,000円
名誉会員・院生および学生会員（非会員院生・学生含）：

2,000円
非会員（一般）：7,000円

2． 講演要旨当日販売
会　員：3,500円
非会員：4,500円

3． 懇親会当日参加費（ただし，人数に余裕がある場合に限る）
正会員・非会員（一般）：7,000円
名誉会員・院生および学生会員（家族および非会員院生・

学生含）：5,000円

専門部会ランチョン

10日（日）・11日（月） 12 : 00―13 : 00

＊部会入会を希望される方，興味をお持ちの方もご出席ください．

10日（日）

地域地質部会（第1会場），層序部会（第2会場），構造地質部
会（第4会場），岩石部会（第5会場），現行過程部会（第8会
場）
11日（月）

情報地質部会（第1会場），古生物部会（第2会場），火山部会
（第3会場），応用地質部会（第8会場），堆積部会（第9会場）

夜　間　小　集　会

名称：世話人＜会場，時間＞集会の概要，の順で簡単に紹介し
ます．また，当日都合により急遽会場の変更がある場合もありま
すので，掲示にご注意ください．

10日（日）

1． 地質年代小委員会：兼岡一郎　＜24番教室，18 : 00～20 : 00＞
学術会議地質年代小委員会としての集まり．報告・打ち合わせ
等

2． 国際レルゾライトワークショップ：小畑正明　＜第2会場，
18 : 00～20 : 00＞　第3回会議（イタリア，パビア）の報告と，
第4回（2003年）日本開催実現をめざして，国内の準備体制を
整える．

3． 地震発生帯の深海掘削計画：芦寿一郎　＜1A講義室，18 : 00～
20 : 00＞　地震発生帯に関して，OD21の掘削計画および陸上
の付加体研究の双方より意見交換を行う．

4． 保育室懇談会：清水以知子　＜A館17番教室，17 : 00～
18 : 30＞　学会保育室の利用者の声を聞き，今後について話し
合う．

5. 女性地球科学者の未来：田崎和江　＜A館17番教室，18 : 30～
20 : 00＞　毎年行っている巡検について計画を話し合う．女性
科学者の現状（就職など）についての情報交換を行う．

6． 地質学史懇話会：諏訪兼位ほか　＜第4会場，18 : 00～20 : 00＞
講演会：糸魚川淳二「図，図版に見られる明治期の災害」，白
木敬一「サヌカイトとボニナイトの発見」，沓掛俊夫「ヴェル
ナーシンポジウムの報告」

7． 南極地質夜間小集会：本吉洋一　＜第1会場，18 : 00～20 : 00＞
第40次の調査報告，第8回南極地学国際シンポ（ウエリントン）
報告，および今後の調査・研究計画について．

8． 地質系博物館協議会：松岡敬二ほか　＜第3会場，18 : 00～
20 : 00＞　博物館を取り巻く問題の中から各学芸員に関連する
話題を提供し，意見交換を行う．

9． 構造地質研究会夜間小集会：高木秀雄ほか　＜第7会場，18 : 00
～20 : 00＞　特別講演：Dr. J. F. Hippertt "Microstructural
processes in shear zone : examples from Precambrian rocks in
South America.

10． IGCP 434白亜紀の炭素循環と生物多様性の変動：平野弘道
＜第5会場，18 : 00～20 : 00＞　IGCP 434発足にあたり，研究
課題の認識の深化，5ヵ年間の国際共同研究の進め方，第1回
国際シンポの打ち合わせなどを行う．

11． 都市地質連絡協議会・環境地質研究委員会・環境地質部会
（合同）：石渡康尊　＜第8会場，18 : 00～20 : 00＞　講演およ
び事務連絡．

12． 炭酸塩堆積学に関する懇話会：松田博貴ほか　＜第6会場，
18 : 00～20 : 00＞　炭酸塩堆積学に関する最近の話題・トピッ
クスについて討論するとともに，最新の研究動向・情報につい
ての意見交換を行う．

13． 若手研究者懇親会：真砂英樹ほか　＜第9会場，18 : 00～
20 : 00＞　若手研究者相互の親睦を深め，お互いの研究内容や
抱えている問題についての情報交換を行う．特に，学位取得後
の就職状況について時間を割いて議論する．

11日（月）

14． OD21と固体地球科学関連の国内研究体制：平朝彦ほか
＜第6会場，18 : 00～20 : 00＞　OD21を含め，国内の固体地
球科学の研究体制の変革期に際して，「地質学」はどのように
これに参画していくか―現状報告とフリーディスカッション
―．
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15． 地表付近で形成される地質構造：永田秀尚　＜第1会場，
18 : 00～20 : 00＞　斜面変動・応力解放などによって形成され
る非テクトニクスな地質構造に着目し，今後の研究方向や応用
地質的な課題との関連について議論する．

16． ヒマラヤ地質研究会：在田一則ほか　＜第2会場，18 : 00
～20 : 00＞　Himalayan geologyに関する情報交換および各研
究プロジェクトの紹介など．

17． 淡水動物相の歴史：友田淑郎　＜第3会場，18 : 00～20 : 00＞
ユーラシアにおけるコイ科魚類の出現と発達についての研究集
会．

18． 南半球の新生代古海洋学：本山　功ほか　＜第4会場，18 : 00
～20 : 00＞　Leg175（1997.10）以降のODP乗船国内研究者を
中心として，南半球における最新の古海洋研究のプロジェクト
の紹介と情報交換を行う．

企業等団体展示

10日（日）・11日（月）9 : 00～16 : 00 企業展示会場
帝国石油株式会社 探鉱部
有限会社　アクトオン

シ ン ポ ジ ウ ム

9日（土） 13 : 00～17 : 00 名古屋市公会堂

13 : 00_15 : 00
A．廃棄処分と地質学の役割―放射性廃棄物の地層
処分を例として―
世話人：小松正幸（愛媛大）・金折裕司（山口大）・湯佐泰久（サ

イクル機構東濃地科学センター）
＜趣旨＞　環境問題のひとつに『廃棄物処分問題』があり，その
例として，高レベル放射性廃棄物の処分問題がある．地層処分は
現段階で有力な解決方法のひとつと見なされており，これは廃棄
物を人間の生活圏から遠く離れた深部の地質環境に，長期にわた
って隔離する方法であり，その安全性を確保するための研究が多
くの国で実施されている．今，地質学はこの『地層処分問題』に
何をすべきか問われている．具体的に『我々はなにができるか，
どのような貢献策が有るのか』について関係各位の真摯な議論を
期待したい．

1． 挨拶，本シンポジウムの趣旨（13 : 00～13 : 05）
…………………………………………………小松正幸（愛媛大）

2． 自然から学ぶ廃棄処分の智恵―地質学は何ができるか
（13 : 05_13 : 25）

…………………湯佐泰久（サイクル機構東濃地科学センター）
3． 廃棄物処分と新しい地質技術―地下地質の不確実性はどのよ

うに対応するか（13 : 25_13 : 45）……………渡辺邦夫（埼玉大）
4． Meeting the challenge of deep geological waste disposal :

some lessons from research into radioactive waste disposal in
the U.K.（13 : 45_14 : 15）
………………………………Richard Metcalfe（英国地質調査所）

5． コメント（14 : 15_14 : 20）…………………鹿園直建（慶應大）
6． 総合討論（14 : 20_14 : 50）

15 : 00_17 : 00
B．コリア半島の基盤地質と東アジアの古生代テク
トニクス
世話人：足立　守（名古屋大）・石渡　明（金沢大）
＜趣旨＞　日本列島を含む東アジアの古生代・中生代のテクトニ
クスをきちんと論ずるにはコリア半島の基盤地質の理解が不可欠
である．しかし，この地域の基盤岩の年代や地質構造などの基本
的な情報が不十分なまま，地質構造発達史や中朝地塊・揚子地塊
の衝突帯の東方延長などが論じられてきた．このシンポジウムで
は，コリア半島の基盤地質の最新の研究結果を交えて，この問題
を討議し，今後の研究課題を提示する．
1． シンポジウムの目的と意義（15 : 00_15 : 20）

………………………………………………足立　守（名古屋大）
2． Basement geology of the Korean Peninsula with special refer-

ence to the Imjingang Fold Belt （15 : 20_15 : 50）
………………………………Chwae Ueechan（韓国資源研究所）

3． コメント：コリア半島南部の基盤岩類のCHIME年代
（15 : 50_16 : 00）……………………………鈴木和博（名古屋大）

4． コメント：コリア半島北部の基盤岩の年代（16 : 00_16 : 10）
………………………………………………猪俣道也（東京農大）

5． コメント：飛騨外縁帯における中・古生界テクトニクス
（16 : 10_16 : 20）……………………………束田和弘（名古屋大）

6． 中国大別―蘇魯超高圧変成帯：その東方延長は？
（16 : 20_16 : 35）………………………………石渡　明（金沢大）

7． 総合討論（16 : 35_17 : 00）

普及行事：市民講演会　10月9日（土）

山岡耕春（名古屋大助教授）「東海地方の活断層と地震」
時間：10 : 00_12 : 00
会場：名古屋市公会堂大ホール（入場無料）

小澤智生（名古屋大教授）「中部地方の恐竜化石が語る日本列島の成り立ち」
時間：13 : 30_15 : 00
会場：名古屋市科学館サイエンスホール（高校生以上は通常入館料300円必要）
主催：日本地質学会・名古屋市科学館
後援：愛知県教育委員会・岐阜県教育委員会・三重県教育委員会
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普及行事：見学旅行

申込方法：参加者全員の氏名，年齢（学年）と代表者の連絡先（住所・電話またはFax）を明記して，各コース指定の方法でお申し込
みください．

主な体験実習（10月9～11日）
化石の複製を作ってみよう
活断層を探してみよう
顕微鏡で見る美しい微化石
CGで見る中部地方
岩石・鉱石を割ってみよう

主な展示
20億年前にできた石
地質図から見る中部地方
木曽三川の石はどこから来た？
濃尾平野の地下を探る
東海沖の海底を探る

中部地質情報展
場所：名古屋市科学館1階(地下鉄伏見駅下車南へ徒歩約5分）
期間：1999年9月15日（水）～10月11日（月），10月9～11日は

大進化します．
9/17（金），20（月），27（月），10/4（月）は休館日．
10月8日は改装のため中部地質情報展のみ休み.

開館時間：9 : 30_17 : 00，入館は16 : 30まで.
高校生以上は通常入館料300円が必要です.

中部地方の自然史系博物館も多数出展．
子供から大人までみんなで楽しめます．
10月9～11日には，プレゼントや学校教材向け資料も用意．
地質図の販売もします．
専門家のやさしい説明もつきます．

主催：通商産業省工業技術院地質調査所・名古屋市科学館・日本
地質学会

後援：愛知県教育委員会・岐阜県教育委員会・三重県教育委員
会・NHK名古屋放送局

問い合わせ先：〒305-8567 つくば市東1_1_3 地質調査所総務
部広報係　電話：0298_54_3520 Fax：3533
e-mail : gsjnews@gsj.go.jp
http ://www.gsj.go.jp/HomePageJP.html
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世話人：天野一男（kam@mito.ipc.ibaraki.ac.jp）・斎藤　眞・
岡田　誠

10日（日） 9 : 00―17 : 00 第1会場
座長：1_4 天野一男， 5_8 八尾　昭，9_12 田近　淳，

13_16 永広昌之，17_20 高橋　努
O_1 9 : 00 揚子地塊上のペルム系―三畳系境界

……………八尾　昭・江崎洋一・桑原希世子・
Hao Weicheng・Liu Jianbo

O_2 9 : 15 安山岩の貫入が泥岩の性質に与えた影響………
……………………………………………中田英二

O_3 9 : 30 北海道北部中川町周辺地域における中期中新世
の古環境変遷
………………阿部恒平・疋田吉識・長谷川四郎

O_4 9 : 45 北海道留萌付近に分布する峠下層（中新統）の
堆積環境…………………長谷川四郎・小林洋一

O_5 10 : 00 重力性曲げによる木古内層（硬質頁岩）の斜面
変動………………………………………田近　淳

O_6 10 : 15 秋田県中部に分布する中新世水中火山岩類（砂
子渕層）の堆積相…………一関　敏・天野一男

O_7 10 : 30 岩手県二戸地域の新第三系四ツ役層の層序と珪
化木の産状……杉山了三・川守田浩・小守一男

O_8 10 : 45 南部北上山地，米谷地域北部のペルム系の層序
の再検討………永広昌之・石崎国煕・酒井孝幸

O_9 14 : 00 棚倉断層沿いに分布する中新世男体山火山角礫
岩中のペペライト…………橋本　純・天野一男

O_10 14 : 15 足尾帯・上越帯境界地域の二畳紀酸性凝灰岩層
…………………滝沢文教・竹之内耕・田沢純一

O_11 14 : 30 水戸市北方に分布する中新統の堆積環境の復元
…………………大森信義・天野一男・小島　健

O_12 14 : 45 房総半島安房層群天津層・清澄層・安野層中の
8凝灰岩のフィッション・トラック年代
…………………徳橋秀一・檀原　徹・岩野英樹

O_13 15 : 00 山中地溝帯東域から産出した白亜紀二枚貝化石
とその意義………………高橋　努・田中　均・

一瀬めぐみ・宮本隆実・川治芳弘・矢島孝一
O_14 15 : 15 長野県上田市塩田平の更新統の層序と形成過程

……………………………………………山u伸行
O_15 15 : 30 丹沢山地北部に分布する水中火山砕屑岩類堆積

相……………………………納谷友規・天野一男
O_16 15 : 45 南部フォッサマグナ　丹沢山地北縁に分布する

新第三系礫質堆積物の堆積相
……………………………鈴木久美子・天野一男

O_17 16 : 00 丹後半島の海底段丘の層序と編年
……………………………………………富永好明

O_18 16 : 15 北但層群からのMiogypsina, Operculinaの産出と

1．地域地質・地域層序
その意義
……三木武行・谷口正夫・松本俊雄・瀬戸浩二

O_19 16 : 30 広島県三段峡地域における節理の形成過程
………………平山恭之・林　隆也・中井真一・

津島淳生・於保幸正
O_20 16 : 45 高松埋没孔の球粒とジルコン年代……三浦保範

11日（月） 9 : 00―11 : 00 第1会場
座長：21_24 徳橋秀一，25_28 石田啓祐
O_21 9 : 00 四国中東部の秩父・黒瀬川帯構成ユニットの配

列……………………………石田啓祐・香西　武
O_22 9 : 15 高知県中部・土佐山田地域に分布する南海層群

の層序及び物部川層序との対比
………………………………香西　武・石田啓祐

O_23 9 : 30 高知県東部の秩父帯白亜系の地質
………………………………節田佑介・狩野彰宏

O_24 9 : 45 九州中軸部に分布する白亜系中九州層群（新称）
について…………………田中　均・高橋　努・

宮本隆実・利光誠一・一瀬めぐみ
O_25 10 : 00 野島層群の層序…………………………鵜飼宏明
O_26 10 : 15 中部九州・三池炭田の形成に関する2，3の考

察…………………………………………三木　孝
O_27 10 : 30 九州の三郡帯南部の地質構造

…………………………赤嶺辰之介・豊原富士夫
O_28 10 : 45 中琉球・枝手久島の三宝山帯について

……………………………………………藤田　宏

10日（日） 9 : 00―16 : 00 ポスター会場
P_1 北海道天北地域・勇知層の珪藻化石年代（更新世）とそ

の意義………………………………………………秋葉文雄
P_2 北海道石狩平野南部地域における新生代tectono-strati-

graphic cycles ………………………栗田裕司・横井　悟
P_3 破壊面のメソスコピックな構造と崩落ブロックの配置か

ら推定される岩盤崩落の運動像…………………永田秀尚
P_4 “早池峰帯”の岩相構成と内部構造

…………川村信人・内野隆之・北上古生層研究グループ
P_5 南部北上帯北縁部の中・古生界層序の再検討―5万分の

1地質図幅「早池峰山」の地域地質（その1）……吉田孝
紀・川村寿郎・川村信人・北上古生層研究グループ

P_6 北上山地，千厩地域の火成岩類のK_Ar年代
…………………………………………御子柴（氏家）真澄

P_7 上越帯・足尾帯西帯の地質構造区分……………竹之内耕
P_8 栃木県塩原層群（更新統湖成層）の層序と植物化石のタ

フォノミー……………………………辻野　匠・前田晴良
P_9 神奈川県の地層を総括的に対比する……………平田大二
P_10 佐渡島のブーゲー異常

……………………………清原永子・足立　守・志知龍一
P_11 北部フォッサマグナの先第三系基盤とその構造

口頭およびポスター発表

＊口頭（O）・ポスター（P）それぞれに通し番号がついています．

＊発表時間　口頭　15分，ポスターコアタイム　奇数番号　11 : 00～12 : 00，偶数番号　13 : 00～14 : 00
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……………………………加藤碵一・駒沢正夫・宮崎純一
P_12 北部フォッサマグナ高府向斜の構造的特徴

……………………………新妻祥子・岡田　誠・天野一男
P_13 十枚山断層付近に分布する藤代岩体について

………………………………………………………岡野　誠
P_14 岡山県東部における角礫構造をもつ夜久野花崗岩類（殿

敷型角礫岩）の産状とその形成時期……………竹村静夫
P_15 岡山県大佐山蛇紋岩体中のヒスイ輝石岩に産するジルコ

ンのU_Pb年代 …………………………宮本知治・柳　学
P_16 岡山県西部高山市周辺の備北層群

……………矢野孝雄・瀬戸浩二・藤井　健・島田直樹・
北野定幸・吉冨健一・中野雄介

P_17 隠岐島前の層序
………………山内靖喜・野村律夫・村上　久・石倉広美

P_18 断層ガウジの変位組織から推定される上韮生川断層の右
横ずれ運動………………田村俊之・山本俊夫・村田明広

P_19 長崎県佐世保層群における泥質岩の風化とそれに伴う鉱
物学的変化…………………………………………津島淳生

P_20 熊本県東陽―泉村地域上部ペルム系球磨層の石灰岩の産
状………………………永井勝也・藤井さとみ・佐野弘好

P_21 鹿児島市地域の第四系層序と構造発達史………大木公彦
P_22 ロシア極東シホテリアン地域のメタロジェニー

………………佐藤興平・根建心具・S.V. コバレンコ・
M. リャザンツェバ・S.V. コレンバウム・

A.I. ハンチュク・V.Gゴネフチュク・円城寺守・
A.A. ブルブレフスキ・N. ベルニコフ・

S.M.ロディオーノフ・N.P. ロマノフスキー
P_23 ロシア極東シホテアリン地域の金銀鉱床における流体包

有物と鉱物の性質………………円城寺　守・佐藤興平・
根建心具・S.V. コバレンコ・S.M. ロディオーノフ・

A.I. ハンチュク
P_24 極東ロシア，シホテアリン南部の花崗岩類の地球化学的

水平変化………根建心具・佐藤興平・A.I. ハンチュク・
S.V. コレンバウム・S.V. コバレンコ・円城寺守

P_25 Sulphur isotope composition and REE distributions of
ores from Pb-Zn-Ag mines, Myanmar
…………………Marlar Myo Myint, Yoshimichi Kajiwara

and Kosei Komuro
P_26 ニュージーランド北島Waipapa帯北部 Arrow Rocksにお

ける下部三畳系コノドント生層序と日本の深海成ペル
ム/三畳系境界層との岩相比較
……………山北　聡・竹村厚司・相田吉昭・堀　利栄・

樋口　靖・K. Bernhard Spörli・Hamish Campbell・
小玉一人・酒井豊三郎

P_27 ニュージーランドWaipapa帯Arrow Rocksにおけるペル
ム/三畳系境界付近の地球化学的検討（その2）
……………堀　利栄・樋口　靖・竹村厚司・相田吉昭・

山北　聡・Karyne Rogers・Hamish Campbell・
K. Bernhard Spörli・小玉一人・酒井豊三郎

世話人：高橋雅紀（masaki@gsj.go.jp）・岡田　誠

10日（日） 9 : 30―10 : 45 第2会場
座長：29～33 高橋雅紀
O_29 9 : 30 加速器14C年代測定によるロシア，バイカル湖

湖底堆積物の編年
……中村俊夫・小田寛貴・太田友子・河合崇欣

O_30 9 : 45 河口湖湖底ボーリングコアの層序および年代
………………輿水達司・内山　高・長島美音・

柴田知之・吉澤一家・河西　学・青砥澄夫
O_31 10 : 00 広島県三次地域に分布する備北層群の層序と年

代……………三宅　誠・竹村厚司・松田高明・
渡辺真人

O_32 10 : 15 K_Ar年代に基づく東北本州弧の後期中新世～
鮮新世火山岩活動史
…………………八島隆一・大竹二男・長橋良隆

O_33 10 : 30 年代層序スケールと放射年代：放射年代測定の
役割と限界………………………………兼岡一郎

10日（日） 9 : 00―16 : 00 ポスター会場
P_28 本州中央部における鮮新・前期更新世テフラ層序とその

精密対比………………………………長橋良隆・里口保文
P_29 広域風成塵堆積物のTL，OSL年代測定

……………………雁澤好博・Naomi Porat・奈良ゆみ子
P_30 個別分子の炭素同位体比層序に基づく富山県上市地域の

石徹白・赤岩両亜層群の堆積年代推定
…………………………………………長谷川卓・吉田秀樹

P_31 長崎県大村湾の海底堆積物コアの磁気的性質
……………林田　明・中山修平・松岡數充・竹村恵二・

岡村　真・松岡裕美
P_32 富山県東部魚津地域に分布する新第三系の磁気層序

……………………………岩城啓美・伊藤康人・渡辺真人
P_33 松島地域の中新世珪藻化石層序の再検討

…………………………………………柳沢幸夫・秋葉文雄
P_34 東北日本中部中新統上部の浮遊性有孔虫生層序

……………………………林　広樹・太田　聡・高橋雅紀
P_35 K-Ar ages for the last occurrence (LO) of Cycli-

cargolithus floridanus in the Boso and Karasuyama
sequences, central Japan
……………高橋雅紀・田中裕一郎・三田　勲・岡田利典

世話人：鈴木毅彦（ suzukit@comp.metro-u.ac.jp）・岡田　誠

10日（日） 14 : 00―16 : 45 第2会場
座長：34_37 鈴木毅彦, 38_41 水野清秀,

42_44 黒川勝己
O_34 14 : 00 越後平野西縁部における完新統上部の珪藻遺骸

群集……………安井　賢・鴨井幸彦・小林巌雄
O_35 14 : 15 ATの堆積期間と植生への影響 ……河合小百合
O_36 14 : 30 銭亀_女那川テフラの年代観と関連する諸問題

3．地域間層序対比

2．年代層序スケール
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……………平川一臣・中村有吾・伝法谷宣洋・
市川八州夫

O_37 14 : 45 山口県に分布する阿蘇4テフラの古地磁気方位
……藤井純子・中島正志・石田志朗・松尾征二

O_38 15 : 00 0.3Maに噴出した広域テフラNg_1と飛騨地方
に分布する高山軽石層との対比
………………………………田村糸子・鈴木毅彦

O_39 15 : 15 房総半島上総・下総層群に含まれる中期更新世
広域テフラ………………………………鈴木毅彦

O_40 15 : 30 新潟地域と房総半島の更新世前期火山灰層の対
比……………黒川勝己・坂井　一・樋渡晴美・

青木豊樹
O_41 15 : 45 新潟地域と掛川地域における鮮新世後期の火山

灰層の対比………………………………青木豊樹
O_42 16 : 00 近畿中部，信楽高原周辺に分布する流紋岩礫を

含む礫層の時代・火山灰層の対比による検討
……………………………………………水野清秀

O_43 16 : 15 岩手県北部に分布する大滝溶結凝灰岩および沼
宮内火山泥流堆積物の層序……………照井一明

O_44 16 : 30 岐阜県岩村層群（下部中新統）の凝灰岩の組成
と対比………………………細山光也・入月俊明

10日（日） 9 : 00―16 : 00 ポスター会場
P_36 香川県高松低地および坂出低地の第四紀中期～後期テフ

ラの対比……………………………………………川村教一
P_37 K-Ar ages and paleomagnetism of a Pleistocene ash fall

deposit (Ks_22 : Boso) and its source ignimbrite
(Kamitakara : Takayama) ……………Mahito Watanabe・

Masaki Takahashi・Satoru Harayama・
Hiroyuki Hoshi・Yasto Ito

P_38 房総半島中部，上総層群黄和田層下部の第三紀・第四紀
境界付近の火山灰層“Kd38”
……………………………高橋直樹・満岡　孝・横山一己

世話人：湯浅真人（yuasa@gsj.go.jp）

10日（日） 9 : 00―11 : 00 第7会場
座長：45_48 坂本　泉，49_52 荒井晃作
O_45 9 : 00 北海道北西沖大陸棚のテクトニクスと堆積層序

発達史…………荒井晃作・岡村行信・倉本真一
O_46 9 : 15 駿河湾西岸の基盤隆起帯構造

………………………………石井　良・根元謙次
O_47 9 : 30 東海沖堆積盆の地質構造

………………………………加藤　進・瀬能　修
O_48 9 : 45 大陸斜面上に見られる地滑り状地形

……………………………………………花田正明
O_49 10 : 00 伊豆・小笠原弧，孀婦岩構造線周辺の地質学的

特徴…………坂本　泉・堀内誠示・藤岡換太郎
O_50 10 : 15 海洋地殻上部の物性と流体移動特性― ODP

Leg185速報― …………廣野哲朗・中嶋　悟・
ODP Leg185乗船研究者一同

O_51 10 : 30 巨大な熱水の形成モデル―構造規制と粒子から

4．海域の地質・テクトニクス

礫岩へ―………………………………藤岡換太郎
O_52 10 : 45 南極ロス海のテクトニクスと成因……木村勝弘

10日（日） 9 : 00―16 : 00 ポスター会場
P_39 プレートの斜め沈み込みによる前弧域の変形―北海道南

方，千島弧前弧―…………………………………加藤幸弘
P_40 日本海東縁，奥尻海嶺および周辺の大地震と海底変動：

1999年度「よこすか/しんかい」日本海行動成果報告
……………竹内　章・岡村行信・加藤幸弘・池原　研・

張　勁・佐竹健二・長尾哲史・平野真人
P_41 研究船淡青丸KT99_4研究航海報告―紀南海山列と小笠

原背弧雁行海山列の地質学的・岩石学的研究―
……………石井輝秋・佐藤　暢・原口　悟・町田嗣樹・

谷口英嗣・臼井　朗・石塚　治・八木和徳
P_42 マイクロ蛍光X線岩石表面走査法による全岩化学組成―

海洋底産噴出岩類を例として―
……………………………佐藤　暢・石井輝秋・金山晋司

P_43 四国海盆―九州・パラオ海嶺海域の音響層序学的研究
……………………………棚橋　学・関本真紀・山内英生

世話人：西村　昭（akiran@gsj.go.jp）・氏家　宏

10日（日） 14 : 00―16 : 00 第7会場
座長：　53_56 本山　功，57_60 志賀健司
O_53 14 : 00 新潟盆地七谷層変質火山岩に産するコーレンサ

イト及び関連鉱物について
………………………………張　永杰・吉村尚久

O_54 14 : 15 オホーツク海南部における過去10万年間の珪
藻遺骸群集と海洋環境の変遷
………………………………志賀健司・小泉　格

O_55 14 : 30 九州西方の海底コア中の有孔虫化石の炭素・酸
素同位体比からみた過去37,000年間の古環境変
遷
……井尻　暁・王　律江・大場忠道・川幡穂高

O_56 14 : 45 北西太平洋における深層水についての一考察：
深海性底生有孔虫群集の深度分布から
……………………………………………的場保望

O_57 15 : 00 南大西洋ベンゲラ海流の過去600万年間の古海
洋史：ODP Leg 175 Hole 1082Aの放散虫群集
解析から…………………………………本山　功

O_58 15 : 15 南極・丸湾大池の完新世堆積物に記録された海
洋環境の変化
…………………瀬戸浩二・森脇喜一・三浦英樹

O_59 15 : 30 チベット，ヤールンツァンポー縫合帯シャルー
チャートから産出する中生代放散虫とその年代
学的，構造地質学的意義……………松岡　篤・

揚　群・小林健太・長橋　徹・武井雅彦・
曾　慶高・王　玉

O_60 15 : 45 デボン系放散虫生層序と環境変化……梅田真樹

10日（日） 9 : 00―16 : 00 ポスター会場
P_44 西太平洋表層堆積物における放散虫化石の産出量と保存

5．海洋環境
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状態………杉山和弘・福原達雄・田中裕一郎・西村　昭
P_45 フィリピン海の過去15万年間の古環境 ……三重野久美
P_46 放散虫化石にもとづくニュージーランド東方海域の暁新

世以降の古海洋環境
……相田吉昭・鈴木　淳・ODP Leg 181乗船研究者一同

P_47 南極，ロス海北側の深海堆積物に記録された第四紀炭酸
カルシウム溶解変動
…………………………西村　昭・仲宗根徹・阿波根直一

P_48 南極半島陸棚堆積物の珪藻化石年代と新生代氷床発達史
の評価：ODP Leg 178の結果
……岩井雅夫・ODP Leg 178 Shipboard Scientific Party

P_49 アルケノン古水温推定法の検討：ハプト藻の培養実験
……………………………山本正伸・白岩善博・井上　勲

世話人：入月俊明（tirizuki@auecc.aichi-edu.ac.jp），天野和孝

11日（月） 9 : 00―10 : 30 第2会場
座長：61_63 入月俊明，64_66 天野和孝
O_61 9 : 00 北海道歌登町東部地域に分布する志美宇丹層か

ら産出した有孔虫群集の特性
……………………………内田淳一・長谷川四郎

O_62 9 : 15 北日本太平洋沿岸におけるElphidium excava-

tum (Terquem)の形態変異とその分布
……………………………黒澤一男・長谷川四郎

O_63 9 : 30 青森県下北半島東部の浜田層の有孔虫化石……
………………………………吉本直一・根本直樹

O_64 9 : 45 難波累層（完新統）の貝形虫化石群集に基づく
古環境解析
……安原盛明・吉川周作・入月俊明・七山　太

O_65 10 : 00 異なる堆積速度の下で形成された貝化石群：中
部更新統下総層群藪層の例……………鎌滝孝信　

O_66 10 : 15 鹿島台地西縁の木下層から産する貝化石
………………………………大原　隆・菅谷政司

11日（月） 9 : 00―16 : 00 ポスター会場
P_50 三重県中部の一志層群波瀬累層，大井累層（下部中新統

上部）の貝類化石と古環境…………杉澤　学・本田　裕
P_51 北部フォッサマグナの鮮新統荻久保層および猿丸層より

産する軟体動物化石群と古海洋気候
…………………………熊崎健太郎・延原尊美・小澤智生

P_52 紀伊半島南西部，中部中新統田辺層群白浜層の堆積相と
底生動物群集：浅海化に伴う堆積環境の細分化と底生群
集の多様化……………………………舩山展孝・近藤康生

P_53 陸棚―陸棚斜面における物質循環の示標としての軟体動
物化石群集：西南日本の鮮新―更新統の沖合泥質相を例
に……………………………………………………延原尊美

P_54 鹿児島県種子島の中部中新統茎永層群大崎累層より産し
たスジボラ属（新腹足目：ガクフボラ科）の新種とその
古生物地理学的意義………………………………井上恵介

P_55 河川堆積物における大型植物化石の堆積過程―岐阜県多
治見市小名田の中新統土岐口陶土層の例―
……………………………實吉玄貴・中山勝博・塚腰　実

6．新生代古生物

P_56 殻の保存状態から見た，巻貝の殻の一生………田中秀典
P_57 土岐口陶土層（中新統）の花粉群集と古植生

…………………………………………齊藤　毅・百原　新
P_58 大阪湾の完新世貝形虫の変遷と地史的イベント―

Bicornucythere bisanensisの古生物地理に関連して―
………入月俊明・増田富士雄・宮原伐折羅・吉川周作・

藤原　治
P_59 古琵琶湖層群産のイチョウ化石………………山川千代美

世話人：長谷川卓（jh7ujr@kenroku.kanazawa-u.ac.jp）・江崎洋一

10月11日（月） 10 : 30―11 : 00 第2会場
座長：67_68 長谷川 卓
O_67 10 : 30 関東山地秩父南帯海沢層のチャートシーケンス

から産する前期三畳紀放散虫動物群
…………………指田勝男・堀　常東・栗原敏之

O_68 10 : 45 飛騨外縁帯よりCyrtospiriferとLeptophloeum

の発見…………田沢純一・楊　偉平・三宅幸雄

11日（月） 9 : 00―16 : 00 ポスター会場
P_60 示相化石としてのペルム紀Stauraxon放散虫

………………………………………桑原希世子・八尾　昭
P_61 中国安徽省巣湖地域の上部ペルム系Dalong層から産出

した放散虫化石
……………亀高正男・永井ひろ美・朱　嗣昭・呉　春寅

P_62 物部川動物群と南海動物群の混在型動物群の発見：高知
市鴻ノ森地域の黒瀬川構造帯下部白亜系から
……………近藤康生・河野由紀子・菊池直樹・田代正之

P_63 高知県横倉山層群のデボン紀中畑層に見られる殻をもっ
たCeratoikiscidae科放散虫………………………古谷　裕

世話人：後藤仁敏・仲谷英夫（nakaya@eng.kagawa-u.ac.jp）

11日（月） 14 : 00―15 : 45 第2会場
座長：69_72 鈴木　茂，73_75 藤田正勝
O_69 14 : 00 赤坂石灰岩より発見されたペルム紀魚類化石

………………………………後藤仁敏・大倉正敏
O_70 14 : 15 ユーラシアにおけるコイ科魚類の歴史

……………………………………………友田淑郎
O_71 14 : 30 山形県真室川町の野口層（下部鮮新統）から産

出した板鰓類化石………………………矢部英生
O_72 14 : 45 北海道穂別地域から産出した滄龍（モササウル

ス類）化石………………………………櫻井和彦
O_73 15 : 00 岐阜県の中新統岩村層群よりケトテリウム類化

石の産出……………………木村敏之・奥村好次
O_74 15 : 15 エチオピア南部前期更新世コンソ哺乳類動物相

…仲谷英夫・諏訪　元・ブルハニ＝アスファオ
O_75 15 : 30 九州北西部東松浦半島における中新世野島層群

の足印化石と分布………………………河野隆重

8．脊椎動物化石

7．中・古生代古生物
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11日（月） 9 : 00―16 : 00 ポスター会場
P_64 モンゴル国ゴビ砂漠中央部の恐竜足跡化石産地，アブド

ラントヌルー（上部白亜系，ジャドフタ層？）からの恐
竜卵，巣化石群……………………………………渡部真人

P_65 モンゴル国ゴビ砂漠上部白亜系ジャドフタ層より新種の
エナンティオルニス類鳥化石の発見
……………鈴木　茂・渡部真人・K．ツォクトバートル

P_66 イノシシ科の分類と岡山県新見市NT洞産の中期更新世
イノシシ化石…………………………藤田正勝・河村善也

P_67 川崎市高津区新作の上部更新統より産出したニホンムカ
シジカCervus (Nipponicervus) praenipponicusの比較
形態学的研究………………………………………桑山　龍

世話人：ウオリス＝サイモン（swallis@ip.media.kyoto-u.ac.jp）・
渡辺暉夫

10日（日） 9 : 00―11 : 00 第5会場
座長：76～79 ウオリス＝サイモン，80～83 渡辺暉夫
O_76 9 : 00 三波川低変成度岩類に認められる昇温期変成作

用…………………………………………石塚英男
O_77 9 : 15 三波川帯のエクロジャイトとその形成テクトニ

クス……………高須　晃・宮城康夫・櫻井　剛
O_78 9 : 30 三波川エクロジャイトの再評価：高変成度ナッ

プとしてのエクロジャイトユニット
…………………青矢睦月・ウオリス＝サイモン

O_79 9 : 45 沖縄島，名護変成岩の上昇プロセス
……………………………………………遅沢壮一　

O_80 10 : 00 四国中央部別子地域三波川変成帯の東平緑れん
石角閃岩体からのコスモクロア成分を含む単斜
輝石…………阪本志津枝・宮城康夫・高須　晃

O_81 10 : 15 The metamorphic grades of the surrounding
rocks of the Eppawala carbonatite body, Sri
Lanka. ………………………M.W.K. Weerakoon

O_82 10 : 30 ロシア南部アルタイ山地のカンブリア紀高圧変
成岩…………太田　努・宇都宮敦・石川　晃・

丸山茂徳・ミハエル　ブスロフ
O_83 10 : 45 メナシュンベツ川流域における日高変成帯の変

成岩類，深成岩類の帯磁率と不透明鉱物
……………………………堂山大助・小山内康人

10日（日） 9 : 00―16 : 00 ポスター会場
P_68 ゴンドワナ地塊東縁の原生代末期エクロジャイト：岩石

化学とテクトニクス ………渡辺暉夫・Agashev,Alexy・
森田崇志・西谷達郎・和田恵治

P_69 高圧変成帯における蛇紋岩メランジュの意義
………………………………………………………前川寛和

P_70 東南極セールロンダーネ山地の重復変成作用とパンアフ
リカン変動
……白石和行・C.M. Fanning・R. Armstrong・本吉洋一

P_71 Structural and metamorphic evolution of the late
Proterozoic basement rocks in the Negele area, southern
Ethiopia………………………Tadesse Yihunie・星野光雄

9．変成作用とテクトニクス

P_72 日高変成帯に産する3タイプのザクロ石角閃岩からの
P_T経路精密決定と拡散の影響…………………臼杵　直

P_73 ロシア沿海州の250_230Ma藍閃変成帯は中朝地塊―揚
子地塊衝突帯の東方延長か？……辻森　樹・石渡　明・

板谷徹丸・S.V. ヴィソツキー・S.V. コバレンコ・
A.I. ハンチューク

P_74 Sulu超高圧変成帯の上昇機構と上昇速度制限
…………………………………………ウオリス＝サイモン

P_75 海嶺拡大速度の変化が沈み込み変成作用に与える影響…
………………………………………………………岩崎一郎

P_76 走査型レーザー顕微鏡による堆積岩中の間隙構造の可視
化：付加体における間隙率減少と変形・変成作用
……………大西セリア智恵美・清水以知子・芦寿一郎・

馬場　敬・伊藤　真
P_77 オマーン・オフィオライト直下，ダイナモサーマル変成

岩の変形構造：アル・ワット地域の例
………………釘宮康郎・溝上周作・山浦洋平・増田俊明

P_78 変成帯の境界層モデル
……………………………鳥海光弘・乾　睦子・岡本　敦

P_79 極東ネパールの変成作用とテクトニクス
………………………………在田一則・D.D. シェリング

P_80 中央ネパール，アンナプルナ地域のザクロ石の組織と累
帯構造………………………………山口はるか・鳥海光弘

P_81 ヒマラヤ変成帯の二重逆転変成作用と二重デタッチメン
ト…………酒井治孝・瀧上　豊・中牟田義博・折橋裕二

P_82 葛根田花崗岩周辺の接触変成作用：自由エネルギー最小
化法化学平衡計算に基づく解析
……………竹野直人・村岡洋文・佐脇貴幸・佐々木宗建

P_83 角閃石から推定される温度圧力経路
…………………………………………岡本　敦・鳥海光弘

P_84 四国中央部面河地域西部の中期中新世ホルンフェルスと
角礫パイプ………………木村一成・榊原正幸・東山輝紀

P_85 四国中央部における三波川変成岩の累進および後退過程
の地域差………………………………八木公史・竹下　徹　

P_86 四国西部，八幡浜大島変成岩の変成作用と上昇プロセス
………………………………………宮下由香里・小松正幸

P_87 四国中央部三波川帯の五良津東部緑れん石角閃岩体と峨
蔵地域に産する累進的エクロジャイト
…………………………………………櫻井　剛・高須　晃

P_88 四国中央部別子地域三波川変成帯・東平緑簾石角閃岩体
中のエクロジャイト…………………宮城康夫・高須　晃

P_89 三波川変成帯四国中央部に見られるザクロ石の累帯構造
と温度圧力履歴………………………乾　睦子・鳥海光弘

P_90 ざくろ石の累帯構造から読みとる三波川昇温P-T履歴の
地域差……………………榎並正樹・泉　統文・小津　博

P_91 三波川帯における変形段階と歪み解析：constriction vs
flattening …………………森山義礼・ウオリス＝サイモン

P_92 愛知県東部，音羽一蒲郡地域領家変成岩中の変形および
非変形花崗岩質脈のCHIMEモナザイト年代
……………………………筧　光喜・鈴木和博・三宅　明

P_93 富山県東部黒部川流域に分布する宇奈月変成帯の変形変
成史……………………………………高橋路輝・豊島剛志

P_94 領家・阿武隈変成帯（4）…………………………小野　晃
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世話人：中島　隆（tngeoch@gsj.go.jp ），大和田正明

10日（日） 9 : 00―17 : 15 第6会場
座長：84_87 中島　隆，88_91 川野良信，

92_95 石川正弘，96_99 柚原雅樹，
100_104 大和田正明

O_84 9 : 00 本州弧白亜紀～第三紀火成活動の時空変遷
……………川野良信・加々美寛雄・井川寿之・
石岡　純・加々島慎一・柚原雅樹・周藤賢治・

飯泉　滋・今岡照喜・大和田正明・
小山内康人・田結庄良昭

O_85 9 : 15 本州弧白亜紀～第三紀火成岩類のεSr・εNd
初生値…………………加々美寛雄・川野良信・
井川寿之・石岡　純・加々島慎一・柚原雅樹・
周藤賢治・飯泉　滋・今岡照喜・大和田正明・

小山内康人・田結庄良昭
O_86 9 : 30 北上帯アダカイト質花崗岩類の Sr・Nd 同位体

比…………遠藤美智子・土谷信高・加々美寛雄
O_87 9 : 45 甲府花崗岩類の Sr・Nd 同位体組成

………………角田謙朗・石岡　純・加々美寛雄
O_88 10 : 00 南部北上山地，氷上花崗岩体について―その4

―…………………………………………浅川敬公
O_89 10 : 15 北アルプス黒部五郎岳から北ノ俣岳における前

期白亜紀閃緑岩の記載岩石学的研究
………………………………増澤直彦・原山　智

O_90 10 : 30 飛騨帯船津花崗岩類に伴われる暗色包有物の岩
石化学的特徴……………………………石岡　純

O_91 10 : 45 琵琶湖周辺地域における白亜紀珪長質―苦鉄質
火成活動……………………沢田順弘・斎藤　眞

O_92 14 : 00 京都市北方，山陽帯に分布する白亜紀丹波花崗
岩質岩類の化学的特徴
…………………貴治康夫・小澤大成・村田　守

O_93 14 : 15 近畿領家帯中性～苦鉄質岩類の分布と化学組成
の関係……………………藤井宏明・田結庄良昭

O_94 14 : 30 伊那領家帯，非持トーナル岩のRb_Sr，Sm_Nd
および K_Ar年代とその意義
………………柚原雅樹・原　文宏・加々美寛雄

O_95 14 : 45 近畿領家帯―生駒山周辺に分布する花崗岩類の
K_Ar年代 ……………島田和明・田結庄良昭・

森岡幸三郎・井口　禅
O_96 15 : 00 同位体年代からみた近畿領家帯の深成岩類の冷

却史……田結庄良昭・森岡幸三郎・井口　禅・
島田和明・藤井宏明・加々美寛雄

O_97 15 : 15 近畿地方領家帯に分布する高Sr同位体初生値
をもつ花崗岩類の成因……………森岡幸三郎・

田結庄良昭・加々美寛雄・井口　禅
O_98 15 : 30 領家変成岩における部分溶融と花崗岩マグマの

生成過程……………………菊地信吾・森清寿郎
O_99 15 : 45 花崗岩質岩石の部分溶融過程で生じる液組成の

不均一……………………藤林紀枝・丸山さつき
O_100 16 : 00 西南日本外帯，中期中新世花コウ岩類の成因：

スラブ溶融の可能性について

10．深成岩とマグマプロセス
………………折橋裕二・稲垣賢一・平田岳史・

安間　了・平田大二・丸山茂徳
O_101 16 : 15 コヒスタン古島弧下部地殻ユニットに産するエ

ピドート花崗岩…………中島　隆・宮崎一博・
白波瀬輝夫・A.B. Kausar

O_102 16 : 30 海洋性島弧地殻岩石の弾性波速度と化学組成
……………………………………………石川正弘

O_103 16 : 45 肥後帯水越層中の花崗岩礫の K_Ar 年代とその
意義……………戸邊恵里・高木秀雄・柴田　賢

O_104 17 : 00 南部北上帯日立変成岩および肥後帯竜峰山変成
岩からのオルドビス紀前期花崗岩
……………坂島俊彦・寺田健太郎・竹下　徹・

早坂康隆・佐野有司・日高　洋

10日（日） 9 : 00―16 : 00 ポスター会場
P_95 地殻の分化過程─日高変成帯トッタベツ川断面を例とし

て─…………………………………………………王子裕幸
P_96 日高変成帯，野塚岳地域の塩基性複合岩体の分化過程

………………………山崎　徹・大和田正明・小山内康人
P_97 空隙および暗色包有物の形態解析からみた葛根田花崗岩

の変形………大谷具幸・中島善人・中野　司・村岡洋文
P_98 北上帯東縁部の前期白亜紀花崗岩体中に共存するアダカ

イト質花崗岩類とカルクアルカリ質花崗岩類の成因関係
…………土谷信高・遠藤美智子・木村純一・加々美寛雄

P_99 北上山地，宮古花崗岩体の岩石学的研究
…………………………………………小岩修平・土谷信高

P_100 南部北上帯，遠野複合深成岩体の岩石学的特徴─特に，
中心相と主部相について─………………………西村幸一

P_101 朝日連峰南部に分布する深成岩類の岩石学……安藤　勧
P_102 新潟県北部，岩船花崗岩の結晶作用と起源………………

…………………………加々島慎一・志村俊昭・川井稔子
P_103 南部阿武隈山地，鮫川深成岩体の同位体年代

…………………………………………田中久雄・柚原雅樹
P_104 早月・片貝川地域での fluids の作用の下での伊折花崗岩

の形成………………………………………………藤吉　瞭
P_105 大峯花崗岩を構成する鉱物の特徴：特に走査電顕カソー

ド・ルミネッセンス観察によって初めて明らかになった
石英の累帯構造について……………廣井美邦・本吉洋一

P_106 山陰帯北部に分布する白亜紀～第三紀珪長質火成岩類の
Rb_Sr 年代とSr同位体初生値の時代変化
…………………………………………西田和浩・飯泉　滋

P_107 島根県西部，岡見深成岩体中の苦鉄質包有岩の産状と岩
相……………………………………………………先山　徹

P_108 山陰西部須佐地域の中期中新世海底火山―深成複合岩
体：輝石 K_Ar年代からの制約
……………………………今岡照喜・板谷徹丸・岡田利典

P_109 山口県岩国地域土生花崗閃緑岩のRb_Sr鉱物アイソクロ
ン年代…………………………………壷井基裕・鈴木和博

P_110 花崗岩─苦鉄質マグマ同時共存の広域的証拠と苦鉄質岩
の岩石化学的特徴…………………吉倉紳一・熱田真一・

山本哲也・山本隆広・村井政徳・島田和明・山本定雄
P_111 中北部九州に産する玄武岩質下部地殻由来の白亜紀花崗

岩類…………………亀井淳志・大和田正明・山本耕次・
小山内康人・加々美寛雄
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P_112 累帯深成岩体の形成モデル；大隅花崗閃緑岩体の例
……………………………………………西村光史・柳　哮

P_113 ハルツバーグ苦鉄質─超苦鉄質岩体の岩石学・地球化学
…………佐野　栄・R.Oberhaensli・R. Romer・R. Vinx

P_114 南部モンゴル，東ゴビ地方に分布する Lugiin Gol
Nepheline Syenite Complex の岩石学
………………………………飯泉　滋・B. Munkhtsengel

P_115 南インド，Tamil Naduに産するアルカリ深成岩類の同
位体地球化学的研究─カーボナタイトと関連珪酸塩岩の
関係とその起源について─
…………宮崎　隆・加々美寛雄・周藤賢治・森清寿郎・

K.C. ラジャセカラン・V. ラムモハン

世話人：平島崇男（hirajima@terra.kueps.kyoto-u.ac.jp）・
小山内康人

11日（月） 9 : 45～17 : 00 第6会場
座長：105_109 有馬　眞，110_113 小山内康人，

114_117 志村俊昭，118_121 本吉洋一
O_105 9 : 45 カザフ共和国クムディ・コル地域のダイアモン

ドグレード・エクロジャイトの岩石学
……岡本和明・片山郁夫・丸山茂徳・J.G. Liou

O_106 10 : 00 コクチュタフ変成岩中のシリカに富んだ単斜輝
石……片山郁夫・岡本和明・C.D. Parkinson・

中島洋一
O_107 10 : 15 カザフ共和国コクチェタフ変成帯Barchi-kol地

域のクライノパイロクシナイトとそれに伴う岩
石類の岩石学的記載……………………真砂英樹

O_108 10 : 30 三波川泥質片岩中のローソン石の希土類元素貯
蔵相としての重要性……………………上野貴司

O_109 10 : 45 領家変成帯高温部におけるホウ素鉱物の分布－
青山・伊那・柳井地域の比較…………河上哲生

O_110 14 : 00 Mg3Al2Si3O12（パイロープ）組成における高温
高圧下での相関係………………………川嵜智佑

O_111 14 : 15 羽越地域における下部地殻グラニュライト相変
成作用………志村俊昭・川井稔子・加々島慎一

O_112 14 : 30 岩内岳かんらん岩体に見られる不定形ダナイト
の特徴とその成因………………………久保啓子

O_113 14 : 45 スリランカのHighland Complexに産する超高
温変成岩類―サフィリングラニュライトとマフ
ィックグラニュライトの変成履歴
………………安東　努・小山内康人・濱本拓志

O_114 15 : 00 UHT metamorphism in southern Indian gran-
ulite terrain : evidence from carbon isotope ther-
mometry. ………………………Satish-Kumar, M.

O_115 15 : 15 コヒスタン古島弧の塩基性下部地殻のスカポラ
イトの起源………………………………芳野　極

O_116 15 : 30 コリア半島・南西地域の河東―山清アノーソサ
イト岩体…………………………………金　容義

O_117 15 : 45 南アフリカ共和国ブッシュフェルト火成岩体接
触部における高変成泥質岩の形成環境
………………………………水野耕平・宮野　敬

11．上部マントル―地殻プロセス

O_118 16 : 00 九州における高度変成岩類のSr_Nd同位体比の
特徴…………濱本拓志・小山内康人・河原大輔

O_119 16 : 15 東南極太古代ナピア岩体の形成発達史：超高温
変成岩類のSm_Nd同位体分析
………………鈴木里子・本吉洋一・白石和行・

加々美寛雄
O_120 16 : 30 伊豆―小笠原島弧地殻物質の高圧下弾性波速度

…………………北村圭吾・石川正弘・有馬　眞
O_121 16 : 45 地質温度計・圧力計の適用限界についての再検

討―化学平衡の評価……………………小畑正明

11日（月） 9 : 00―16 : 00 ポスター会場
P_116 変成作用における非平衡不均一構造形成のDLAによる

モデル化……………………………………………宮崎一博
P_117 クラックシール脈と沈み込み帯における脱水過程

……………………………………………西山忠男・森　康
P_118 四国中央部汗見川地域三波川帯泥質片岩中のざくろ石の

微量成分累帯構造…………………薗部美穂子・高須　晃
P_119 ざくろ石の組成累帯構造から見た三波川変成作用とアル

プス変成作用の比較．その1）イタリア・ドラマイラ岩
体………………………………………平島崇男・松本尚子

P_120 三波川変成帯・高越地域における紅簾石石英片岩中のタ
ルク形成反応…………………………畑中晶子・平島崇男

P_121 中国・大別山産，含クリノヒューマイトドロマイト質マ
ーブルとクリノヒューマイト―単斜輝石―ざくろ石岩の
岩石成因論………………………………大森聡一・叶　凱

P_122 カザフ共和国コクチェタフ変成帯Kumdy_Kol地域に産
する含ディオプサイド方解石マーブル
…………………………深沢京香・太田雅仁・小笠原義秀

P_123 マイクロラウエX線回折法によるコクチェタフ超高圧変
成帯産マイクロダイアモンドの研究
……………石田治人・小笠原義秀・太田雅仁・大隅一政

P_124 カザフスタン北部・超高圧変成岩からみた沈み込み帯で
の交代作用……………………………山本純平・丸山茂徳

P_125 超高温変成岩類の岩石学―ナピア岩体・トナー島の変成
プロセス―………………………小山内康人・豊島剛志・

大和田正明・角替敏昭・外田智千・W.A. Crowe
P_126 東南極ナピア岩体ハワードヒルズ産アルミナス片麻岩の

超高温変成作用………吉村康隆・本吉洋一・宮本知治・
E.S. Grew・C. J. Carson・D. J. Dunkley

P_127 東南極ナピア岩体トナー島の苦鉄質グラニュライト中に
含まれるフッ素に富む角閃石と超高温変成作用
………角替敏昭・小山内康人・豊島剛志・大和田正明・

外田智千・ W.A. Crowe
P_128 東南極ナピア岩体の超高温変成作用の時期：電子線マイ

クロプローブを用いたモナザイトとジルコンの年代測定
……………………………外田智千・鈴木里子・本吉洋一
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世話人：竹下　徹（toru@letitbe.geol.sci.hiroshima-u.ac.jp）・
林　愛明

10日（日） 9 : 00―17 : 00 第4会場
座長：122_125 小林健太，126_129 坂口有人，

130_133 武田昌尚，134_137 重松紀生，
138_141 西川　治

O_122 9 : 00 新しいガス圧式高温高圧変形・透水試験システ
ムの開発……嶋本利彦・宇野　博・山田雅夫・

新山恒夫・加藤宏和・井科兼一・青山　豊
O_123 9 : 15 岩石内部の流体移動によって誘発された微小破

壊の震源過程に関する実験的研究
………………増田幸治・西澤　修・雷　興林・

佐藤隆司・伊藤久男
O_124 9 : 30 東北日本弧横断ルートに沿うレオロジープロフ

ァイルとその問題点…………………西川　治・
大槻憲四郎・藤原　治・布施圭介

O_125 9 : 45 断層帯における水/岩石相互作用と水の移動，
拡散……………………………………藤本光一郎

O_126 10 : 00 野島断層岩の形成深度と摩擦発熱による到達温
度…………………………大槻憲四郎・長瀬敏郎

O_127 10 : 15 断層破砕帯における熱現象のESR解析―野島
断層深部掘削コア試料を例として―
………………………………福地龍郎・今井　登

O_128 10 : 30 中国桐柏―大別超高圧変成帯に産出するシュー
ドタキライトとその地震テクトニクス意義
…………………林　愛明・孫　知明・楊　振宇

O_129 10 : 45 部分融解岩の実効粘性率について：R.C.M.P.は
存在するのか………………武田昌尚・小畑正明

O_130 14 : 00 四万十帯におけるウルトラカタクレーサイトの
発見：古南海地震の震源領域…………坂口有人

O_131 14 : 15 内部回転構造を持つ岩石の変形とその微分幾何
学的構造……………………山崎和仁・長濱裕幸

O_132 14 : 30 断層のゲージ場理論……………………長濱裕幸
O_133 14 : 45 天然の剪断帯から推定される破砕・塑性遷移領

域の断層変形過程…………重松紀生・後藤清彦
O_134 15 : 00 瀬戸内海手島の領家花崗岩類に存在する小剪断

帯の産状……………………細見幸信・高木秀雄
O_135 15 : 15 愛知県足助剪断帯の断層岩の産状

…………………高木秀雄・荒井誠一・浅野　穣
O_136 15 : 30 双葉破砕帯の断層岩―福島県小高町南部―

…………………大友幸子・柴田裕香・鈴木淳一
O_137 15 : 45 畑川破砕帯東縁部における花崗岩とアプライト

脈のウルトラマイロナイト化
…………………金川久一・鶴見純子・細沼浩子

O_138 16 : 00 マイカフィッシュの形成過程：“non-rotation
after rotation”モデル
……………増田俊明・鈴木知陽・矢田多佳美・

宮崎真理・釘宮康郎・山本啓司
O_139 16 : 15 幌満かんらん岩に含まれる斜方輝石の形態定向

配列と格子定向配列………石井和彦・澤口　隆
O_140 16 : 30 チベットヤールンツァンポー縫合帯シャルーチ

12．岩石・鉱物の破壊と変形
ャートが被った3ステージの剪断変形
…………………小林健太・松岡　篤・楊　群・

長橋　徹・武井雅彦・曾　慶高・王　玉
O_141 16 : 45 Development of preferred orientation and

microstructure in sheared quartzite: comparison
of natural data and simulated results
……………Toru Takeshita, Hans-Rudolf  Wenk

and Ricardo Lebensohn

10日（日） 9 : 00―16 : 00 ポスター会場
P_129 棚倉破砕帯の脆性変形領域における運動像

……………………………淡路動太・山本大介・高木秀雄
P_130 花崗岩中の割れ目及び雁行状割れ目の形態解析

………………………………………………………藤井幸泰
P_131 四国中央部三波川変成帯瀬場谷産緑廉石角閃岩の角閃石

ファブリックの解析………………藤原みどり・竹下　徹
P_132 ノンコアクシャル場での歪解析の精度（その2）

………………………………………………………林大五郎
P_133 常温常圧での石英の塑性変形…………………伊計秀明・

神田寛行・平賀岳彦・釘宮康郎・増田俊明
P_134 秋田県南部，雄勝カルデラに見られるマイロナイトと熱

水破砕………………………………………………伊藤久敏
P_135 四国中央部三波川帯の石英片岩中の微細構造解析

……………………………野中広美・竹下　徹・佐藤博樹
P_136 瀬戸川スレートの白雲母の変形組織と全岩組成変化

………………………………………………………大塚隆司
P_137 断層岩中の鉱物含有量の測定―野島断層の例―

………………………関谷典恵・田中秀実・藤本光一郎・
大谷具幸・伊藤久男

P_138 ポーフィロクラスト領域の幾何学，‘Degree of Stair
Stepping’と‘面積係数’の導入
………………………………島田耕史・高木秀雄・丁　俊

P_139 走査型レーザー顕微鏡による岩石組織の画像処理と粒子
解析…………………清水以知子・澤口　隆・島田耕史・

山口はるか・橋本善孝
P_140 高温・高圧三軸試験機を用いた粘土物質の浸透率測定

…………………………………………高橋美紀・鈴木清史
P_141 野島断層掘削コアを用いた断層岩区分の定量化

…………築山裕一・田中秀実・藤本光一郎・大谷具幸・
伊藤久男

世話人：久田健一郎（hisadak@arsia.geo.tsukuba.ac.jp）・
山路　敦

11日（日） 14 : 00―17 : 00 第5会場
座長：142_145 久田健一郎，146_149 天野一男，

150_153 山路　敦
O_142 14 : 00 南部フォッサマグナにおける「連続二重衝突仮

説」「押し出し仮説」の提唱
………天野一男・高橋正樹・Andrew  J. Martin

O_143 14 : 15 南部フォッサマグナ・島弧-島弧衝突帯におけ
る衝突付加した島弧の復元（櫛形山地塊の場

13．テクトニクス
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合）………… Martin, Andrew James・天野一男
O_144 14 : 30 南部フォッサマグナ島弧多重衝突テクトニクス

における東部御坂山地の位置付け
………………田中舘宏橘・天野一男・岡田　誠

O_145 14 : 45 古地磁気からみた南九州の反時計回り回転運動
の時期と範囲………………奥田明美・小玉一人

O_146 15 : 00 掛川層群上部が記録する応力場：多重逆解法に
よる解析……………………山路　敦・酒井哲弥

O_147 15 : 15 別府湾北岸地域における第四紀応力場の多重逆
解法による解析
…………………峯元　愛・山路　敦・竹村恵二

O_148 15 : 30 石川県金沢市南部域の地質構造………家長将典
O_149 15 : 45 1997_98年東北日本横断地殻構造探査について

……………佐藤比呂志・岩崎貴哉・平田　直・
蔵下英司・伊藤谷生・大口健志・井川　猛

O_150 16 : 00 反射法地震探査によって切り開かれた新たな地
平：日高衝突帯におけるデラミネーション―ウ
ェッジ構造と，後背地/前縁地西フェルゲンツ
褶曲・衝上断層帯………伊藤谷生・津村紀子・
在田一則・森谷武男・佐藤比呂志・平田　直・

岩崎貴哉・木村　学・奥池司郎・井川　猛・
清水信之・川中　卓

O_151 16 : 15 ブラインドスラストに関連したバックスラスト
……………………………………………大津　直

O_152 16 : 30 中央構造線にそう三波川変成岩の変成作用―ダ
メイジ帯の小断層群
…………………原　郁夫・塩田次男・宮本隆実

O_153 16 : 45 大分県三重町地域における北部秩父帯－黒瀬川
帯間の剪断帯……………………………安倍美佐

11日（月） 9 : 00―16 : 00 ポスター会場
P_142 微小せん断歪みの繰り返し反転によるベイン構造の形成

実験………………………………宮田雄一郎・梶原万紗子
P_143 未固結変形における歪み速度指示者としてのせん断面角

…………………………田中　尚・宮田雄一郎・鈴木清史
P_144 三次元インバージョン構造の形態と形成過程―アナログ

スケールモデル実験による検討―
…………………………………山田泰広・Ken R. McClay

P_145 四国中西部の中央構造線からみた後期白亜紀末～暁新世
における中央構造線の大規模正断層運動………窪田安打

P_146 クロムスピネルによる黒瀬川帯の横ずれ運動の検証
………………………久田健一郎・高島　静・近藤康生・

菊池直樹・荒井章司
P_147 シベリア・クラトン南西縁のリフェアンの火山岩類：そ

のtectonic settingの多様性……………………高野香奈・
渡辺暉夫・太田　努・A. Postnikov・E. Sklyarov・

前原恒祐・北山英子・宇都宮敦・石川　晃

世話人：中江　訓（nakae@gsj.go.jp）・村田明広

10月11日（月） 9 : 00―16 : 15  第4会場
座長：154_157 鎌田祥仁，158_161 村田明広，

14．付　加　体

162_165 中江　訓，166_170 木村克己
O_154 9 : 00 美濃-丹波帯堆積岩コンプレックスの付加過程

に関する試案……………大藤　茂・小山雅通・
佐々木みぎわ・安部美佐・近藤　健・山北　聡

O_155 9 : 15 丹波_美濃_足尾_八溝地域のジュラ紀付加体
の「コンプレックス」および「ユニット」区分
と対比……………………………………大塚　勉

O_156 9 : 30 八溝山地鷲子山塊ジュラ紀堆積岩コンプレック
スのユニット区分…………堀　常東・指田勝男

O_157 9 : 45 八溝・鷲子山塊の付加コンプレックス
………………………………笠井勝美・天野一男

O_158 10 : 00 放散虫化石帯の欠如から推定される構造的不連
続面：八溝山地チャート砕屑岩シークェンスで
の例………………………………………中江　訓

O_159 10 : 15 秩父帯における付加体形成後の帯状配列の改変
―紀伊半島東部の例―…………………柏木健司

O_160 10 : 30 岐阜県丹生川地域の美濃帯中にみられるカタク
レーサイト
…………佐々木みぎわ・今里亜紀彦・大藤　茂

O_161 10 : 45 韓国南東部の下部白亜系河陽層群の礫岩から得
られたジュラ紀新世放散虫化石

…………鎌田祥仁・久田健一郎・Yong Il Lee
O_162 14 : 00 丹波帯ジュラ紀付加複合体のスラスト系と運動

像…………………………………………木村克己
O_163 14 : 15 九州―四国，四万十帯の低角ナップ構造

……………………………………………村田明広
O_164 14 : 30 過去の付加体におけるデュープレックス構造内

部の変形機構分布，紀伊半島白亜系四万十帯の
例……………………………橋本善孝・木村　学

O_165 14 : 45 底づけ付加体に記録された造構性侵食作用
………………木村　学・大西 智恵美 セリア・

橋本善孝・芦寿一郎
O_166 15 : 00 帯磁率異方性からみたテクトニックメランジュ

のファブリック
…………………氏家恒太郎・久光敏夫・徐　垣

O_167 15 : 15 四国四万十帯における，ビトリナイト反射率と
粒度別イライト結晶度の比較検討
………………………松田達生・池原（大森）琴絵

O_168 15 : 30 石炭の光学異方性発達メカニズム―四国西部宇
和島地域の白亜系四万十帯の例―
………………………………本山普士・岡村　眞

O_169 15 : 45 関東山地四万十帯大滝層群に記録された変成履
歴の復元…………………………………原　英俊

O_170 16 : 00 西オーストラリア，ピルバラ花崗岩緑色岩帯に
産する太古代35億年前のキャメルクリーク緑
色岩帯の温度構造…………太田　宏・丸山茂徳

11日（月） 9 : 00―16 : 00 ポスター会場
P_148 九州東部の四万十帯北帯のビトリナイト反射率と地質構

造との関連……………………………湧川寛子・君波和雄
P_149 深部付加体の岩石構成と地質構造―四国中央部新居浜―

土居地域の三波川帯を例として―
………………森山　豊・岡本健治・木村英樹・榊原正幸

P_150 四万十帯層状チャートの堆積環境
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……………………………高柳幸央・山本鋼志・足立　守
P_151 付加コンプレックス中の緑色岩と石灰岩・チャートの層

序関係再検討：九州南部三宝山帯の例
…………………………………………佐野弘好・上島　彩

P_152 覆瓦構造シートに挟まれるメランジュ…………石田直人
P_153 神居古潭変成岩類における原岩層序と付加過程

…………………………………………安元和己・榊原正幸

世話人：三宅康幸（ymiyake@gipac.shinshu-u.ac.jp）・林信太郎

11日（月） 14 : 00―17 : 00 第3会場
座長：171_174 林信太郎，175_178 下司信夫，

179_182 奥野　充
O_171 14 : 00 東伊豆単成火山群，カワゴ平テフラの14Cクロ

ノロジー……奥野　充・高橋　浩・中村俊夫・
小林　淳・福沢仁之・山崎晴雄

O_172 14 : 15 遠方テフラから読みとられる噴火様式と再堆積
過程―鮮新・更新世境界，恵比寿峠・福田テフ
ラ―…………………………片岡香子・長橋良隆

O_173 14 : 30 富士火山の山体崩壊の脅威……………中村眞人
O_174 14 : 45 2.2 kaの由布火山の噴火および火砕流堆積物の

堆積温度…………………………………藤沢康弘
O_175 15 : 00 榛名火山の山体形成史の再検討………中村庄八
O_176 15 : 15 焼岳火山群の活動史……………………及川輝樹
O_177 15 : 30 式根島火山の生成シナリオ……………大島　治
O_178 15 : 45 山口県中央部の白亜紀阿武層群中で見いだされ

た2つのコールドロン ……井川寿之・今岡照喜
O_179 16 : 00 東北地方の水蒸気噴火と内陸地震との時空的関

係……………………………林信太郎・斉藤紀子
O_180 16 : 15 石川県金沢市医王山の中新統流紋岩と真珠岩の

岩石学的研究………………山本朗子・石渡　明
O_181 16 : 30 佐渡島北部に産する多重殻ピロー……寺崎紘一
O_182 16 : 45 コロンビアリバー玄武岩中の集成パホイホイ溶

岩：溶岩の流動に関わる意義…………三宅康幸

11日（月） 9 : 00―16 : 00 ポスター会場
P_154 設楽大峠火山岩体の形成過程とマグマ供給系の発達

………………………………………………………下司信夫
P_155 北部北上山地八戸～種差付近に分布する前期白亜紀火山

岩類の層序と形成史……………佐々木加奈子・土谷信高
P_156 西南北海道，中新統馬場川層の玄武岩質火山噴出物

………………………………………………………佐藤　明
P_157 初期噴火活動の指標としての火山灰中の本質発泡ガラス

…………渡辺公一郎・是永陽子・木村慶信・檀原　徹・
渡辺一徳

P_158 福島県南会津地域の小型カルデラ群……………水垣桂子
P_159 姶良カルデラ25ka噴火の再検討―複数火口同時噴火の

可能性―………………………………福島大輔・小林哲夫
P_160 雲仙岳眉山の崩壊による海底流れ山……………丹羽俊二
P_161 木曽御岳山樽沢累層中の礫からの古期御岳山の復元

……………………………………………………小田貴代美
P_162 北海道北部函岳地域に産するサックル安山岩の分化プロ

15．火山噴火・噴出物と火山地質・発達史

セス―二重オパサイト層を持つ酸化角閃石斑晶からの考
察―…………………………………………………垣原康之

世話人：木村純一（jkimura@riko.shimane-u.ac.jp）・吉田武義

11日（月） 9 : 00―10 : 45 第3会場
座長：183_185 矢内桂三，186_189 池田保夫
O_183 9 : 00 北海道北東部の中新世玄武岩質岩石の起源につ

いてPb, Nd, Sr同位体からの制約：千島背弧海
盆の形成と関連性について…………池田保夫・

R. J. Stern・加々美寛雄・C_H. Sun
O_184 9 : 15 男鹿半島，漸新統門前層中部の火山岩類の岩石

学……………………………深瀬雅幸・周藤賢治
O_185 9 : 30 東北日本弧，鮮新世火山フロント火山岩の岩石

学的特性―稲庭岳火山と笹森山火山を例に―
………安井光大・山元正継・甲斐奈緒・岸　勉

O_186 9 : 45 東北本州弧における第四紀火山岩地球化学的マ
ッピングの再検討
…………………木村純一・吉田武義・飯泉　滋

O_187 10 : 00 スピネル中のメルト包有物からみるマントル起
源安山岩の地球化学……………………高橋徳幸

O_188 10 : 15 ミクロネシア，パラオ諸島の第三紀火山岩
………………白木敬一・新田　全・伊藤純一・

宮本光隆・河野雅代
O_189 10 : 30 火星隕石からみた火星の火山岩………矢内桂三

11日（月） 9 : 00―16 : 00 ポスター会場
P_163 小笠原諸島父島の無人岩質岩脈におけるマグマの混合と

元素の挙動…………坂元健太郎・浦野隼臣・黒田　直・
渡辺綾香・白木敬一

P_164 一枚の流紋岩溶岩中に見られる組織的不均質性の成因―
隠岐島後，末期中新世流紋岩の場合―
………………小林伸治・沢田順弘・吉田武義・飯泉　滋

世話人：田村嘉之（tamura-yoshiyuki@pop07.odn.ne.jp）・
長瀬和夫・古野邦雄

10日（日） 14 : 00―16 : 45 第8会場
座長：190_193 香川　淳，194_197 藤崎克博，

198_200 渡辺直喜
O_190 14 : 00 新潟県五頭山西麓の水文地質構造と断層系

…………………渡部直喜・中川　勉・柚原雅樹
O_191 14 : 15 乾燥地域における地下水シミュレーション

……………………………………………藤崎克博
O_192 14 : 30 相関分析を用いた地下水盆の把握

…………黒田登美雄・古川博恭・池田耕一郎・
東風平朝司

O_193 14 : 45 塩類風化の進行プロセスについて―重要文化
財・旧下野煉瓦窯における観察から―

17．環境地質―水文地質・都市地質・
人間社会と地質環境―

16．火山岩とマグマ供給系
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……………………………………………朽津信明
O_194 15 : 00 道路堆積物の化学分析－法地質学への応用―

……………………………………………平岡義博
O_195 15 : 15 津軽平野西部の温泉の全炭酸の炭素同位体比…

………………………………谷口敦行・箕浦幸治
O_196 15 : 30 大学における地学教育―環境・防災問題を柱と

して―………………………藤田　崇・田中　淳
O_197 15 : 45 三保海岸（静岡県清水市）の景観変化―海岸浸

食に関連して―…………………………佐藤　武
O_198 16 : 00 房総半島に生息するタゴガエルの産卵及び越冬

場所に関する地質環境
……………………………大木淳一・長谷川雅美

O_199 16 : 15 千葉県における累積水準点変動（1968～1998
年）……………香川　淳・古野邦雄・楠田　隆

O_200 16 : 30 地質環境情報データバンクの活用と現状
…………………佐藤賢司・杉山　寛・楠田　隆

10日（日） 9 : 00―16 : 00 ポスター会場
P_165 礫層地帯の裸地におけるガリー浸食を伴った土地荒廃の

モデリング…………………………………………桂田祐介
P_166 塩水楔観測システムの提案

……………徳岡隆夫・三瓶良和・西村清和・須崎　聡・
松田滋夫・久保田俊輔・鈴木重教・上野博芳

P_167 サロマ湖1000年間の湖底環境 …………………仁科健二
P_168 金沢大学植物園における空中微生物の挙動

…………………………………………横山精士・田崎和江
P_169 現代の環境汚染―広域地下水ヒ素汚染―におけるヒ素の

供給源について………久保田喜裕・石山　豊・横田大樹
P_170 法地質学的資料の簡易検査法の評価

…………………………………………杉田律子・丸茂義輝
P_171 広島県西条盆地におけるため池堆積物の磁気的性質と走

磁性バクテリア………………………佐藤高晴・足立千枝

世話人：香村一夫（riegc@ppp.bekkoame.ne.jp）・
高浜信行・小荒井衛

11日（月） 14 : 00―16 : 30 第8会場
座長：201～205 宮田隆夫，206～210 紺谷吉弘
O_201 14 : 00 碓氷川・烏川流域の河成段丘とその変動

………………………………島津康行・大塚富男
O_202 14 : 15 新潟県小千谷―川口町地域のネオテクトニクス

……今井秀浩・上條仁志・高浜信行・卜部厚志
O_203 14 : 30 千葉市大金沢の関東ロ－ム層を切る断層・地質

構造…………古野邦雄・風岡　修・香川　淳・
森崎正昭・佐藤賢司・酒井　豊・香村一夫・

加藤晶子・楠田　隆・楡井　久
O_204 14 : 45 京都府宇治市菟道地域の黄檗断層……紺谷吉弘
O_205 15 : 00 1923年関東地震時の地震断層である延命寺断

層の運動履歴……………風岡　修・古野邦雄・
香村一夫・香川　淳・森崎正昭・佐藤賢司・

酒井　豊・楠田　隆・加藤晶子・楡井　久

18．環境地質―地震地質・地殻変動と
動的問題および防災―

O_206 15 : 15 神戸市石屋川・都賀川間における伏在活断層の
地中レーダー探査…………宮田隆夫・横道　崇

O_207 15 : 30 谷埋め盛土地盤における層序と震動特性
…………………香村一夫・楠田　隆・楡井　久

O_208 15 : 45 千葉県強震観測網で観測されたコーダ波の減衰
性……………酒井　豊・楠田　隆・加藤晶子・

浅尾一巳・岩井久美子
O_209 16 : 00 千葉県中部を震源とする地震の最大加速度分布

―千葉県地震情報ネットワークによる観測を中
心として―………………加藤晶子・酒井　豊・

楠田　隆・浅尾一巳・岩井久美子
O_210 16 : 15 茨城県南西部～茨城県沖周辺で発生する地震に

よる震度階分布と地質構造…………楠田　隆・
酒井　豊・加藤晶子・竹之内耕・楡井　久

11日（月） 9 : 00―16 : 00 ポスター会場
P_172 礫質堆積物の液状化・流動化現象

…………………………………………浅田恵里・北村晃寿
P_173 日本列島を構成する岩石の密度とその分布

…………………………………………巌谷敏光・鹿野和彦

世話人：吉岡敏和（yoshioka@gsj.go.jp）・斎藤実篤

11日（月） 9 : 00―10 : 45 第5会場
座長：211_214 長谷川修一，215_217 吉岡敏和
O_211 9 : 00 日本海東縁の歪集中帯…岡村行信・大竹政和・

平　朝彦・太田陽子・石川有三・鷺谷　威・
加藤幸弘・下川浩一・粟田泰夫・倉本真一

O_212 9 : 15 新潟県沿岸地域における後期更新世以降の地殻
変動速度と地質構造……………………仲川隆夫

O_213 9 : 30 岐阜県下呂町湯ケ峰の地形・地質と阿寺断層系
の活動……………………………………安江健一

O_214 9 : 45 近畿地方北部の活断層の最新活動時期によるセ
グメンテーションと断層の平面形態
………………………………吉岡敏和・杉山雄一

O_215 10 : 00 有馬―高槻構造線活断層系・六甲断層帯の第四
紀後期の活動性……………丸山　正・林　愛明

O_216 10 : 15 中央構造線活断層系鳴門南断層における断層ガ
ウジの微細構造…………森野道夫・原　郁夫・

岡田篤正・中田　高・松波孝治・日下雅義・
村田明広・水野清秀・谷　寛文・能見忠歳・

竹野恵美・池田小織
O_217 10 : 30 活断層は中期中新世花崗岩体が嫌い？

…………………………………………長谷川修一

11日（月） 9 : 00―16 : 00 ポスター会場
P_174 跡津川断層系，茂住祐延断層の活動履歴

………ハスバートル・竹内　章・伊藤谷生・迫垣内薫・
武部晃充・新見　健・木下博久・野原　壮

P_175 伊那谷の造地形断層………………………………松島信幸
P_176 敦賀地域の活断層………杉山雄一・吉岡敏和・寒川　旭
P_177 伊勢湾の地質構造……安間　恵・岩渕　洋・西川　公・

19．活構造
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青砥澄夫・加藤　勲
P_178 和歌山沖中央構造線海底活断層の分布形態と活動履歴

……………新見　健・木下博久・井上　基・七山　太・
佃　栄吉・水野清秀・北田奈緒子・斎藤礼子・

竹村恵二・井上直人
P_179 八代海北部地域における日奈久断層系海底活断層の完新

世活動履歴の復元………山崎隆弘・岡村　眞・松岡裕美
P_180 オホーツク海，北海道南域及び東北弧前弧海域堆積盆地

の後期中新世以降の構造発達史…………………本座栄一
P_181 日本海東縁の地質構造発達史……………………倉本真一
P_182 日本海南部における鮮新世以降の応力場変遷：九州西方

―山陰・北陸海域……………………伊藤康人・荒戸裕之
P_183 南西諸島海域のネオテクトニクス

……………………木村政昭・Wang Yugang・八木秀憲
P_184 南海トラフとその陸側斜面の地質構造―付加プリズム・

前弧海盆の構造発達―…………………………芦寿一郎・
岡村行信・倉本真一・徳山英一

P_185 伊豆・小笠原海嶺北域のテクトニクス―島弧内リフトと
衝突帯―………………………………徳山英一・徐　垣・

芦寿一郎・倉本真一・森田澄人

世話人：君波和雄（kimi@sci.yamaguchi-u.ac.jp）・徐　垣・
竹内　誠

10日（日） 9 : 00―11 : 00 第9会場
座長：218_221 君波和雄，222_225 寺岡易司
O_218 9 : 00 重鉱物組成と砕屑性ザクロ石組成から推定され

る紀伊半島四万十累帯白亜系砂岩の供給源
……………………………………………別所孝範

O_219 9 : 15 四万十帯における白亜紀末期～古第三紀初期の
砂岩組成とその意義………小柳津篤・君波和雄

O_220 9 : 30 四万十帯と西南日本中軸帯の白亜系_古第三系
砂岩の比較………………………………寺岡易司

O_221 9 : 45 砂質岩・泥質岩の化学組成からみた四国東部の
三波川変成帯および秩父累帯南帯・四万十帯北
帯の関連……………………石濱茂崇・君波和雄

O_222 10 : 00 九州黒瀬川帯の中・古生代砂岩の化学的特徴と
日本列島の造構体系………宮本隆実・原　郁夫

O_223 10 : 15 （招待）Use of whole-rock geochemistry in clas-
tic sedimentary suites ………………B.P. Roser

O_224 10 : 30 台湾南部Kentingメランジにおける帯磁率異方
性を用いた微細変形構造解析
……………………久光敏夫・三尾栄治・徐　垣

O-225 10 : 45 帯磁率異方性を用いた堆積物（岩）の圧密・変
形歪みの解析…………………徐　垣・久光敏夫

10日（日） 9 : 00―16 : 00 ポスター会場
P_186 北海道，北部日高帯の堆積岩類の地球化学的特徴とその

意義………………………………………………小笠原正継
P_187 岡山県吉備高原地域の地球化学図

……………関　達也・山口一裕・能美洋介・浅田　稔・

20．砕屑物の組成・組織と続成作用

米沢　剛・高田実弥
P_188 砂岩組成と堆積物の特徴からみた秩父帯南帯と四万十帯

北帯…………………………………………………酒井　彰
P_189 未固結堆積物の帯磁率異方性と微細組織の深度変化―

ODP Leg 174B  Site 1074A―
………………………平野　聡・小川勇二郎・川村喜一郎

P_190 Fluvial-deltaic sedimentation of the Middle Jurassic sys-
tem in the Murihiku Terrane, South Island, New Zealand
……………………………Atsushi Noda, Makoto Takeuchi 

and Mamoru Adachi

世話人：松本　良（ryo@geol.s.u-tokyo.ac.jp）・辻　喜弘・
山本　聡

10日（日） 14 : 00―17 : 00 第9会場
座長：226_230 松本　良，231_234 辻　喜弘，

235_237 山本　聰
O_226 14 : 00 （招待）Bio-Sedimentary  Response of Carbonate

Systems to Mass Extinctions : Examples from
the Lower Triassic of  Central Iran

………………………………………P.G. Milroy
O_227 14 : 15 イラン・アバデ―三畳系基底のいわゆるthrom-

boliteについて
…………………角和善隆・上野勝美・松本　良

O_228 14 : 30 Stratigraphy and Geochemistry of the Upper
Devonian Carbonates in Central Iran
……………………Mohamad Hosein M. Gharaie

O_229 14 : 45 飛騨外縁帯のデボン系石灰岩にみられるマイク
ロバイアライト…………江崎洋一・足立奈津子

O_230 15 : 00 北部イランの中部カンブリア系，海綿マウンド
の堆積相………狩野彰宏・町山栄章・松本　良

O_231 15 : 15 中東の超巨大油田での炭酸塩岩層における早期
水付き現象とその地質学的要因……五月女順一

O_232 15 : 30 インドネシア，アルンガス田の炭酸塩岩貯留岩
の堆積モデル……………松田文彰・Clif  Jordan

O_233 15 : 45 琉球列島与那国島の最終間氷期段丘のサンゴ骨
格の酸素・炭素同位体比記録と海洋古環境
……鈴木　淳・M.K. Gagan・P. DeDekker・

大村明雄・雪野　出・川幡穂高
O_234 16 : 00 アラビア湾浅瀬礁湖内lime mud と竹富島コン

ドイ浜潮間帯 lime mud の成因比較 …山本　聰
O_235 16 : 15 トウファを堆積させる沢水の安定同位体組成

……松岡　淳・大場忠道・渡邊　剛・狩野彰宏
O_236 16 : 30 ドロマイト形成を伴うカキガイ化石殻体チョー

ク層の続成変質
……鈴木清一・積山佳史・疋田吉識・都郷義寛

O_237 16 : 45 足柄層群畑沢累層中の炭酸塩ノジュール
……………………………中村貴子・山本　圭一

10日（日） 9 : 00―16 : 00 ポスター会場
P_191 カナダ・ハーン累層（1.9Ga）のストロマトライトの縞

の時系列解析………………………岡庭輝幸・高野雅夫・

21．炭酸塩岩の起源と環境
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川上紳一・磯u行雄・熊澤峰夫
P_192 イランの最上部原生界から三畳系の生層序と化学層序―

炭素同位体層序及びセリウム異常の変動―
…………………………………………松本　良・角和善隆

P_193 カンブリア・オルドビス系の石灰岩固結へのバクテリア
の役割―石灰質偏平礫レキ岩の例―
…………………………………………伊藤民平・松本　良

P_194 秋吉石灰岩層群にみいだされた潮間帯～潮上帯堆積物
………………………………………………………井川敏恵

P_195 Abu Dhabi沖合の上部Thaman 層群（下部白亜系）中の
酸素・炭素同位体比組成
………………………石橋正敏・真保恵美子・波多野佳子

P_196 堆積過程復元シミュレーターによる炭酸塩岩油層モデル
復元……斎藤　道典・松田文彰・岩橋龍太郎・小田　浩

P_197 有孔虫化石群集解析にもとづく石灰質堆積物の堆積環境
の検討………………………………………………高田裕行

P_198 パラオ海溝に沈む巨大石灰岩体の形成環境と定置
…………………………町山栄章・北里　洋・藤岡換太郎

P_199 陸水性続成作用に伴う炭素・酸素同位体組成の時間変化
とそのメカニズム……………………熊井教壽・松田博貴

P_200 更新統琉球層群における石灰岩中の不整合面の形態の差
異とその特徴について……………………………次重克敏

P_201 更新統浅海成炭酸塩堆積物（琉球層群）に保存された浮
遊性有孔虫殻の“初生的”酸素・炭素同位体組成
…………………………………………坂井三郎・本山　功

P_202 第四系琉球層群の地層から読み取れる沖縄県与那国島に
おける過去30万年以降の構造運動
…………………………………………山田茂昭・松田博貴

P_203 宮古島西方浅海域の炭酸塩堆積物の堆積相と形成環境に
ついて………………………………………………大嶋一精

P_204 琉球列島のサンゴ礁の海はいつ誕生したか？―下部更新
統知念層の堆積相と堆積時代を基に―
…………………………松田博貴・平塚美友紀・山田茂昭

P_205 沖縄県南大東島の鮮新―更新統炭酸塩岩の堆積相とドロ
マイトの分布…………………………橋本直明・松田博貴

P_206 縞状トゥファの方解石密度に記録された降水量変化……
………………藤井秀憲・末岡正嗣・井原拓二・狩野彰宏

世話人：宮田雄一郎（miyata@sci.yamaguchi-u.ac.jp）・池原　研

11日（月） 9 : 00―10 : 00 第9会場
座長：238_241 宮田雄一郎
O_238 9 : 00 水路実験で確認された，動的条件不変のもとで

起こるデルタ形態の急変………………武藤鉄司
O_239 9 : 15 1998年夏，那珂川洪水による堆積物

……牧野泰彦・増田孝裕・松本　現・藤曲和摩
O_240 9 : 30 三保半島沖表層堆積物の分布………坂本雄一・

滝野義幸・中西のぶ江・根元謙次
O_241 9 : 45 千島海溝沿岸域において発見された先史・歴史

津波？堆積物……………………………七山　太

22．堆積作用

11日（月） 9 : 00～16 : 00 ポスター会場
P_207 デューン領域でできる遷移的なベッドフォームに起因す

る小型斜交葉理内の粒子配列……………………遠藤徳孝
P_208 フォーセットにおけるなだれのメカニズムと数値シミュ

レーション …………………………木村 真・宮田雄一郎
P_209 乱泥流堆積物の分布変化によるsediment waveの形態

………………………………………………………久保雄介
P_210 2次移動火山砕屑物に認められる自己流動化流―鮮新統

佐布里テフラ層の例―……………………………中山勝博
P_211 山陰―北陸沖縁辺台地の堆積作用

……………………………片山　肇・池原　研・佐藤幹夫
P_212 新潟県大潟海岸の堆積過程と海岸浸食―鉱物組成による

堆積過程の検討―…………………………………白井　亨
P_213 阿讃山脈東部に分布する和泉層群の礫岩層とその堆積機

構…………………………坂本隆彦・森永　宏・別所孝範
P_214 神戸層群白川累層および藍那累層の堆積環境

………………………………………………………木村一成
P_215 宮崎県日南層群の砂泥互層中にみられる流体噴出構造

………………………………………姉川学利・宮田雄一郎

世話人：立石雅昭（sedta9-4@scux.sc.niigata-u.ac.jp）・
高野　修・伊藤　慎

11日（火） 10 : 00―17 : 00 第9会場
座長：242_245 高野　修，246_249 八木下晃司，

250_253 前島　渉，254_257 立石雅昭
O_242 10 : 00 沿岸域における砂の集積能とストーム流の発

生：新第三紀北但層群村岡累層の例
…………………前島　渉・木元高子・中条武司

O_243 10 : 15 浅海域における砂の集積過程とストームによる
再動作用：四国南西部中新統三崎層群の例
…………………中条武司・井上　基・前島　渉

O_244 10 : 30 ハンモック状斜交層理のサイズ分布と地球環境
の変遷………………………石垣朝子・伊藤　慎

O_245 10 : 45 インド東部タルチール・ゴンドワナ堆積盆にお
ける後期古生代氷河の消滅と堆積作用
………………林美明子・前島　渉・中条武司・

Rajashree Das・K.L. Pandya
O_246 14 : 00 堆積システムの3次元的変化と堆積シーケンス

の形成……………………………………伊藤　慎
O_247 14 : 15 深海底堆積物に認められるシーケンス境界の変

化：房総半島更新統上総層群を例として
…………………………………………高野壮太郎

O_248 14 : 30 砂質海底扇状地堆積物を構成する堆積システム
の時空的変化：房総半島鮮新統清澄層を例とし
て…………………………………………斉藤高浩

O_249 14 : 45 前弧海盆に発達した海底谷充填物の堆積の特徴
―新第三系宮崎層群宮崎相の例から―
…………………………………………高清水康博

O_250 15 : 00 北部フォッサマグナ高井―美ヶ原・水内帯にお
ける後期中新世の堆積環境
……………………………山田伊久子・小坂共栄

23．堆積相と堆積システム
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O_251 15 : 15 海進期の陸棚における堆積作用：房総半島，中
部更新統柿ノ木台層を例として………堀川恵司

O_252 15 : 30 掛川層群中に見られるシーケンス境界
………………柴　正博・横山謙二・大石　徹・

高原寛和・渡邊恭太郎・有働文雄・
赤尾竜介・加瀬哲也

O_253 15 : 45 第3オーダー堆積シーケンスと気候変動の関連
―新潟県西頸城地域鮮新統の例―
………………大村亜希子・保柳康一・亀尾浩司

O_254 16 : 00 海進期の内湾堆積物の時空的変化：房総半島上
部更新統木下層を例として……………西川　徹

O-255 16 : 30 上部白亜系久慈層群（三陸沿岸）の玉川層～国
丹層（Santonian）の連続露頭に見られる海水
準変動による岩相変化
……………………………八木下晃司・高野　修

O_256 16 : 15 蛇行河川のavulsionと海水準変動：上部更新統
常総層を例として……………………杉本英也・

高橋康明・丹羽広海・西川　徹・伊藤　慎
O_257 16 : 45 蛇行河川堆積物の不均質性と透水性：上部更新

統常総層を例として……………………久留景吾

11日（月） 9 : 00―16 : 00 ポスター会場
P_216 伊豆半島鮮新統白浜層群原田層のサンドリッジ堆積物

…………………………………………荒谷　忠・酒井哲弥
P_217 北九州北部に分布する漸新統芦屋層群上部の波浪と潮汐

が卓越する堆積サイクル…………………………坂倉範彦
P_218 Forced regressive clastic sedimentation related with

unroofing of Himalayas and foreland thrusting, in the
western Arakan Miocene Basin, Myanmar
………………………………Kyi Khin・W. Soh・T. Sakai

P_219 Forced regressionに伴う低海水準期堆積体の発達とシー
クェンス層序学的境界の表現に関する幾つかの事例
………………………………………………………坂井　卓

P_220 長門，黒瀬川構造体のジュラ～白亜紀前期堆積盆の堆積
シーケンスの発達と石英質砂岩の起源
…………………………………………太田　亨・坂井　卓

P_221 ベトナム南部ドンナイ川流域中位段丘における潮汐堆積
物の構造と立体像……………………北沢俊幸・立石雅昭

P_222 長崎県大瀬戸地域における古第三系堆積盆縁辺域のシー
クェンス層序…………………………石下洋平・坂井　卓

P_223 下北半島に分布する中部更新統田名部層の堆積相
……………鎌田耕太郎・石田磨妃・岡部理奈・奈良正義

P_224 海退期に形成された上方細粒化から粗粒化を示す海浜―
外浜サクセッション：九十九里平野の完新統
………………………………………田村　亨・増田富士雄

P_225 三陸沿岸・上部白亜系（Santonian）種市層の海水準変
動に伴う岩相変化………………黒渕まどか・八木下晃司

P_226 大阪市西成区北津守コアの海成粘土層に記録された堆積
物供給システムの変動…………宮原伐折羅・増田富士雄

P_227 掛川層群上部のシーケンス層序
…………横山謙二・柴　正博・渡邊恭太郎・有働文雄・

佐々木昭仁・赤尾竜介・加瀬哲也
P_228 岩手県川崎村，南部北上帯のペルム系薄衣式礫岩の堆積

と堆積盆進化………………………………………平田夏美

P_229 相対的海水準下降期における堆積作用―男鹿半島中部更
新統の報告例と他地域との対比―………………白井正明

P_230 白亜系手取層群桑島層に発達する河川卓越型三角州
………………………………………岡崎浩子・伊左治鎮司

P_231 関東平野中央部（大宮・野田地域）地下浅部の堆積相と
シーケンス層序………………………中澤　努・遠藤秀典

P_232 豊浦層群および来馬層群における黒色頁岩の堆積環境の
再検討………………………………石浜佐栄子・松本　良

世話人：秋葉文雄（dtakiba@rc.japex.co.jp）・鈴木宇耕・
荒戸裕之

10日（日） 9 : 00―10 : 00 第3会場
座長：258_261 秋葉文雄
O_258 9 : 00 基礎試錐「夕張」における流体包有物の検討

…………………大久保進・武田信従・並川貴俊
O_259 9 : 15 八溝山地に分布するジュラ紀堆積岩の輝炭反射

率の広域変化
………………大平寛人・高梨真由子・平井明夫

O_260 9 : 30 石油探鉱データに基づく日本海南部北陸～山陰
沖海域の構造発達史と埋積作用
………………………………荒戸裕之・伊藤康人

O_261 9 : 45 炭化水素トラップのサブサイスミックな断層予
測技術の応用：概念および手法
……鈴木宇耕・佐藤大地・Rasoul Sorkhabi・

鈴木清志・高橋美紀

10日（日）9 : 00―16 : 00 ポスター会場
P_233 ジルコン結晶の外部面・内部面でのフィッション・トラ

ック年代値に基づく熱履歴復元
………………小田　浩・加藤　進・松井良一・檀原　徹

P_234 熱分解顕微FTIR法によるケロジェンのアルキル鎖切断
における低い活性化エネルギーのもつ意義
………………秋山雅彦・森田宣史・続木直英・奥井明彦

P_235 九州北西部，五島灘周辺の含炭堆積盆地―東シナ海堆積
盆地との比較―……………………………………岩田尊夫

P_236 断層シール能力の石油探鉱への応用：頁岩スミアーの定
量化 ……………Rasoul Sorkhabi・鈴木宇耕・佐藤大地

世話人：能美洋介（noumi@big.ous.ac.jp）・坂本正徳・
ベンカテッシュラガワン

11日（月） 9 : 00―16 : 00 ポスター会場
P_237 日本列島地殻モデル構築のための標準岩石データセット

とGeomap Zによるデータベースのプロトタイプ
………………奥山（楠瀬）康子・雷　興林・楠瀬勤一郎・

長　秋雄・富樫茂子・今井　登
P_238 新生代後期の沈降量の分布

………………高木俊男・藤原　治・川崎輝雄・三箇智二
P_239 最小二乗法を用いた微量元素の部分融解モデル計算

25．情　報　地　質

24．石　油　地　質
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………………………………………………………西岡芳晴
P_240 地質図作成システムCIGMAの利用効果 ……坂本正徳・

塩野清治・升本眞二・ベンカテッシュラガワン
P_241 地形図からDEMを作る一手法 ………………能美洋介・

塩野清治・升本眞二・ベンカテッシュラガワン
P_242 （招待）5mメッシュによる地質・地形と植生

……………………………中村康則・波田善夫・能美洋介
P_243 数値地図より作成した斜度図・開度図からの地質情報抽

出………………………………………蟹澤聰史・横山隆三
P_244 5万分の1地質図幅「熊田」の出版と数値地質図

………………奥村公男・川畑　晶・中島和敏・長谷川巧
P_245 （招待）ダム地質情報解析システムの開発

……………………………………………福原正斗・谷　茂
P_246 3次元地質モデリングのための空間情報システムの開発

……………………………………ベンカテッシュラガワン
P_247 （招待）携帯電話を使った防災情報システム

…………………………………………増田宏己・神原規也
P_248 数量化論理による溶結凝灰岩分布地域における道路斜面

の危険度評価
………………日外勝仁・水戸義忠・相澤泰造・平山拓哉

世話人：佐瀬和義（Fax 03_3976_0872）・
府川宗雄（Fax 0463_93_7268）

10日（日） 10 : 00 ―17 : 00 第3会場
座長：262_265 会田信行，266_269 阿部国広，

270_273 府川宗雄，274_277 佐瀬和義
O_262 10 : 00 初等教育学系大学における地学教育の現状と課

題―小学校教員養成課程の大学生に関する調査
報告―……………………………………中井睦美

O_263 10 : 15 探求の過程を重視した地学野外実習
…………………高橋　修・濱中正男・山崎良雄

O_264 10 : 30 教材に利用した地質調査所発行5万分の1地質
図―二本松,および東京西南部図幅を例に―
……………………………………………府川宗雄

O_265 10 : 45 1998年栃木県那須町余笹川水害について―自
然災害の教材化―………………………伴　敦志

O_266 14 : 00 高校生の紫外線生活暴露量調査について
……………………………三津野真澄・小野雅司

O_267 14 : 15 博物館と学校の連携による化石資料のインタラ
クティブ活用
………田口公則・大島光春・樽　創・今村義郎

O_268 14 : 30 博物館における新しい地球科学普及法
……………………………………………小出良幸

O_269 14 : 45 地質調査所のサイエンス・キャンプ
………………………………有田正史・徳橋秀一

O_270 15 : 00 生涯学習社会において定年者は如何にして地学
教育普及に貢献するかを考察する……神戸信和

O_271 15 : 15 現場に軸足をおいた地質現象の扱い―北海道の
例―………………………………………中川　充　

O_272 15 : 30 東北地方を横断する地質断面図の歴史と現状の
問題点……鈴木尉元・ネオテクトニクス研究会

26．地学教育・地学史

O_273 15 : 45 戦前の中学校での地学教育の4つの節目
……………………………………………倉林三郎

O_274 16 : 00 ライマンのフィールドノート…………金　光男
O_275 16 : 15 “GEOLOGISTS and the HISTORY of GEOLO-

GY”に掲載された日本人ジオロジスト
……………………………………………会田信行

O_276 16 : 30 ヴェルナーとゲーテにおける岩石の生成
……………………………………………沓掛俊夫

O_277 16 : 45 おうむ貝，最初の記載，Rumphius 1705
…………………………………………清水大吉郎

10日（日） 9 : 00―16 : 00 ポスター会場
P_249 日本地質学会後援「青少年のための科学の祭典」への取

り組み………阿部国広・神戸信和・三田直樹・鈴木邦夫
P_250 インターネットホームページを使用した自然科学教育：

「宇宙・地球の誕生と自然の構造」
…………………………本田　裕・自然科学教育グループ

P_251 新学習指導要領の批判と地域を学ぶ地学教育
………………………………………………………觜本　格

P_252 パーソナルコンピューターを使用した干渉色図表の作成
………………………………………………………加藤丈典

P_253 岡本ミネラルコレクションデータベース―ファイルメー
カーPro版―
………………坂野靖行・豊　遙秋・春名　誠・柳沢幸夫

P_254 地域博物館の共催展示「伊豆・小笠原弧の形成と活断層」
の開催…………………………………蟹江康光・今永　勇

世話人：斎藤文紀（地調・海洋　yoshi@gsj.go.jp）・
芦寿一郎・北里　洋

10日（日） 9 : 15―11 : 00 第8会場
座長：278_281 斎藤文紀，282_284 芦寿一郎
O_278 9 : 15 物質輸送と地層形成・日本アルプスから深海底

へ…………………………………………斎藤文紀
O_279 9 : 30 東海沖海域における海底での土砂輸送

……………………………………………池原　研
O_280 9 : 45 相模湾における現行堆積過程

………………北里　洋・中塚　武・嶋永元裕・
加藤義久・岡田喜裕・神田穣太・山岡明雄・

増澤敏行・鈴木光次・白山義久
O_281 10 : 00 （招待）相模湾・相模トラフにおける懸濁・沈

降粒子の挙動―有機物をトレーサーとして―
……………………………………………中塚　武

O_282 10 : 15 過去90万年間の濃尾平野の地下層序
……須貝俊彦・鄭　重・杉山雄一・水野清秀・

上砂正一
O_283 10 : 30 堆積盆テクトニクスの変化に伴う堆積システム

の変遷―北部フォッサマグナ新潟～信越堆積盆
の中新世～更新世の堆積作用とテクトニクス
……………………………………………高野　修

O_284 10 : 45 長野県木崎湖の湖底堆積物とそれに記録された

27．テクトニクスと堆積作用
―日本アルプスから深海底へ―
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最新期の環境変動………公文富士夫・井出泰之

世話人：磯u行雄・川上紳一・川幡穂高

11日（月） 9 : 00―10 : 30 第7会場
座長：285_286 高野雅夫，287_290 磯u行雄
O_285 9 : 00 プルームの冬―大量絶滅・グローバル環境激変

シナリオ―………………………………磯u行雄
O_286 9 : 15 太平洋における過去1億2000万年間の炭素の沈

積…………………………………………川幡穂高
O_287 9 : 30 シアノバクテリアの大発生（地層からの記録）

―太古代/原生代境界の黒色頁岩と縞状鉄鉱層
シーケンス………………………………清川昌一

O_288 9 : 45 Carbon and Sulfur Isotope Record of the Latest
Neoproterozoic Ocean …………Hiroto Kimura, 

Keiko H. Hattori and Jiang Zhiwen
O_289 10 : 00 原生代後期におけるSnowball Earthの急激な温

暖化について……………吉岡秀佳・東條文治・
川上紳一・岡庭輝幸・高野雅夫

O_290 10 : 15 （招待）全球凍結現象における物理化学過程と
時間スケール……………………………田近英一

11日（月） 9 : 00―16 : 00 ポスター会場
P_255 P_T境界海山頂部石灰岩に認められる大量絶滅とグロー

バル環境 ……………………………太田彩乃・磯u行雄
P_256 P/T境界を含む層状石灰岩層の高分解能化学柱状図

………………………………………………………高野雅夫
P_257 ロシア南部ゴルニアルタイ山地の原生代/顕生代境界頃

の石灰岩：岩相の特徴と全岩Pb_Pb同位体年代
……………内尾優子・磯u行雄・能田　成・太田　努・

石川　晃・宇都宮　敦・M.M. Buslov・丸山茂徳
P_258 原生代後期の氷河堆積物を覆うcap carbonateに刻まれ

た堆積サイクルと地球温暖化……東條文治・川上紳一・
吉岡秀佳・岡庭輝幸・高野雅夫

世話人：安藤寿男（ando@mito.ipc.ibaraki.ac.jp）・木村　学・
宮下純夫・川村信人

10月10日（土） 14 : 00―16 : 30 第5会場
座長：291_294 安藤寿男，295_297 榊原正幸，

298_300 高嶋礼詩
O_291 14 : 00 北海道古第三系ニセウ層西縁境界断層

………………………………香束卓郎・伊藤谷生
O_292 14 : 15 サハリン北端部のテクトニクス……亀田　純・

木村　学・橋本善孝・芳野　極・早坂康隆・
坂島俊彦・新井孝志・O.A. Melnikov

O_293 14 : 30 北海道中軸部，白亜紀付加体から復元された空
知海台の形成年代および岩石化学的性質
………………榊原正幸・堀　利栄・木村　学・

池田倫治・甲本智之・加藤宏海

29．北海道中生界の地史イベント

28．プルームの冬

O_294 14 : 45 北海道夕張山地に分布する空知層群の地質と岩
石学的特徴…………………高嶋礼詩・吉田武義

O_295 15 : 00 根室層群の堆積環境……………………成瀬　元
O_296 15 : 15 浅海―河川成砂岩相の堆積シーケンスからみた

白亜紀蝦夷海盆の堆積史………………安藤寿男
O_297 15 : 30 奔別地域の下部白亜系蝦夷層群とその古生物地

理学的意義…………二上政夫・伊藤　慎・松川
正樹・斎木健一・竹谷陽二郎・永田秀尚・

長谷川卓・小畠郁生・ジム＝ハガット
O_298 15 : 45 北海道石狩炭田地域の白亜紀アンモナイト群集

……………………………………………川辺文久
O_299 16 : 00 北海道北部の函淵層群より産出したマストリヒ

チアン（白亜紀後期）のイノセラムスについて
……………………………………………利光誠一

O_300 16 : 15 IGCP434「白亜紀の炭素循環と生物多様性の変
動」の発足に当たって…………………平野弘道

10日（日） 9 : 00 ―16 : 00 ポスター会場
P_259 北部北海道中川町の上部白亜系の大曲層における石灰岩

レンズの成長様式
………………積山佳史・鈴木清一・疋田吉織・松田敏孝

P_260 北部北海道中川町の上部白亜系より産出した化学合成生
物群集………疋田吉織・鈴木清一・積山佳史・松田敏孝

P_261 北海道石狩平野南部の大深度坑井から得られた最初期白
亜紀放散虫群集とその意義
……………………………鈴木紀毅・栗田裕司・高嶋礼詩

P_262 北海道大夕張地域の蝦夷累層群における白亜紀「中期」
の放散虫群集………………………………………三次徳二

P_263 日高町周辺の中部蝦夷層群“基底礫岩”
……………………………鳴島　勤・川村信人・植田勇人

P_264 蝦夷層群下部“Orbitolina石灰岩”はどこで堆積したか
…………………………………………佐野晋一・高嶋礼詩

世話人　斎藤　眞（saitomkt@gsj.go.jp）・小嶋　智・宮地良典

11日（月）14 : 00―17 : 00 第1会場
座長：301_304 宮地良典，305_308 斎藤　眞，

309_312 小嶋　智
O_301 14 : 00 （招待）名古屋をめぐる河川と運河

……………………………………………高木不折
O_302 14 : 15 伊勢湾口道路と伊勢湾断層，伊勢湾口断層（仮

称）………金折裕司・水谷伸治郎・大場穂高・
坂　幸恭

O_303 14 : 30 大阪平野上町台地南部における上町層の層序と
層相……………石井陽子・中条武司・銭　祥富

O_304 14 : 45 石川県金沢市東部東原町～戸室山周辺地域の地
質………………冨井康博・前田崇志・塚脇真二

O_305 15 : 00 石川県金沢市北東部上涌波～田上地域の地質
─とくに下部更新統大桑層の岩相層序につい
て─

　

………………………………………吉岡　勉
O_306 15 : 15 福井県敦賀湾東岸に産する礫岩について

……………………………………………木戸　聡

30．中部近畿の地質と応用地質
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O_307 15 : 30 飛弾外縁帯伊勢地域の中部古生界の層序と年代
……………………………………………栗原敏之

O_308 15 : 45 手取層群分布域南東部の石徹白亜層群の礫岩か
ら産出した放散虫化石とその地質学的な意義
………………………………松川正樹・高橋　修

O_309 16 : 00 福井県南条山地の中生層に発達する砕屑性岩脈
群……………梅田美由紀・田賀秀子・阪本直樹

O_310 16 : 15 愛知・静岡県境付近に分布する擾乱帯の地質
……………………………………………宇井啓高

O_311 16 : 30 紀伊半島西部における有田川構造線の地体構造
上の意味について
…………………中村洋子・山北　聡・伊藤谷生

O_312 16 : 45 鈴鹿山脈北部のテクトニクス…………松葉千年

11日（月） 9 : 00 ―16 : 00 ポスター会場
P_265 北アルプス北部，「立山」図幅地域に分布する船津花崗

岩類…………………………………………………高橋　浩
P-266 北アルプス，「立山」図幅地域の白亜紀～第三紀火成活

動……………………………………………………原山　智
P_267 白亜紀末のバイモーダルボルカニズム─岐阜県大雨見山

層群の流紋岩類と高K玄武岩質安山岩─
…………………………………………町田嗣樹・原山　智

P_268 富山県小矢部市南西部における上部新生界層序
…………………………………………塚脇真二・清水　徹

P_269 福井県嶺北地域の活断層
……………山本博文・福井県地域活断層調査検討委員会

P_270 美濃帯西部，伊吹山石灰岩周辺の中生代付加コンプレッ
クスの構造と年代………江川千洋・鈴木洋平・大塚　勉

P_271 美濃帯西部，5万分の1横山地域の地質構造
…………………………………………斎藤　眞・沢田順弘

P_272 付加構造に起因する大規模斜面崩壊：美濃帯南部の根尾
白谷を中心として………小嶋　智・西岡　勲・矢入憲二

P_273 紀伊半島東部外帯の基本構造─粥見南方，鳥羽地域を例
として─……………………………庄司勝信・大杉博敏・

本田　裕・小倉義雄・徳田　満
P_274 紀伊半島中央部，奈良県川上村の秩父累帯（その2）

………………加藤　潔・島村哲也・岡田光博・坂　幸恭
P_275 愛知県中央部の地球化学図：Sr同位体比と元素の分布

……………田中　剛・浅原良浩・川邊岩夫・山本鋼志・
平原靖大・三村耕一・劉　永忠・伊藤貴盛・三浦典
子・太田充恒・高橋　浩・谷水雅治・仙田量子・高
木真理・加地拓哉・近藤正史・倉田有里子・柴田信
之介・高間智宏・竹邊勝道・田中万也・森　康則・

山下瑠佳・小笠原岳大・木村理恵
P_276 最新地盤情報から見た濃尾平野臨海部の地下地質（1）

詳細層序………………内園立男・五藤幸晴・藤田芳邦・
犬飼隆義・玉腰幸士・安江勝夫・濃尾地盤研究委員会

P_277 最新地盤情報から見た濃尾平野臨海部の地下地質（2）
実務への応用を目的としたコア観察
…………野澤竜二郎・小松幹雄・板橋一雄・片平　宏・

楠本和彦・西川勝広・千葉正己・河合秀高・
濃尾地盤研究委員会

P_278 最新地盤情報から見た濃尾平野臨海部の地下地質（3）
─テフラ・珪藻分析に基づく成果─…………牧野内猛・

森　忍・竹村恵二・檀原　徹・坪田邦治・
松澤　宏・濃尾地盤研究委員会

P_279 最新地盤情報から見た濃尾平野臨海部の地下地質（4）
帯磁率・電気伝導度の層序解析への応用
…………伊藤　孝・内園立男・長谷川英明・吉村優治・

濃尾地盤研究委員会
P_280 高分解能S波反射法による「天白河口断層」の表層構造

解析…………………………………………………稲崎富士
P_281 名古屋市及び周辺地域の地質情報とGIS ……脇田浩二・

アリア＝ジョイ＝ダイゴ・稲崎富士・田口雄作
P_282 岐阜県南宮山周辺の東海層群牧田累層と東海層群上部の

フィッション・トラック年代……………………吉田史郎
P_283 1/20万地質図幅の数値化と凡例統一の試み─中部・近

畿の例─………………宮地良典・星住英夫・巖谷敏光・
兼子尚知・鹿野和彦・栗本史雄・宮崎純一・宮崎
一博・西岡芳晴・尾崎正紀・斎藤　眞・吉岡敏和

P_284 奈良盆地北部に分布する大阪層群の堆積盆地の変遷と断
層運動…………………………………尾崎正紀・宮地良典

P_285 琵琶湖南湖における4mボーリングコア層序
…………………………………………里口保文・宮本真二

P_286 大阪平野南部の高位段丘堆積層について………銭　祥富
P_287 二上層群玉手山凝灰岩と室生火山岩のジルコンの特徴と

FT年代 ………………………………岩野英樹・檀原　徹
P_288 中新統二上層群のフィッション・トラック年代

……………………………星　博幸・岩野英樹・檀原　徹
P_289 紀伊半島大峯酸性岩類のK_Ar年代と化学組成

…………………………………………角井朝昭・新正裕尚

世話人：田崎和江（kazuet@kenroku.kanazawa-u.ac.jp）・
上砂正一

11日（月） 10 : 00―11 : 00 第8会場
座長：313_314 田崎和江，315_316 上砂正一
O_313 10 : 00 地質汚染浄化対策と処理水の有効利用について

………………上砂正一・島田孝昭・上垣内純子
O_314 10 : 15 地質汚染の浄化目標値から完全浄化過程へ……

…………………楡井　久・楠田　隆・香村一夫
O_315 10 : 30 河北潟の水質浄化…………鈴木七重・田崎和江
O_316 10 : 45 フィールドサイエンスからミクロのエコシステ

ムまで―汚染源をさぐる―……………田崎和江

11日（月） 9 : 00―16 : 00 ポスター会場
P_290 ヘビノネゴザにおける重金属の濃集作用

………………………………………長谷川香織・田崎和江
P_291 薩摩硫黄島にみられるモダンストロマトライト

…………………………………………四ヶ浦弘・田崎和江
P_292 平湯鉱山におけるSとFeを含むバイオマットの生成環

境……………………………………佐々木直哉・田崎和江
P_293 炭酸塩鉱物の起源について

……………………………安多　剛・加藤裕将・田崎和江

31．環境地質―環境修復を含めた地質汚染
調査・対策と微生物による重金属の除去
および廃棄物・残土の諸問題―



25（ ）

P_294 高温環境における硫黄のバイオミネラリゼーション
…………………………………………大野源広・田崎和江

P_295 硫酸酸性泉に生息する微生物が作るシリカの動態
…………………………………………朝田隆二・田崎和江

世話人：北村晃寿（seakita@ipc.shizuoka.ac.jp）・岡田　誠

11日（月） 16 : 00―17 : 00 第7会場
座長：317_320 北村晃寿
O_317 16 : 00 花粉化石からみた関東地方における最終氷期の

古環境変動………………………………楡井　尊
O_318 16 : 15 氷河変動を示すバイカル湖湖底堆積物

…………………長谷義隆・河室公康・石田直人
O_319 16 : 30 ヒマラヤの山間盆地堆積物に記録されたモンス

ーン変動……………………藤井理恵・酒井治孝
O_320 16 : 45 後期新生代の東南極氷床と沿岸環境変動―昭和

基地周辺での現状と展望
……………………………五十嵐厚夫・三浦英樹

11日（月） 9 : 00―16 : 00 ポスター会場
P_296 第四紀氷河性海面変動と琉球層群の堆積サイクル

………小澤智生・黒田登美雄・中井久美子・前川健太・
古川博恭

P_297 前期更新世末期の一間氷期における水深変動の復元―西
南北海道瀬棚層上部にみられる古環境変動―
…………………………………………能條　歩・鈴木明彦

P_298 氷期―間氷期サイクルに伴う古環境変動とそれに対する
生物の応答―日本海陸棚の場合―………………北村晃寿

P_299 下部鮮新統笹岡層上部の堆積相と貝形虫化石群集の変化
…………………………………………山田　桂・入月俊明

世話人：徐　垣（soh@geo.kyushu-u.ac.jp）・北里　洋・浦辺徹郎

10月11日（月） 14 : 00―16 : 00 第7会場
座長：321_324 北里　洋，325_328 徐　垣
O_321 14 : 00 （招待）地球最大・最後の生物圏―地下生物圏

―を探る…………………………………長沼　毅
O_322 14 : 15 地下生物圏研究のフィールドとしてのマリアナ

島弧海溝―背弧系―地質学者と地球科学者の提

33．地下生物圏と初期続成

32．氷期―間氷期サイクルに伴う
古環境変動

案……………和田秀樹・加藤和浩・佐藤　暢・
広野徹郎・藤岡換太郎

O_323 14 : 30 （招待）地下微生物による石油生産
……………………………………………今中忠之

O_324 14 : 45 海底熱水系で生成する石油様炭化水素と熱水噴
出孔下の地下生物群集…………………山中寿朗

O_325 15 : 00 （招待）深海微生物から地殻内微生物への挑戦
―深海高水圧環境より，地底下超高圧環境へ―
……………………………………………加藤千明

O_326 15 : 15 走磁性バクテリア起源の強磁性鉱物―磁石化石
としての重要性―………………………山崎俊嗣

O_327 15 : 30 地球表層・地下環境下でのバイオミネラリゼー
ションと鉱物学的特徴…………………赤井純治

O_328 15 : 45 西オーストラリア，ノースポール地域の35億
年前の炭質物に富む珪質岩脈群とバクテリア化
石…………上野雄一郎・磯u行雄・丸山茂徳・

圦本尚義

世話人：石渡　明（geoishw@kenroku.kanazawa-u.ac.jp）・
宮下純夫

11日（日） 9 : 00―9 : 45 第6会場
座長：329_331 石渡　明
O_329 9 : 00 大陸衝突帯・付加型造山帯のオフィオライトと

緑色岩……………………………………石渡　明
O-330 9 : 15 四国西部四万十帯北帯，久礼メランジ玄武岩類

の産状と化学組成…………麻木孝郎・吉田武義
O_331 9 : 30 オマーンオフィオライト北部Fizh地域の後期

貫入岩体（Khabiyat岩体）
………………………………足立佳子・宮下純夫

11日（月） 9 : 00 ―16 : 00 ポスター会場
P_300 北部北上山地葛巻付近に分布する緑色岩類・堆積岩類の

地質学的・岩石学的性質について
…………………………………………和田元子・土谷信高

P_301 福井県小浜地域の丹波帯および滋賀県霊仙石灰岩体の緑
色岩の岩石学的比較研究……………武藤俊充・石渡　明

P_302 兵庫県朝来町地域夜久野オフィオライトの下部斑れい岩
に産するミグマタイトについて……早坂康隆・隅田祥光

P_303 ヤップ島変成オフィオライトの構造地質と岩石化学
…………………………………………吉川　潤・早坂康隆

34．大陸衝突型・付加型造山帯の
オフィオライトと緑色岩
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表紙写真解説

宮城県気仙沼市鹿折
ししおり

鉱山産　自然金（GSJ M14585）

南部北上山地の中・古生層中には含金石英脈を稼行した金鉱床が多
く分布し，一部は砂金鉱床として古くから知られ，平泉の中尊寺金色
堂に代表される「黄金文化」の基礎となった．鹿折鉱山は，気仙沼市
の北方9キロに位置し，1652年頃から本格的な開発が始まり，1901年
から1910年がこの鉱山の全盛期で，その後1942年の金山整備令によ
り廃鉱となった．鉱床は二畳紀，三畳紀の砂岩，粘板岩，石灰岩中に
層理にほぼ平行した石英脈で，脈巾の平均は50センチ，延長200メー
トルの比較的小規模のものであった．石英は白色で脈の構造のはっき
りしない塊状，緻密なもので部分的に黄鉄鉱，黄銅鉱，硫砒鉄鉱等を
ともない，肉眼的な金粒を含む．このような鉱脈鉱床を「老脈」と称
するのに対し，第三紀またはそれ以後の火成活動にともなう浅熱水性
金銀鉱床を「幼脈」と呼称する．これらの鉱床の特徴は，「銀黒」と

呼ばれる銀の硫化物を主とする黒色の縞を脈中にもち，微細な金（エ
レクトラム）がこの部分に特に多く含　まれるものである．1904年
には2.25キロ（金量1.875キロ）の大塊を産し，「モンスターゴールド」

（Nugget“Monster”）として同年アメリカセントルイスで行われた万
国博覧会に出展され表彰されている．

ここに示した自然金標本は「モンスターゴールド」の一部といわれ，
全重量362.5グラム（金量148.6グラム）の我国最大のもので，1980
年地質調査所の元燃料部長であった徳永重元氏から寄贈され，以来地
質標本館に展示されている．

本年8月4日から17日まで気仙沼市「リアスアーク美術館」で「お
かえりなさい　モンスターゴールド」展が催され95年ぶりに里帰り
した自然金標本を見るために多くの見学者が訪れた．また，これを機
に鹿折金山への道が市によって整備され案内板等が設置されている．

（写真・解説　地質調査所地質標本館　豊　遙秋）
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釧路市立博物館は，ヒブナの生息地とし
て国の天然記念物に指定されている春採湖
を見下ろす高台にあります．湖周辺には，

国の指定史跡，擦文時代の春採台地竪穴群
やアイヌ時代の鶴ケ岱チャランケチャシが
残されています．また，湖畔には300種近
い植物や100種を越える野鳥が観察される
ことから自然観察や歴史探訪，或いは憩い
の場として最適の環境として，市民に親し
まれています．

釧路市立博物館は，昭和11年7月14日
に釧路市立郷土博物館として市内幣舞町に
設立されました．以来，市立函館博物館，
市立旭川郷土博物館（現旭川市博物館），
網走市立郷土博物館とともに，北海道にお
ける博物館の草分け的存在として活動して
います．二度の移転を繰り返した後，昭和
58年11月3日，現在地に移転新築し，釧
路市立博物館と改称されました．

建物は地上四階・地下一階で，中央の
ド－ムを境に左右対象となり，右側を占め
る釧路市埋蔵文化財調査センターと接して
います．館内には展示室・収蔵庫のほかに，
滅菌消毒室，保存処理室，講堂，市民研究
室，工作室，実験室，図書室などの諸施設
が整えられ，博物館活動に備えられていま
す．
●建物のデザイン

博物館の建物は，春採公園という立地環
境と博物館展示のメインテーマを表現した
設計がなされています．例えば，楕円形の
円盤を階段状に積み上げたデザインは，博
物館が位置する標高約30mの台地の等高
線を表しています．また，建物後方の垂直
の面は，太平洋に面して切り立つ海食崖を
イメージしています．さらに，円形を基調
とした左右対象の造形は，タンチョウが翼
を広げて来館者を迎えてくれる姿を想像さ
せます．

地元出身の建築家，毛綱毅曠氏によるこ

の作品は，日本建築学会賞に輝きました．
また，館内の展示は，通産大臣によるデイ
スプレイ産業大賞を受賞しています．
●常設展示

博物館入口には，釧路市と博物館の位置
を示す世界地図と模擬水準点が置かれ，正
面玄関を通り館内に入ると，吹き抜けのロ
ビーにマンモスの骨格標本が展示されてい
ます．この標本はソビエトで発見されたも
のを型取りしたレプリカですが，釧路近辺
にも存在していたといわれる氷河期を象徴
する展示物です．展示室は一，二，四階の
三層に分かれ，メインテーマをジオラマや

釧路市立博物館
KUSHIROCITY MUSEUM

釧路市立博物館学芸員　山代淳一

釧路市立博物館全景
建物右側は，新博物館と一体となる構想のもと昭和52年
に建設された釧路市埋蔵文化財センター．その後，昭和
58年11月3日，釧路市立博物館と改称されオープンした．

氷期の使者マンモス
博物館ロビーに展示されているマンモスは，
ソビエトでみつかった化石をもとにつくられ
たレプリカで，体長3.5m，体高2.9m，牙の
長さが2.5mである．

ダイオ・ネイチャー・ドーム
釧路湿原とタンチョウをテーマとする全天空
型ジオラマ．
ドームを二分し，一方に初夏の湿原に憩うタ
ンチョウの親子，他方は冬の湿原でのタンチ
ョウの求愛のダンスが展示されている．

地学展示室．
釧路の大地のコーナーでは，主に地形の移り
変わり，石炭・火山について，イラスト，地
史年表，化石を用いて紹介している．

クシロムカシバク
釧路町十町瀬の古第三紀層（約3,800万年前）
より発見された，新種の哺乳類上あご化石．
この化石は，当時北アメリカ大陸と日本がア
ジア経由で陸つづきであったことを示す証拠
となっている．

博物館紹介◯23
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大型展示で展開するテーマ通りと，サブテ
ーマやより詳細な情報を紹介するセクショ
ン通りの展示導線が設けられています．

一階は，大地・湿原・海をメインテーマ
として，「釧路の大地」，「釧路の生物」，

「釧路の海」の自然科学部門で統一されて
います．釧路の大地のコーナーでは，主に
地形の移り変わり，石炭，火山についてイ
ラスト，地史年表，化石を用いて紹介して
います．最初に目に止まるのは，釧路管内
の地形模型ですが，普段何気なく生活して
いる大地の海岸線，湿原と丘陵，カルデラ
などの形状が一目で分かります．この大地
の地史は約7,000万年前の白亜紀末期から
始まります．その生いたちの様子が8枚の
古地理図と年代別に展示されたアンモナイ
トや約3,800万年前の新種の哺乳類上顎化
石，クシロムカシバクなどの化石，岩石に
よって語られています．

二階は大地ができ，自然が広がる中で展
開する人々の歴史をテーマとして「先史時
代の人々」，「釧路の近世・近代」のコーナ
ーが設けられています．四階は生活のすべ
てを神々と結ぶ「サコロベの人々」，そし
て，建物中央のダイオ・ネイチャー・ドー
ムと名付けられた半球体の展示は，「湿原
とタンチョウ」をテーマとする全天空型ジ
オラマです．ドームを二分し，一方に初夏
の湿原に憩うタンチョウの親子，他方は雪
原の広がる冬の湿原でのタンチョウの求愛
のダンスがデイスプレイされています．こ
れら三つの展示空間は，自然と人々の有機
的なつながりを表現した二重ラセン階段で
結ばれています．
●サウンド・スケープ

常設展示室には，聴覚に訴える展示とし
て，サウンドスケープと呼ばれる立体環境

音楽を取り入れています．これは展示テー
マの情景や時間的環境などをシンセサイザ
ーで表現したもので，展示室ごとにテーマ
が与えられています．

展示コーナーにより，「湿原を吹きぬけ
る風と水の流れ」，「ひろがる北の海」，「時
の流れ」，「コタンを吹きぬける風や梢から
こぼれる陽の光」，「湿原とタンチョウ」な
ど，異なったテーマの音楽が流れ，見学者
に五感でうったえる展示となっています．
●特別展示

博物館では常設展の他に，毎年数回の企
画展・特別展を行っています．

昨年地学関係では，北海道で産出したア
ンモナイトを紹介する化石展「アンモナイ
トの世界」が開催されました．アンモナイ
トは釧路地方からも産出されますが，道央
が主な産地のため，千歳市で活動する千歳
化石会から多数の貴重な化石を借用させて
いただきました．特展会場では，様々な形
態のアンモナイトが展示された他，大型ア
ンモナイトに直接触れられるコーナーなど
も設けられました．また，開催初日と翌日
に小学生を対象とした，母岩からアンモナ
イトを取り出すクリーニング教室も実施
し，こちらも好評を得ることができました．

その他の特展としては，市内在住の方の
資料をお借りして展示する，特別展「私の
博物館」など6回が実施されました．また，
市内の学校やコミュニテイセンターを会場

として，巡回展「移動博物館」が年3回実
施されています．
●教育・普及

当館では，講演会，各種講座，自然・歴
史観察会，体験学習会など年間40件を越
える事業を開催しています．一方，各学芸
員（地学・動物・魚類・昆虫・歴史）の調
査研究の成果は，博物館々報，博物館紀要，
調査報告書，収蔵標本目録などで報告され，
あわせて学芸員講座などでも紹介されてい
ます．尚，これらの諸事業を博物館と共催
で行っている博物館友の会は，昭和46年
に発足しています．

＜利用案内＞

開館時間：午前9時30分～午後5時
（入館は午後4時30分まで）

休 館 日：月曜日，国民の休日，年末年始
（12月31日～1月5日）

入 館 料：一般・大学生：360円，高校生：
200円，小・中学生：100円　団
体割引： 15 ～ 200 名未満 1 割，
200～300名未満 1.5割，300名以
上 2割

交　　通：JR釧路駅からバスで約15分，科
学館通り下車，徒歩5分

所 在 地：085_0822 釧路市春湖台1_7
電話 0154_41_5809
Fax 0154_42_6000

化石展「アンモナイトの世界」
北海動産アンモナイトや爬虫類化石約120点
を展示．

夏休みこども化石観
察会．
釧路町昆布森海岸で
実施．
海岸に露出する古第
三紀層より，キンギ
ョガイ，カキ，シジ
ミなどが採集され
た．

クリーニング教室．
特展に合わせて，母
岩からアンモナイト
を取り出す小学生対
象のクリーニング教
室を実施．2日間で
50名参加．
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6/26（土），北海道日高町に日高山脈
館がオープンしました．

日高町は沙流川が流れ，町の94％を森
林が占める“せせらぎと木もれびの里”で
す．北海道中軸部，日高山脈の西麓に位置
しており，町内で以下のようなさまざまな
地質を見学することができます．
1． 日高変成帯

町の東部を通る日高山脈は，日高変成帯
（主帯）が西側のポロシリオフィオライト
帯（西帯）に衝突し，めくれあがってでき
た（例えば小松ほか，1982）と考えられて

います．
最近はバイブロサイス調査の結果から地

殻のデラミネーションが推定されており
（例えば伊藤ほか，1998），この夏から日高
町付近を通る北海道横断の大規模な人工地
震探査も予定されています．

かんらん岩，はんれい岩や花こう岩など
のほかに，角閃岩・グラニュライトなどの
変成岩が分布しています．日本初のビリデ
ィン片岩も発見されています．
2． 神居古潭帯

町の西部には神居古潭帯の蛇紋岩や変成
岩が分布します．岩内岳のかんらん岩は現
在も大規模に採掘されています．かつては
クロム鉱や石綿なども採掘されていまし
た．また「日高ヒスイ」（chromian diop-
side）を産出したことでも有名です．
3． イドンナップ帯，蝦夷累層群

日高変成帯と神居古潭帯の間には，イド
ンナップ帯と蝦夷累層群が分布します．イ
ドンナップ帯は白亜紀～古第三紀の付加体
です．蝦夷累層群は白亜紀の前弧海盆堆積
物で，アンモナイトやイノセラムスを産出
します．

このような「地質博物館」あるいは「自
然史博物館」としての材料が豊富な町の地
理的優位性を生かし，日高山脈をメインの
題材にして作られたのが日高山脈館です．
内部は

1F：日高山脈インフォメーション
・山に魅せられた人たちの足跡―特に伊

藤秀五郎さんを取り上げて―
・登山，森林ウォークの主なルート案内
・日高山脈北部のジオラマ（1/30,000）
2F：日高山脈の成り立ち
・日高町の地質図（開館にあたって再調

査，修正＝続行中）
・町内に分布する地質がどのようにして

できたかを解説（日高変成帯を中心に）
・町内で見られる石を展示，一部は顕微

鏡で観察可能
・プレートテクトニクス（付加体）模型
3F：日高山脈の自然
・氷河地形の紹介（幌尻岳ジオラマ）
・日高町の産業（鉱業・林業）：鉱床サ

ンプル展示（主に番場コレクションよ
り）

・高山植物の写真パネル
・北海道でよく見られる樹木の立木サン

プル・ナキウサギ模型
4F：展望台
・近くの山並みと日高町中心部が見渡せ

ます．
1F奥：調査員研究室＆薄片室
となっています．

地質調査の際には以下のようにご利用い
ただけます．

1． 調査中，または終了直後に薄片製作
ができる（無料）：大カッター，研磨機2
台，ガラス板などを備えた薄片室がありま
す．消耗品類は山脈館で用意してあります．
詳しくはお問い合わせください．その場で
記載したい方には，Nikon ECLIPSE（反射
装置付き偏光顕微鏡）とNikon SMZ 800

（実体顕微鏡）をお貸しします．
2． 今どのあたりに誰が調査に入ってい

るかわかる：調査に来られた方に，2Fの
地形図ボード（“地質みどころマップ”）へ
名前・所属と調査範囲を書き込んでもらい
ます．できればごく簡単な研究紹介（発表
済みのもので可）をつけていただけると尚
よし．熊出没情報などもここに記入します．

3． 文献の閲覧・マッピング・パソコン
作業などが可能：調査員研究室に地質関係
の書籍，雑誌類，論文などをそろえる予定
です．

作業用の机がありますので，マッピング
などの作業も可能．パソコン作業をしたい
方は，少々古めですがデスクトップパソコ
ンをご利用いただけます（Office 97，プリ
ンター，スキャナあり）．またノートパソ
コンとネットワークカードをお持ちなら，
山脈館のルーターに繋げます．

日高町に来られる，また近くを通過する
ことがありましたら，ぜひお立ち寄りくだ
さい．札幌と帯広を結ぶ国道274号線沿い，
道の駅「樹海ロードひだか」の隣です．お
待ちしています．

なお日高山脈館のHPも7/1より運用中
です．まだまだ整備中ですが，順次更新の
予定ですので，こちらもぜひご覧の上，ご
意見ご感想などお寄せいただければ幸いで
す．

（日高山脈館　小野昌子）
hidaka3@ruby.ocn.ne. jp または hmc@
town.hidaka.hokkaido.jp
http ://www.town.hidaka.hokkaido.jp/hmc
〒079_2301 北海道沙流郡日高町字日高
297_12

電話 01457_6_9033
Fax 01457_6_3855（教育委員会）

＜月曜日は休館日ですので，日高町教育委
員会電話01457_6_3858までご連絡くださ
い．＞

日高山脈館オープンのお知らせ
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特別展

「三葉虫の世界～出現・
繁栄から絶滅まで～」

信州新町化石博物館では特別展として三
葉虫の化石をとりあげ，特別展を開催しま
す．

三葉虫はカニや昆虫などの節足動物に含
まれ，カブトガニに近縁であるといわれて
いますが，古生代末期に絶滅してしまった
生物です．三葉虫という名前は体が中軸部
と両葉の3葉に別れることに由来します．

古生代の始まりは『カンブリア紀爆発』
によって地球上のあらゆる生物のデザイン
が現われたといわれ，三葉虫も代表的な生
物としてあげられています．発見された化
石は10,000種にのぼるといわれ，古生代初
期には示準化石となった種もあり，海の生
物の主役となりました．しかし，頭足類や

魚類などの台頭によって捕食圧が高まり種
数が減少し，古生代末に起こった地球上最
大規模の大量絶滅により三葉虫は地球上か
ら姿を消してしまいます．

今回の特別展では三葉虫化石や生痕化
石， そして捕食したと考えられる他の生
物化石を交えながら古生代の代表的な生物
の一つである『三葉虫』という生き物にク
ローズアップして紹介します．

会期：1999年7月29日（木）～10月11
日（月）

開館時間：午前9時から午後5時まで（入
館は午後4時30分）
会場：信州新町化石博物館企画展示室
電話：026_262_3500

住所：〒381_2404 長野県上水内郡信州新
町上条
http ://www.ne.jp/asahi/shinmachi/muse-
um/
入館料：高校生以上500円（400円）・小中
学生250円（200円）（ ）内は20名以上
交通：国道19号線　長野から30分・松本
から1時間
長野自動車道　豊科I.C.50分・更埴I.C.40
分，上信越自動車道　長野I.C.30分
JR長野駅　長野バスターミナルより　川
中島バス　新町・大原行き　美術館前下車

博物館だより　夏季特別展�博物館だより　夏季特別展�

信州新町化石博物館

第3回企画展

「立山に産する玉滴石―
オパールの世界―」

会期：1999年7月20日（火）～9月26
日（日）

会　場：立山カルデラ砂防博物館
企画展示室

富山地方鉄道立山線立山駅から徒歩1分
電話 076_481_1160
〒930_1405 立山町芦峅寺字ブナ坂68
http ://www.tatecal.or.jp/index.html
開館時間：9 : 30～17 : 00
休館日：毎週月曜日
企画展観覧料：無料
入館料：大人 400 円，大・高生 320 円，
小・中生200円
企画展解説書「立山に産する玉滴石―オパ
ールの世界―」

●展示概要
立山カルデラ内にある約70℃の熱水の

池「新湯」からは，明治時代，約1mmの
透明で丸い「玉滴石」が多く産しました．
玉滴石は熱水に溶けていたシリカが地上で
微小粒子となって析出し，それが多数集ま
ってできたもので，鉱物学上，オパールに
分類されます．

この企画展では，神秘のお湯の池「新湯」
とそこに産する「玉滴石」を紹介するとと
もに，国内外に産する貴重なオパール標本
を展示します．

●主な展示物
1． 立山産玉滴石
2． 魚卵状オパール：秋田産ブリコ石，鹿

児島産魚卵状珪石
3． 国内産オパール：福島県宝坂産，石川

県赤瀬産，岐阜県蛭川村産
4． 世界のオパール：オーストラリア産，

メキシコ産，アメリカ・ネバタ産・ペ
ルー産，チェコ産

5． 宝飾品

立山カルデラ砂防博物館

丸くなったまま化石になった三葉虫
プリオメラ　フィスケリ

柄のような目を持つ三葉虫
アサフス コワルスキ

玉滴石を産する新湯

玉滴石
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私にとって昨年（1998年）は，地質や
応用地質（主として土木地質）の仕事に関
係して30年目の年である．今まで，実に
色々な内容の仕事に関わってきた．特に応
用地質の分野では，斜面，砂防，トンネル，
道路，ダム，地すべり，建築基礎，宅地造
成などの土木地質や環境地質,学術ボーリ
ングの仕事が多かった.最近は活断層の調
査に関わっている．30年目の節目にあた
り，地質や応用地質について日頃思ってい
る感想を述べてみたい．これから急峻な山
岳地帯の地表踏査などは，体力と気力の衰
えから数年後には間違いなく現場に出られ
なくなるから，ここで自分が携わってきた
仕事を一定程度総括してみたいのである．
これから，同じ道を歩まれようとされる若
い会員の方々の参考になれば幸いです．

Ⅰ． 地質巡検の思い出
1992年の夏にカナダおよびアメリカ東

部地域の地学巡検に参加した．また，1996
年には第30回万国地質学会議（IGC）に参
加し，中国の大地を自分の眼と足で実感し
た．いずれも日本のような島弧の地質とは
まったく違っていた．地質体の規模の桁外
れの大きさや大地の広がりには，言葉に表
現できないほど驚き，感動した．カナダ，
モントリオール市郊外，Mt. Saint Hilaire
の青いソーダライトを含む霞石閃長岩の巨
大な岩体（写真1）や中国新疆ウイグル自
治区の北端に位置する，可可托海のリチウ
ム鉱山（写真2）のリチア輝石の電信柱み
たいな巨大な結晶（写真3）にびっくり仰
天した．

この時ほど，今まで地質をやってきて本
当に良かったと感激したことはなかった．
今までの色々な苦労や嫌な思い出が吹っ飛
んでしまった．手元には彼の地で採集した
鉱物の標本がある．今もときどき，鉱物を
取り出しては眺めて，地球が生み出した宝
石を手にして静かな感動を味わっている．

Ⅱ． 応用地質（主として土木地質）
1． 斜面調査とその問題点

数年前に発生した福井県の国道脇の斜面
の岩盤崩落を契機に，全国の国道，県道で
道路防災のための点検調査が始まった．こ
の調査は現況斜面の安定度を診断し，崩壊
の危険度をランク分けするもので，崩壊・
崩落しやすい地形および地質情報を得るこ
とを主眼にしている．しかし，斜面の地形
発達史や崩壊のメカニズムの時空的変遷な
どの視点が欠落しているために，現況では
安定斜面として評価されても当該斜面が将
来にわたっても安定を保っているかどう
か，また，地形・地質および過去の崩壊履
歴からみて，「やや不安定」と判定された
斜面が今後どうなるのかなどについての評
価が具体的に言及できていない．

また，崩壊の時期，規模など道路防災の
ために最も重要な情報について，不確定な
事しか言及できないでいる．斜面安定度の

評価は，「評点制」によるものと　斜面の
現況と推移を歴史的にみる視点を重視した

「斜面の健康診断」による評価を総合して
判断しなければならないと考える．対象の
違いはあっても，「斜面の現状」と「人間
の健康」を見る眼の基本は同一のものであ
り，この意味から言えば，医者も地質技術
者も同一のことをしているわけである．ま
さしく地質技術者は，「地球の診断者」で
ある．

2． 砂防調査の考え方

砂防調査でも「斜面」と同様に，地形発
達史や地質構造発達史の視点をもって調査
に臨むことが大切である．このことに関連
して，ある地域での渓流調査では下記の内
容を重視して調査に取り組んだ．

①　微地形認定による古土石流堆積物の
確認と層序関係

②　扇状地堆積物の堆積構造からみた古
流向解析

③　完新世テフラの確認と分布
上記の内容は渓床堆積物の起源と地史を

地球調査・診断の
現場から

―応用地質30年を振り返って―

梅沢俊一
（梅沢地質コンサルタント）

写真 1．Mt. Saint Hilaireの複合閃長岩体
幅 3～ 4kmの貫入岩体で，稀産鉱物の世界的産地として知られている．
Canada, Montreal郊外．

写真 2．中国新 ウイグル自治区可可托海No. 3ペグマタイト露天掘全景．

写真 3．可可托海No. 3ペグマタイト．
巨大なSpodumeneの結晶．
人物は左から筆者，朱炳玉氏（中国側案内者）．
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把握し，現況の渓流が現在に至るまでどの
ような変遷を経てきたのか，また，将来ど
のような姿になるのかを予測することに関
係する．これらの事柄は砂防計画のベース
プランがたてられる時に重要である．テフ
ラの認定は渓流の変遷に時間軸が設定でき
るのであり，地質技術者のもっとも得意と
するところである．

3． トンネル調査の留意点

地山の地質的評価をするにあたって，留
意すべき点は次のとおりである．
①　中・古生界の地層と岩石からなる地域

では，メランジュ，オリストリスなど地
層の連続性が著しく不均一な地質体が分
布することが多いので，調査結果の解釈
には細心の注意が必要である．

②　新第三紀および第四紀火山岩類や火山
砕屑岩類からなる地域では，火砕タービ
ダイト，火砕デブライトなどの二次堆積
起源の地層が分布し，一次堆積起源の火
山砕屑岩類と識別する必要がある．この
ことは，今後必要な調査の内容に関係す
ると思われる．いずれにしても，地層と
岩石を堆積ユニットやシーケンス層序的
にみなければならない．

③　第四紀更新世の地層からなる地域で
は，特に地下水や谷埋め堆積物の分布お
よび性状について把握しておく必要があ
る．

4． 地すべり調査の留意点

地すべりは，かつて活動した経歴をもつ
地すべり地が多い．調査では，その経歴の
詳細を探る事が必要である．すなわち，地
すべり活動を地史的時空的視点からみるこ
とが大切で，地すべり活動が将来どのよう
に推移するかを予測することを調査の目的
とするので，地すべり地の背後の地形異常

（二重山稜・凹地・溝状地形など）に注意
を払うべきである．この事は地すべりの有

効な対策工を選定することに関わってくる
ので，調査の根幹をなすものである．最新
の測定機器を使って結果を出したからとい
って，その結果の持つ地質的かつ工学的意
義と地すべり対策に有効な答えが曖昧であ
れば，地すべり調査の意味がなくなってし
まうのである．大切なことは，「ものの見
方と考え方」である．

5． 道路建設に役立つ調査

道路建設にあたって，地質調査のもっと
も重要な成果とは何か，を考えてみなけれ
ばならない．道路建設には切土，盛土，ト
ンネル，構造物（橋梁など）や環境調査な
どクリアーしなければならない問題が山ほ
どある．調査報告書をまとめるに当たって
は，土木工学や土質工学の知識と考え方が
不可欠なために，地質の方はともすれば付
足しのような位置づけをされる場合が多
い．しかし，道路建設の現場では土木工学
や土質工学では解決しない地学的問題に直
面することがあり，この時こそ，地質技術
者の登場となる．

その一例として，橋梁の支持地盤（完新
世砂丘堆積物）の評価をN値だけではなく，
堆積物の堆積学的性質に着目して地盤の評
価をおこなった例を下記に示す．
・砂丘堆積物の堆積学的特性（砂粒子の円

磨度・球形度など）とN値の関係
このことを把握するために，砂粒子を実

体顕微鏡で観察し円磨度・球形度を求め，
N値との相関を調べた．その結果，通常の
地質断面図に円磨度・球形度の値を重ねた
グラフを書き，支持基盤のN値のばらつき
の原因を堆積学的に解明した．このことを
参考にして，橋梁基礎について有効な提言
とすることができた．

そのほか，切土法面の安定を検討するに
あたり，調査地域も含めた周辺地域の自
然・人工斜面の実態調査をおこない，法面
の安定に関する診断書（カルテ）を作成し，

その結果を参考にして計画道路の切土法面
の勾配や保護工について適切なコメントを
することができた．また，岩の風化形態と
岩質の変化が問題となる場合が多いので，
周辺地域の踏査の実施が不可欠である．

（写真4）

6． 宅地造成工事での問題と調査例

造成工事などで問題となったいくつかの
事例を下記に示す．
①　三浦半島に分布する新第三紀葉山層群

森戸層の泥岩
地中ではN値が50以上の軟岩である

が，掘削によって浸水したり地表に露出
すると，異常なまでに強度劣化する特殊
軟岩である（写真5）．

②　三浦半島に分布する新第三紀逗子層分
布地域に認められる古期地すべり

地層の層理にほぼ平行なすべり面が認
められ，掘削によってすべりが再活動し
た．このすべりは新期の地すべり活動に
よって生じた地すべり土塊の再滑動では
なく，安定した地山の逗子層が滑動した
ものである（蟹江ほか，1996）．また，
これとは違って逗子層中には逗子層を構
成する泥岩の岩塊からなるル－ズな堆積
物が存在している（梅沢ほか，1993）．
この不安定な地盤を地山の逗子層とみな
して切土したところ，法面の崩壊現象が
発生した．

③　造成盛土地盤に建てられた家屋が変状
し，その原因調査をおこなった．変状は
造成後10年経過して発生した．調査は
盛土の不撹乱試料を採取し，定荷重圧密
試験などをおこない，家屋変状の原因を
盛土の不同沈下によるものと判断した．
片切片盛地盤の造成工事では，盛土の締
め固めが不十分になる傾向があり，現場
では十分な施工管理が求められる．調査
の段階では，造成前の「古い地形図」を
フルに活用して旧地形の状態を把握して

写真 4．細粒花崗閃緑岩体にみられる風化形態の例．
写真左はD級，右はCM～CH級岩盤．茨城県笠間市福原西方．

写真 5．葉山層群森戸層の泥岩
全体に破砕状をなし，浸水すると脆弱化著しい．
横須賀市秋谷にて．
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おく必要がある．

7． 地質図の編集

足掛け5年かけて関東甲信地方の土木地
質図（縮尺 1 ; 200,000）の編集作業に参加
した．既存の地質図をはじめとして資料の
収集と整理が，言語を絶する程の大変な作
業となった．関係するすべての資料を集め
たのちに，地質図の校正がまた精緻・困難
を極めた．地図会社の工場に地質図校正の
ために2年程通ったが，地質境界線の校正
には極度の心労を伴い，精根尽き果てた．

しかし，完成したときの喜びはひとしお
で，感無量とはこのことを云うのである．
まさに“手作り”そのものである．おかげ
で関東甲信地方の地層名の大半を知ること
ができた．この仕事は生涯決して忘れるこ
とはない．

8． 影響予測調査の事例

①　トンネル掘削による地表変位影響予測
調査
安山岩（溶岩）からなる山地の斜面上に

庭園があり，大小さまざまな安山岩の転石
（庭石）および岩塊（自然）が庭園に数多
く存在した．この庭園の直下にトンネル

（土被り10～30m）を施工する計画があり，
トンネル掘削時の発破振動による地表変位

（陥没・転石の倒壊および移動など）が問
題となった．そこで筆者は調査項目・内容
とまとめの方法を以下のように考え，報告
書を作成した．

・調査手法　地表踏査（縮尺　1 ; 500）
・調査項目

a） 転石の分布と現況の安定度（大き
さ，形状，斜面への坐り具合・不
安定転石の分布・密集の程度な
ど）（第1図）

b） 地形・地質（斜面の勾配および形
態・表土の厚さ・露岩の岩質と分
布範囲・地山の安山岩の割れ目の
状態と方向・風化の程度など）

・調査の内容
a） 転石や岩塊の大きさ（とくに長軸

方向）や形状（長柱状・扁平状な
ど）を詳細に計測した．

b） 転石や岩塊の斜面への坐り具合と
安定度を目視で観察し，その状態
を記載した．

・調査結果のまとめ
a） 30cm以上の大きさの転石を選び，

転石台帳を作成した．その数は
300個を超えた．

b） 転石分布および現況安定度図（縮
尺 1 ; 500）を作成した．

転石は平面に投影した形状をス
ケッチし，平面図に記入した．転
石の現況安定度は，斜面への坐り
具合や地上の露出部分などの不安
定性を区分し，安定度をA～Cに
ランク分けした．

・考察および検討
土被りと転石現況安定度の関係

を検討し，地表変位や転石の倒壊
および移動が予測される範囲を示
した斜面影響予測図を作成した．

・問題点と今後の課題
a） トンネル掘削の実際の発破振動と

転石の変位の関係が不明である．
b） 発破振動と転石変位のシュミレー

ションの実施．
この仕事は，現地調査に一週間，まとめ

に二週間を要した．調査は厳冬期で寒風が
吹き荒れて大変な思いをしたが，眼前に展
開する富士山の素晴らしい景観が印象的で
あった．
②　橋梁深礎杭施工による源泉（温泉）へ

の影響予測調査
源泉（温泉）に近接して橋梁が建設され

ることになり，深礎杭の施工による源泉へ
の影響（枯渇・湯温・湧水量など）が問題
となった．
・調査の内容
a） 地表地質調査（縮尺 1 ; 1000）

b） ボーリング　φ66～φ130 コアボー
リング

c） 連続揚水試験　揚水井（φ130，深度
23m）7日間連続揚水（Q＝8 l/min）
観測井（φ66，深度20m）

d） 湯量・湯温・PH・電気伝導度，電気
検層・温度検層および気温測定

測定箇所：揚水井，源泉，観測井，沢
源泉と揚水井の水平距離43m

・結果
i ）Q＝8 l/minの連続揚水量では，源

泉の湯温に若干の変化（湯温低下）
がみられた．

ii）源泉の湯量には有意な変化はみられ
なかった．

・考察および検討
i ）源泉の湯温低下は，連続揚水（Q＝

8 l/min）によるものではなく季節
変動（自然）によるものと判断した．

ii）Q＝8 l/minの連続揚水の条件下で
は，深礎杭施工による源泉（温泉）
への影響はないものと判断した．

・問題点
i ）Q＝8 l/minの連続揚水量は，揚水

井の限界揚水量である．したがって，
これ以上の揚水は不可能なため，検
討結果はあくまでQ＝8 l/minの条
件付きである．Q＝8 l/minを越え
た場合の影響の有無は不明である.

ii）調査は冬期に実施したが，これ以外
の季節ではどうなのかは不明であ
る．

iii）予想もしていない所に段丘堆積物の
分布が確認された（写真6）．

この調査も厳冬期におこなった．現場は
北関東の奥深い山地であるため，残雪が
1mを越えており現場の作業は困難を極め
た．また，測定は2時間間隔，揚水ポンプ
を動かす発電機の燃料補給は4時間間隔な
ために，測定および作業は深夜にも及んだ．
真夜中に鹿が出てきて，暗闇のなかに光る
眼が不気味であった．

9． 学術ボーリング

1980年から1997年まで，下記の研究課
題の一環としてボーリング（コアボーリン
グ）をおこなった．

①　切土法面の雨水浸透に関する研究
対象法面：第四紀更新世の段丘堆積

物からなる切土法面
層相解析，土壌水分計の埋設など

②　第四紀完新世の海面変動および古環
境の変遷に関する研究
調査：コアボーリング（φ86）沖積

第1表．沖積低地（完新世）用のボーリング柱状図の様式（例）
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低地
層相解析，微化石（有孔虫・珪
藻・介形虫・花粉）分析，14C年
代測定

③　二畳紀_三畳紀境界部石灰岩の古生
物学・堆積学的研究
調査：コアボーリング（φ86），山

地
ボーリングコアの層相・組織の肉
眼観察

②の調査では，コアの観察と記載内容が
重要となった．沖積低地のボーリングでは，
従来の柱状図の様式を改めて調査内容と目
的に合致した観察項目を並記した柱状図を
作成した（第1表）．
a） 暗灰～黒色　→　海成粘土

淡緑灰色　→　淡水成粘土（梅沢，
1986, 1987）

b） 粘土・シルトのコアを両手で持って二
つ折りにした時の破断面の形状

・平滑な場合：淡水成環境の堆積物
→鋭敏比がやや大きい

・凹凸がある場合：海成（閉塞され
た環境）の堆積物→鋭敏比が小さ
い

なお，上記（a），（b）の事実は珪藻や有孔虫
分析の結果から裏付けされている（米倉ほ
か，1985）．

沖積層のコアを連続的に観察する機会は
極めて少ない．しかし，上記のように簡単
な記載内容でも注意してコアを観察すれ
ば，粘土の工学的性質がわかり地盤の性質
や掘削による地盤の変形・挙動などの検討
の際に大いに参考になるのである．

10． 活断層調査

三浦半島に存在する活断層の調査（ボー
リング・地表踏査・トレンチ調査）に従事
した．地震防災のための一環として実施さ
れる活断層調査で求められるものは，①活
断層の最新活動時期②活動間隔である．こ
の答えはトレンチ調査をおこなうことで得

られる．調査の内容は壁面の地層を詳細に
観察し，地層の層相・層序，堆積物の変形
の状態，断層の有無と詳細な性状などを把
握することである．

トレンチ壁面を観察するにあたって，も
っとも基本的なことは次のとおりである．

①　断層かそうでないか
②　地震イベントの認定と解釈
①の場合，断層に似ているがそうでない

例をあげると，イ）地すべり　ロ）堆積層
の滑動　ハ）圧密の差によるズレ　ニ）堆
積時の“面なし断層”ホ）チャンネル構造

（削り込み）などである．②の場合，イベ
ントの認定基準はイ）地層の切断　ロ）地
震による液状化　ハ）断層によって相対的
に低下した側で厚い堆積物などである．

しかし，実際のトレンチ壁面の観察では
①，②を識別・解釈することは非常に難し
いケースが多く，現場では大変な苦労を伴
ったが，興味深い仕事であった．

11． 30年を振り返って

応用地質の仕事に関わって30年が経過
した．今まで重大な事故や怪我に遇わず，
よくここまでやってこれたと思う．30年
を振り返って，思うことは次のとおりであ
る．

①　工期に間に合せるために，100時間
を超える残業と連夜の徹夜を数えきれ
ないほど経験してきた．知人のなかに
は､それが原因で過労死した人もいる.

②　そのために，自分の体と家庭を犠牲
にしてきた．家族には本当に申し訳な
いと思っている．

③　地質の仕事はなんといっても，a）
足で稼ぐこと　b）手作りであること
が基本であるから，今後もこの考えを
改めるつもりはまったくない．

④　今まで，なんとか仕事をやってこれ
たのは自分ひとりの努力ではない．同
業の仲間・知人の方々のアドバイスや
協力・激励があったからこそ，困難な

仕事をなんとか乗り越えられたのであ
る．自分が悩んだり困っているときに，
いろいろ助けていただいた方々には感
謝の気持ちで一杯です．

⑤　地質技術者にとって必要なことは，
「現場で汗をかけ！血を湧かせ！そし
て涙を流せ！」です．

⑥　企業（会社）でいちばん大切なのは，
人との協力・つながりである．だから，
私のモットーは「社会の基本は共同と

．．．．．．．．．

連帯である
．．．．．

」である．これがすべてで
ある．

地質技術者（コンサルタント）の仕事は，
医者が患者を診断し適切な処置をして傷や
病気を直し，命を助けることを任務として
いることに似ている．医者は対象が人間で
あるが，コンサルタントの対象は私たちが
住むこの地球なのである．だから，コンサ
ルタントの社会的役割はきわめて大きく，
重要な仕事に携わっているのである．

文　　献

梅沢俊一，1986，コア観察による沖積層の特
徴と工学的性質．日本地質学会第93年学術
大会演旨，507．

梅沢俊一，1987，ボーリングコアの肉眼観察
による沖積層の特徴（その2）．日本地質学
会第94年学術大会演旨，544．

梅沢俊一・田中竹延・蟹江康光・柳田　誠，
1993，三浦半島北部で発見された更新世中
期に滑動した地すべり性堆積物．日本地質
学会第100年学術大会演旨，314．

蟹江康光・三浦半島地盤研究会・柳田　誠・
田中竹延，1996，三浦層群逗子層の分布地
域で滑動した層面すべり．地質雑，102，
762_764．

米倉伸之・池田安隆・鹿島　薫・松原彰子，
1985，駿河湾周辺の海岸低地における沖積
層掘削調査「最終氷期以降の自然環境の変
動」昭和58，59年度東京大学特定研究経費
成果報告書，東京大学理学部，35_80．

第1図．転石の斜面への座り具合と安定度． 写真 6．段丘堆積物
山間部の急斜面に貼り付くように分布する．
写真中央～下方は基盤の閃緑岩．

A．安定
（斜面勾配：緩い）

B．やや不安定 C．非常に不安定
斜面勾配：急
地中への埋め込みが浅い

 
 
 
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前回に引き続き，混同しやすい言葉につい
て述べる．

Besideとbesides
この両語は同源であり非常に似ているが，

使い方は全く異なる．混同されることが珍し
くないようなので，此処に述べる．“Beside”
は「…のそばに，かたわらに」などを意味す
る比較的単純な言葉である．例えば“There
was an old mill beside the river.”一方

“besides”は「…に加えて，その上」「…以
外に」つまり“in addition to”ならびに

“except”に近い両方の意味を持つ．“It is
rather late to go out, besides, I am tired.”多
少曖昧になるおそれがあるので，正確な科学
的 文 章 に は，“ in addition to” を 好 み

“besides”を避ける人もいるようである．

Can, couldとmay, might
我々にはこれらの語は，まことに使い方が

判りにくい言葉である．まず“Suggestions”
に出ている例文を以下借用する．

“You may take your annual leave whenever
you wish.”（許可）

“You cannot take your annual leave now.”
（不許可，“can”が多く使われているが，
この場合“may”の方が歴史的には正しい）

“A stream in quasi-equilibrium can form a
braided channel.”（能力）

“I can do it.”（人間の実行する能力）
“The mineral may be bertrandite.”（現在の可

能性）
“The mineral can be bertrandite.”（“may”と

同じ，但しより強い表現）
“The mineral might be bertrandite.”（“may”

と同じ，但しより弱い表現）
“Your map may have been mislaid.”（過去の

可能性）
“Your map might have been mislaid.”（過去

の弱い可能性）
“We can expect snow in the San Juans in

September.”（“may”より強い可能性）
“That cannot be zeunerite.”（“may not”より

遙かに強い否定）
“I would have denied it if I could.”（“if I had

been able.”過去の能力）

“Could”と“might”はそれぞれ“can”
と“may”の過去形であるが，これら四語は
仮定法の助動詞として，上の例文のように使
われる．また“could”は可能性を表わして
使われることは“may, can, might”に比べて
少ない．

Center, middle,とmidst
この三語は，地学で非常に頻繁に使う表現

である．しかし我々は余り考えずに漠然と使
っていることが多いのではなかろうか，特に

“center”と“middle”は地学関連の文献に
よく出てくる言葉で，区別なく使っているこ
とが多い．先ず“center”は物体・地域・そ
の他の真の中心または，それに非常に近い

「点」を指す．一方“middle”は「点」では
なく“center”周辺の「空間」を指し，また
地質時代の“early・middle・ late”のよう
に，ある幅の時間帯を意味することもある．

“Midst”は“middle”に似ているが，多くの
場合周囲を人間や物体などで囲まれている状
態を示す．以上の表現は注意して使うべきで
あろう．

Continualと continuous
小さな辞書には，この両語を同意語として

いるものがあるが，これは間違いである．ま
ず“continual”は時間のみに用い，継続的ま
たは比較的短い間隔で断続的に起き，終わり
が見えず永続するように思われる状態を表
す．“Continuous”は時間・空間双方に用い
る．そして時間的あるいは空間的に限定され
た範囲の中で，途切れることなく連続してい
る状態を示す．

Fewer, lessと lesser
“Fewer”と“less”はしばしば混同される

が，この両語は意味が異なる．“Fewer”は
勿論“few”の比較級であるから，個数の違
いを示す．例えば，“This rock contains few-
er crystals of pyrite than the other.”一方

“less”は度量衡，価値などの少ない状況を
示す．例えば，“This water contains less
sodium than that one.”したがって“less
than ten liters”であるが，“fewer than ten
apples”となる．“Lesser”は“less”の比較
級であることはいうまでもないが，重要性や

意義が比較の対象より低いことを示すのに使
うことが多い．

Imply, inferとestimate
“Imply”は日本の地学屋はあまり使わない

言葉であるが，英語国人は比較的良く使う表
現で，“infer”としばしば混同するようであ
る．一方日本の我々は，この“infer”と

“estimate”を混同する．以下これについて
述べる．Imply”は「間接的にいう」「ヒント
する」「示唆する」という意味である．“His
silence often implies approval.”などは例文で
ある．“Infer”は，「推理，推論，推定」つ
まりヒント，根拠，や事実などをもとに

“reasoning”によって結論を導くことであり，
我々もよく使う．例えば，“Thus the heat for
thermal springs in Nepal is inferred to be
transported by deeply circulating ground
water along faults and fractures associated
with the Main Central Thrust and Main
Boundary Thrust.”あるいは“From the
mode of occurrence, size, and quality, the eco-
nomic value of Siwalik coal have been inferred
to be small or negligible in this area.” また

“estimate”は確かに“infer”と同じように
「推定」と訳すことがあるが，これは数値に
関する「推定，算出，概算，見積もり，など」
であって，例えば地下構造のような地学的推
論に使う表現ではない．例文“I estimated
that the trip would take five hours.”“The esti-
mated reserves are 2.5 million tons.”

Inとwithin
“In”は場所などを示す前置詞であること

は此処に言うまでもないが，また一定の時間，
距離，量などの終了・限界点を示す．例えば

“He will return in a week.”は“at the end of
a week”「一週間後に帰る．」という意味であ
る．一方“within”は“He will return within
a week.”，“in less than a week”「一週間以内

（一週間経たない内に）に帰る．」のように，
一定値の範囲内を意味する．

次回で地学でよく使う表現は終了したいと
思っている．

地学英語雑感●16 地学でよく使う表現―4
嶋 吉彦
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恒星社厚生閣　1998年発行，188ページ，
定価3,200円＋税　ISBN4_7699_0864_4

本書は，著者が日本海洋学会の機関誌「海
の研究」に1994年から1996年にかけ，4編
にわたって発表した総説に加筆・修正したも
のである．下の，主要目次をご覧になると，
本書の大凡の構造が理解できると思う．

目次
第1章 形態，内部構造および分布
第2章 鉱物組成
第3章 化学組成
第4章 東海大学海洋科学博物館地下海水給

水系にみるマンガン酸化物
第5章 生成機構への生物の関与
第6章 海洋環境における鉄―マンガン酸化

物の役割

著者は，前書き（はじめに）の中で，マン
ガン団塊の研究は我が国においても一段落し
ているが，適当な日本語の解説書が見当たら
ないことや，マンガン団塊やクラストの起源
に関して諸説紛々であることを．本書執筆の
動機とされている．しかし，私が一読したと
ころ，これは決して教養的な解説書ではない．
少なくともマンガン酸化物の鉱物学や化学に
ついて初歩的な見識しか持ち合わせていない
私には理解できない箇所もあるし，マンガン
団塊の産状を海底の写真や船上のサンプルと
して観察したことのない読者には，「第1章
形態，内部構造および分布」のある部分も，
極めて難解だろうと思われる．そのような意

味で，本書はまさに専門書であり，著者のこ
の分野での研究の集大成だと思う．幸いにし
て，著者は各章の末尾にまとめの節を設けて
いるので，それを一読してから部分的に本文
に戻るのが，本書の正統的な読み方といえそ
うだ．

マンガン団塊の生成については，いくつか
の謎があり，その解明も著者の意図するとこ
ろであった．しかし，マンガン団塊は一般的
に回転しながら成長するのか，あるいは，周
囲の泥質堆積物の堆積速度の方が団塊の成長
速度より桁違いに大きいのに，団塊が埋没し
てしまわないのは何故か，などの謎は，その
解答を実証できるものではないので，理論的
な整理がつかない限り（だから謎として残っ
ているのだが），永遠に残るのではないだろ
うか．謎というのは，適切ではないかもしれ
ないが，「第5章　生成機構への生物の関与」
で述べられた，底生の有孔虫やバクテリアの
役割に関するまとめが，本書の中でもっとも
歯切れのよいものとの印象を受けた．その他
に2，3気づいたことを述べてみたい．

第1章のまとめで，マンガン団塊の年輪構
造が普遍的なものであると受けとれる記述が
あり，年輪が，団塊を覆う堆積物の周期的な
除去によって形成されるとしている．しかし，
堆積物の被覆度の変化，あるいは，海底付近
の流れの強さや，酸化還元電位の変化などに
は，いろいろな段階があるはずで，海水起源
で鉄濃度の高いMn酸化物と，続成起源でマ
ンガン濃度の高いMn酸化物が交互に成長し
て年輪をつくるというような単純な図式で一
般化されるものではないと思う．

第3章のまとめで，海山産のクラストへの
白金の濃集について，白金濃度の高いクラス
トが酸素極小層に相当する深さに存在するこ
とを還元的な環境での濃縮に結びつける一方
で，コバルトやセリウムの酸化的濃縮に対し
てそれが不自然であると主張している．しか
し，白金濃度の高いクラストは，古い時代

（たしか800万年より古い）に限られ，コバ
ルトとは逆の関係にあるといわれているが，
現在の酸素極小層の深度との関係を単純に適
用する必要はないのではないかと思う．

第4章のまとめで，団塊およびクラスト中
の遷移元素濃度は，鉱物によって支配されて
いるという仮説は，適当でない．との，記述
がある．これは，本文との関連でいえば，
10Aと7AにX線回折のピークを持つ2種類の
manganatesの間の話である．一方，通常，
マンガン団塊に関連して化学組成との関係が
議論される鉱物種は，海水起源の主要鉱物で
あるδMnO2 と続成起源の主要鉱物である
buseriteであり，私の誤解かもしれないが，
少し視点の違う問題ではないかと感じた．

最後に，第6章のまとめで，深海堆積物と
沿岸堆積物の化学組成の違い（とくに微量元
素濃度）を論じ，海底堆積物の化学組成は，
頁岩（すなわち沿岸堆積物）の化学組成をも
ったアルミノケイ酸塩とその堆積物と共存す
る鉄―マンガン団塊の化学組成をもった鉄―

マンガン酸化物との混合物として表すことが
できる．と，している．しかし，深海堆積物
には，時としてFeスメクタイトが含まれ，
そのような時には粘土鉱物自体が陸源のアル
ミノケイ酸塩では代表されない．また，Fe
スメクタイトは生物起源のシリカを母材の一
部にして形成される可能性があり，火山岩の
熱水変質による同様の鉱物の生成もあり得
る．そのようなわけで，著者の掲げる図式が
モデルとして成立するかどうか吟味すべきで
あると思う．

私自身が，上記の問題のいくつかに深い興
味をもって関連する研究を行ったこともあ
り，各章のまとめから入ったものの，本文を
かなり詳しく読破する気力を失わなかった．
それは，とりもなおさず本書が読者を引き付
けるなにかをもっていることの裏返しでもあ
ろう．

少し批判的なことを書きすぎたかもしれな
いが，著者の長年にわたるこの分野の研究の
実績と適切なまとめのご努力に敬意を表し，

「マンガン団塊」という特異な自然の産物か
ら我々がいかに多くのことを学んできたかを
しるために，多くの方が本書をひもとかれる
ことをお勧めします．

（中尾征三）

東京大学出版会　1999年6月発行，A5
判， 2 9 9 ページ，定価 3 , 8 0 0 円＋税
ISBN4_13_060175

評者の大学では数年前から理科系の学生を
対象に学芸員資格取得コースの講義を開講し
ているが，受講生は毎年 100 名を上回り，
年々増え続ける傾向にある．そこで，学生に
なぜこのコースを受講するのか聞いてみた．
もちろん資格が取れる，ということも大きな
魅力になっているようだが，ある工科系の学
生が言うには，「高校時代にちょっと理科や
数学ができたばかりに先生から今の学科を勧
められて入ってしまった．本当は化石を研究
して古生物学者になりたかった」そうだ．博

新しい自然史博物館

糸魚川淳二著

紹　介

マンガン団塊
―その生成機構と役割

竹松　伸著
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物館実習ではじめて化石に触れることができ
てとてもうれしい，とも言っていた．半分は
お世辞だとしても，なにか心にひっかかるも
のがある．もちろん，彼らの考えている化石
の研究と学問としての古生物学とはかなりの
隔たりがある．まして，それを地球規模の環
境問題などへと繋げるには，まだまだ道のり
が遠い気がする．しかし，自然や地球に対す
る潜在的な関心は重要であり，決してその芽
をつむべきではない．また，一般の市民とて
も同様で，コンピュータでコントロールされ
るバーチャルな世界に少々飽きてきて，本物
の自然に触れてみたい，自然のことをもっと
知りたい，という素朴な願いが以前にも増し
て強くなってきたように思える．

今，取り組まなければならない課題は，こ
うしたモティベーションをいかに具体化し，
自然と人間との共生にむけて新しい自然観を
構築していくか，ということであろう．本書
は，こうした課題について博物館が果たすべ
き役割を明快に示すとともに，そのためにど
のような博物館が必要なのか，あるいは博物
館がどのように変わらなければならないかを
提言している．

本書は著者が1993年に著した「日本の自
然史博物館」（東京大学出版会）の続編でも
あるが，この間の学界や社会情勢の変化もふ
まえて前著以上に著者の豊富な経験に裏づけ
された斬新な考えが随所に盛り込まれてい
る．

まず，第1章では自然史研究と自然史博物
館の歴史を概観し，多くのデータを示しなが
ら最近の博物館事情について述べている．そ
して，かつて個別の現象記載をおもな仕事と
していたナチュラルヒストリー（博物学）が，

自然の多様性を統合的な手法によって研究す
る「自然史学」として今やよみがえったこと
を強調し，それを行うセンターとして自然史
博物館を位置づけている．

第2章ではさらに詳しく自然史博物館の
「ひと」，「もの」，「建物」についての問題を
現状分析し，学芸員の位置づけや博物館が行
う研究の柱としての自然史学に言及してい
る．また，展示を中心に博物館のあり方を，
見る側から「楽しむ」レベル，「理解する」
レベル，「考える」レベルの3段階に分ける
ことを提案している．

第3章では科学館や動植物園，ビジターセ
ンター等の類似施設との共通点と相違点を述
べ，自然史博物館の役割をより鮮明に提示し
ている．

第4章は海外の博物館紹介である．前著で
はほとんど触れられていなかっただけに読者
にとっては新鮮であり，日本の自然史博物館
を考える上で示唆的な内容を含んでいる．と
くに，ヨーロッパの博物館に共通して言える

「伝統」と「革新」という「両極性の共存」，
アメリカのそれに見られる多様性とユニーク
さ等，博物館にもそれぞれの国の歴史やポリ
シーが反映していることが判る．

第5章は新しい型の自然史博物館づくりに
ついて言及している．とくに，村おこし・町
おこし等に関連して各地で展開されている日
本型のエコミュージアムづくりの運動が試行
錯誤の段階にあることから，著者の鋭い現状
分析と問題点の指摘は今後おおいに参考にな
るものと思われる．

そして最後の第6章が自然史博物館の改革
について述べており，本書の核心部分といえ
る．まず，いくつかの自然史博物館について

施設面積や職員数，予算，展示内容とその方
法，等々について，その博物館の目的に見合
ったものであるか，著者の目を通してチェッ
クされる．また，理想を掲げて出発したもの
の計画倒れになってしまった，あるいは挫折
しそうな状態にある博物館について，なぜそ
うなったのか，分析している．多くの場合，
それは博物館を抱える自治体の首長の交代や
気変わり，議会の都合等によるとのことであ
り，評者の周りを見てもやはりそうか，とい
う感じがした．

では，誰でもその必要性について納得でき，
魅力ある博物館をつくるにはどうしたらよい
か？著者はまず博物館の評価・点検の必要性
を説き，具体的に評価基準を示している．次
にいくつかの活気がある博物館の事例をあ
げ，その理由を述べている．最後に，第2章
で言及した展示から見た博物館の3段階論を
さらに発展させ，「もの」―「楽しみ」型のA
類，「展示」―「理解」型のB類，「包括」―「思
考」型のC類にわけて自然史博物館の進化論
を展開している．著者の長年の古生物学研究
からの発想であろうが，博物館を「包括的」
視点からとらえる上で重要な指摘である.

本書は博物館関係者はもちろん，博物館を
かかえる自治体のしかるべき方にも是非，読
んでいただきたい本である．また，博物館に
対する興味の有無に関わらず，この本の巻末
に掲載されているチェックリストを参考に博
物館の実態とあるべき姿を考えていただきた
いと思う．そうすることが，何よりもまず日
本の自然史博物館の質の向上と，新しい自然
観に裏づけされた自然史学の発展に寄与する
ことになると思うからである．

（高安克己）

ご案内

本会以外の学会およ
び研究会・委員会よ
りの催し物のご案内
を掲載します．

自然史学会連合・日本学術
会議50周年記念・合同シン
ポジウム
「博物館の21世紀―ナチュ
ラルヒストリーの未来―」
主　催：自然史学会連合・日本学術会議ミュ

ージアム小委員会
後　援：国立科学博物館
日　時：10月16日（土）午後1時から4時30分
場　所：国立科学博物館新宿分館・研修館4

階講堂
テーマ：間もなく訪れる21世紀に向けて，

ナチュラルヒストリーと博物館の未来像を
模索します．博物館，標本，研究者，アカ

デミズムと行政，学問と社会教育など，多
様な視点から，現状の認識と将来への課題
を考えます．
プログラム

13 : 10～
国立科学博物館を考える

甲能直樹（国立科学博物館地学研究部）
13 : 35～

大学博物館とは何か？
林　良博（東京大学農学生命科学研究
科）

14 : 00～
21世紀の大学博物館と自然史標本

本川雅治（京都大学総合博物館）
14 : 25～
休　憩
14 : 45～

地域博物館では，一体何を研究しているの
だろうか？

山崎晃司（茨城県自然博物館）
15 : 10～

自然史科学における遺伝子と画像
森脇和郎（総合研究大学院大学）・今
井弘民（国立遺伝学研究所）・鵜川義

弘（宮城教育大学）
15 : 35～

博物館での自然史学習―ハンズオン思潮を
基本に―

濱田隆士（神奈川県立生命の星・地球
博物館）

16 : 00～
総合討論

参加申込みは不要です
問い合わせ先：

自然史学会連合事務局　
遠藤秀紀・松浦啓一・加瀬友喜・馬場悠
男・森田利仁
〒169_0073 東京都新宿区百人町3_23_1
国立科学博物館動物研究部
電話 03_3364_2311,  03_3364_7127
Fax 03_3364_7104
E-mail : endo@kahaku.go.jp
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地質調査所編集による　地質ニュース5，
6 月号が，地中レーダ（ G r o u n d
Penetrating Radar）による調査・研究
例を特集していますのでご案内いたしま
す．目次は以下のとおりです．
（http : //www.gsj.go.jp/PSV/Cnews/
CnewsJP.htmlでもご覧いただけます）

1999年5月号　特集：GPR（地中レーダ）［1］
GPRを用いた地下イメージング研究－特
集号概略―（倉本真一）/土木地質調査に
おけるGPRの適用例（笠井弘幸ほか）/考
古学および雪氷学における地中レーダ探査

法（酒井英男ほか）/レーダ探査による河
床部探査実験（利岡徹馬）/ボアホールレ
ーダ（佐藤源之）/表層地盤構造の再現性
―高分解能S波反射法探査と地下レーダ探
査の比較―（稲崎富士ほか）/ステップ式
連続波レーダ探査装置を用いた地中レーダ
探査（鈴木敬一ほか）/GPRにおけるデー
タ処理法（西山英一郎ほか）/岩石の種
類・間隙率・含水比と電気特性の関係（鈴
木敬一ほか）

1999年6月号　特集：GPR（地中レーダ）［2］
以下の3篇が掲載されています．

GPRと反射法地震探査を併用した活断層
調査（阿部信太郎ほか）/地中レーダによ
る神戸市街の埋もれた活断層の調査（宮田
隆夫）/GPRを用いた3次元反射法による活
断層調査（阿部信太郎）

地質ニュース（発行：実業公報社，電話
03_3265_0951）は，東京の霞が関政府刊行物
サービスセンターおよびつくば市の友朋堂書
店本店に常備してあるほか，最寄りの書店で
も注文により購入（定価785円）できます．

教官公募等の求人のニュース原
稿につきましては，採用結果をお
知らせいただけますようお願い致
します．

北海道大学大学院理学研究
科地球惑星科学専攻の教官
公募
職種・人員：地球惑星物質圏科学講座　助教

授　1名
専攻分野：地球化学またはそれに関連する諸

分野．今後の新しい分野の開拓に意欲的な
方を歓迎します．

着任予定時期：2000年4月1日
応募書類：
イ）履歴書（内外の学会活動，受賞歴，参加

しているプロジェクト研究歴，各種研究

費受領歴，学位審査履歴（主査・副査の
ほか実質的指導を含む），非常勤講師の
経歴，公的機関の委員の履歴なども記載
すること）

ロ）これまでの研究経過（2,000字程度）
ハ）研究業績目録（和文のものは和文で表記

すること）
A．査読のある原著論文
B．査読なし論文，総説など
C．著書
D．解説，報告などその他の出版物で特

に参考になるもの
ニ）主な原著論文別刷または著書　10 篇

（複写可）
ホ）今後の教育・研究の計画・抱負（2,000

字程度）
応募締め切り：1999年11月1日（月）必着
＊封筒の表に「教官公募関係」と明示し，簡
易書留にて郵送すること．
書類の送付及び問い合わせ先：

〒060_0810 札幌市北区北10条西8丁目
北海道大学大学院理学研究科地球惑星科学

専攻　岡田尚武
電話 011_706_3537（ダイアル・イン）
Fax 011_746_0394
電子メール：oka@cosmos.sci.hokudai.ac.jp

静岡大学教育学部の地学担
当教官公募
職名・人員：助教授または講師・1名
所属講座：理科教育講座
専攻分野：地質古生物学
担当授業科目：地学実験，地質学野外実習，

地球環境論，地球史等（学部）地学特論等
（大学院）

応募資格：
（1） 学歴　大学院博士課程修了（見込みを

含む）またはこれと同等の学力を有す
る者

（2） 年齢　35歳以下（平成12年4月1日現
在）

（3） 地質学を基礎とした古生物学を専門と
し，地質学野外指導ができる者

公募

日本地質学会に寄せられ
た候補者の推薦依頼をご
案内いたします．推薦ご
希望の方は締切日半月前
までに，執行委員会まで
お申し込み下さい．

平成12年度笹川科学研究助
成募集要項
趣旨：「笹川科学研究助成」は，21世紀に向

かって真に質の高い社会の実現のため萌芽
性，新規性および独創性のある内容をもっ
た研究を奨励し，振興することを主旨とし，
他からの研究助成が受け難い研究を全国的
に掘り起こすとともに，意欲に満ちた優れ
た若手研究者の育成ならびにその研究に対
する助成を目的とします．

対象となる領域ならびに申請区分：人文学，
社会科学および自然科学（医学を除く），
またはそれらの境界領域に関する研究．な

お，本年度は上記領域を次の申請区分に分
けます．
1） 一般科学研究
2） 学芸員・図書館司書が行う研究
3） 海洋・船舶科学研究

研究計画および助成額：研究計画は，単年度
（平成12年4月1日から平成13年2月10日
まで）内で研究が終了し，成果をとりまと
められるものとします．
助成額は，1研究課題あたり年間100万円
を限度とします．

申請者の資格：平成12年4月1日，現在35才
以下の者で，次の条件を満たす者．ただし，
大学院生，学芸員および図書館司書などに
あっては，その限りではありません．
1） 平成12年4月1日現在，大学院修士課

程ならびに博士（前期・後期）課程に在
籍する者および進学予定者

2） 大学院生と同等以上の能力を有する者
3） 大学，研究所，研究機関，教育機関等

において研究活動に従事する者
4） 博物館（含む類似施設）で学芸的業務

に従事している学芸員等および図書館で
情報処理等に関し，研究活動に従事する
司書等．

申請の方法：所定の「平成12年度笹川科学
研究助成交付申請書」を用いて申請．

募集期間：平成11年9月1日（水）から平成
11年10月29日（金）必着．

決定通知：助成の決定は，平成12年4月中に
通知します．

助成の対象となる研究費：平成12年4月1日
から平成13年2月10日まで，研究の実施
に直接必要な経費とします．

交付方法：本研究助成金の交付は，個人名義
あてとなります．

連絡先：応募方法（申請書の取り寄せなど）
などについては，下記へご連絡ください．
財団法人　日本科学協会　笹川科学研究助
成係
〒105_0001 東京都港区虎ノ門1_11_2
日本財団第2ビル3階
電話 03_3502_1931 Fax 03_3580_8157
E-mail : LDG01360@nifty.ne.jp

各賞・
研究助成
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（4）その他　静岡市または静岡市周辺地域
に居住できる者

提出書類：
（1） 履歴書（市販の用紙可．なお，MS_

DOS Textファイルも添付すること．）
（2） 業績一覧表（別紙書式により記載のこ

と．なお，MS_DOS Textファイルも
添付すること）

（3） 著書・論文等の業績については，現物
またはコピーを添付のこと．また論文
については，外部審査のあるもの（学
会誌・論文集など）とないもの（紀
要・商業誌など）を分類し，表紙に明
記すること．

（4） 教育・研究計画書（2,000字以内．今
後の研究と教育学部の教育についての
所見を述べて下さい．）

（5） 卒業・修了証明書
（6） 成績証明書（大学院のものに限る）
（7） 写真（上半身，脱帽，名刺判）
選考方法：静岡大学教育学部教員人事内規の

定めに基づき審査の上，教授会で決定する．
採用予定日：平成12年4月1日
応募締切日：平成11年10月29日（必着）
応募書類の送付先：〒422_8529 静岡市大

谷836 静岡大学教育学部長　宛
※「地学担当教官応募書類在中」と朱書き
で表記し，書留郵便または郵便小包（ゆう
パック）で送付のこと．

問い合わせ先：
静岡大学教育学部地学教室　藤吉　瞭
電話 054_238_4634（ダイヤルイン）
Fax 054_238_4640
E-mail : edafuji@ipc.shizuoka.ac.jp

その他：
（1） 必要に応じて面接を行う場合がありま

す．ただし，その際の旅費は自己負担
となります．

（2） 審査結果については，選考が終了次第
本人宛て通知いたします．

千葉大学教官の公募
本年4月に学内共同教育研究施設としての

千葉大学海洋バイオシステム研究センター
（本部：千葉県安房郡天津小湊町内浦1）が
発足しました．この新組織のセンターでは，
以下の要領で教員を募集することになりまし
た．関係各位への周知方をよろしくお願いい
たします．古海洋バイオシステム研究分野は，
古生物系とそうでない分野とで構成されてい
ます．本人事は後者に関わる人事です．なお，
この組織は平成11年度から10年間の時限の

組織です．
担当分野：千葉大学海洋バイオシステム研究

センター・古海洋バイオシステム研究分野
職　　種：助教授　1名
研究分野：南房総およびその周辺海域におけ

るテクトニクス
上記の研究を行っている方，あるいは今

後行おうという意欲のある方，そして千葉
大学の関連分野と協力して研究を進める
方．

応募資格：博士の学位を持つ45才程度まで
の方．

着任時期：決定後なるべく早い時期
勤務地：千葉県安房郡天津小湊町内浦1，

千葉大学海洋バイオシステム研究センター
応募書類：

a） 履歴書（様式1）
b） 研究業績調書（様式2）

様式1，2はホームページ（http : //
www-es . s . ch iba -u . ac . j p/koubo_
990802.html）を参照，または問い合
わせてください．

c）主要な論文の別刷り，或いはそのコピー
d） 推薦状
e） これまでの教育・研究実績（科学研究

費・各種助成金等の受け入れ実績があ
れば，それを含めて下さい）と千葉大
学赴任後の教育・研究の計画・抱負な
どを具体的に詳しくA4用紙3枚程度
に記述して下さい．

応募締切：1999年10月15日（金）必着
書類送付先：〒263_8522 千葉県千葉市稲毛

区弥生町1_33
千葉大学総務部研究協力課研究支援室御中

応募書類は必ず書留郵便にて送付し，封
筒に「古海洋バイオシステム研究分野応募
書類」と朱筆して下さい．

問い合わせ先：
〒263_8522 千葉県千葉市稲毛区弥生町1_33
千葉大学理学部気付　海洋バイオシステム
研究センター　山口寿之
電話 043_290_2832 Fax 043_290_2859
E-mail : tyamaguc@earth.s.chiba-u.ac.jp

助教授着任時の組織および教員名：
現海洋バイオシステム研究分野　宮崎教授
菊池助教授　平野助手
古海洋バイオシステム研究分野　山口教授

（古生物系）（本人事）助教授　亀尾助手
（古生物系）

財団法人三瓶フィールドミ
ュージアム財団　平成12年
度職員採用について
出願受付期間：平成11年8月1日（日）～9月

30日（木）
受付時間は，午前9時30分～午後5時ま

で，郵送は締め切り日消印であっても，後
日着は不可となります．

採用予定人員および職務内容：1名
財団における業務のうち，地学に関連する
業務など．

受験資格：
1） 地学に精通している者（地質を中心と

し，地学系の他分野にも精通する者）
2） 昭和25年4月2日から昭和53年4月1

日までに生まれた者（平成12年4月1日
現在で満22歳から満50歳までの者）

3） 学芸員資格を有する者または所定の期
間までに当該資格を取得する見込みある
者

試験の日時，試験場および合格発表：
第1次試験：10月24日（日）受付時間9 : 20

～9 : 40 試験期間 10 : 00～15 : 30 大田
市民会館　合格発表　11月5日（金）

第2次試験：11月中旬に実施予定（第一次試
験合格通知で連絡）試験2日後に発表

試験種目および内容：
第1次試験：一般教養試験　財団職員として

必要な一般的知識および知能について大学
卒業程度の筆記試験を行います；適性検査
職務遂行に必要な適性検査；専門論文試験
専門知識および能力についてのテーマに基
づいた論文試験

第2次試験（面接）：専門試験　専門的知識
および能力についての口述試験；人物試験
職務遂行能力などを見る目的での個別面接
試験

受験手続き：所定用紙にて，財団事務局（三
瓶自然館）に提出．郵送する場合は封筒表
に「職員申込」と朱書きし，書留送付．

合格から採用まで：
1） 合格者は平成12年4月1日に採用予定．
2） 採用後1年間，島根県庁環境生活部景

観自然課（松江市）に研修勤務．
3） 勤務条件は財団規程に基づく（給与等

は概ね島根県職員に準ずる．）
問い合わせ先：財団法人三瓶フィールドミュ

ージアム財団
〒694_0003 大田市三瓶町多根1121番8
島根県立三瓶自然館　職員採用係
担当：龍・石田
電話 08548_6_0216



日本地質学会News 2 （ 8 ） 15

報告
本会委員会以外の研究会・
委員会等よりのお知らせを
掲載します．

日本学術会議第17期第6回
鉱床学専門委員会議事録
日時：1999年6月15日（火）15 : 45～17 : 00
場所：日本学術会議第4部会議室（6階）
出席者：島崎英彦（委員長），石渡　明，上

野宏共，渡辺　洵，松枝大治（以上5名，
欠席：溝田忠人，中嶋　悟，千葉　仁，根
建心具）

＊：鉱物学研究連絡委員会・鉱床学専門委員
会合同会議に引き続いて，鉱床学専門委員会
が行われた．
議事

1） 対外報告（案）について
これまで検討を行ってきた対外報告（案）

「我が国における鉱床学の研究・教育の推進
について」がほぼ完成した．多少の修正を施
して出来るだけ早急に完成し，研連報告書と
して提出することになった．また，関係諸学

会誌にも本報告書を掲載して貰うこととし
た．なお，先行して行われた鉱物学研究連絡
委員会・鉱床学専門委員会合同委員会で，本
報告書を連名で提出することが了解されてい
る．
諸報告

1） 科学研究費について
これまで文部省が行ってきた科研費審査業

務を，本年度から日本学術振興会へ一部移管
することに伴い，一段・二段審査委員数がほ
ぼ倍増することになった．学術振興会では，
今後審査委員の推薦は学会からではなく，日
本学術会議の研究連絡委員会より推薦して欲
しいとしている．この件に関して，本年度は
6月29日開催予定の五学会連合の会議で調整
し，世話役の研連をそこで決定する事になる
見通しである．なお，出来るだけ従来のやり
方をこわさないようにとの申し入れは行って
ある．
2） 理学データベース・ネットワーク構築に

ついて　
この件に関しては，直前に行われた合同会

議で配付された資料を基に意見交換を行っ
た．主な意見等は以下のようである．

・各学会が，刊行雑誌の初刊からの発表論
文名・キーワード等を整理してデータベ
ース化する（地質調査所などでは実績が

ある）．
・博物館・資料館関係では標本データベー

ス化が始まっており，大学博物館相互の
ネットワークシステムの構築が始まって
いる．

・岩石・鉱石・鉱物などの化学分析値に関
するデータベース化が必要である．当面
は，河村雄行鉱物研連委員からの情報を
得ながら対応していくことにした．

3） 中嶋　悟（東工大）委員より鉱床学専門
委員会委員の辞退願いが出され，委員を交
代することで了承された．

4） その他
・国内における大学総合博物館関係の整備

状況の説明があった．
・Resource Geologyの国内外からの投稿

件数が少なく，周囲にも投稿を勧めて欲
しい旨の要望があった．

・既に行われた地物関係の雑誌統合および
来年に予定されている鉱物学会と岩鉱学
会の雑誌統合の状況が紹介された．

次回の鉱床学専門委員会は，11 月 12 日
（金）合同会議後を予定．

（文責　松枝大治）

ご案内（追加）

地質図の凡例を標準化するためのアンケート調査にご協力を！

地質調査所では，地質図が誰でも理解できるにすることを目指して，地質図に用いる凡例を標準情報化するための検討を行っておりま
す．この作業は，通商産業省工業技術院標準部の支援を得て行われるもので，「標準情報（TR）制度」のもとで，地質図を表現するため
に用いられる記号，色，模様などの標準化，および地層・岩体の名称　などの表現の標準化を図るための資料を提供し，標準となるもの
を提案することを目的としております．

このたび，この作業の一貫として，ISO710「詳細な地図，平面および地質断面図に用いる図式記号」（Graphical symbols for use on
detailed maps, plans andgeological cross-sections）の翻訳を行いました．これは，標準情報（TR）「地質凡例基準の標準情報」の資料とな
るものです．ISO710は，「地質凡例基準の標準情報化」に関連した唯一の国際規格であり，「地質凡例基準の標準情報化」にあたっては，
これをひとつの基礎として作業を進めたいと考えています．しかし，この規格については，国内では専門家にさえ知られていないという
実態があります．そこで，地質調査所のホームページ上で，その翻訳を公開し，これについての皆様方のご意見を広く求めることにしま
した．下記URLにアクセスして閲覧の上，ご意見をお寄せ下さい．

ISO710「詳細な地図，平面及び地質断面図に用いる図式記号」のURL：http ://www.gsj.go.jp/GSJ/ISO.html

なお，ホームページをご覧いただけない方，詳細を知りたい方は下記宛お問い合わせ下さい．

〒305_8567 茨城県つくば市東1丁目1_3
地質調査所地質部気付　地質凡例基準の標準情報化に関する研究グループ
電話：0298_54_3651
ファックス：0298_54_3653

（地質凡例基準の標準情報化に関する研究グループ　代表：鹿野和彦）
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アメリカのMaddox博士のキーノートレクチャー“Women in
Science and Engineering.  Change, Choices and Successes”での

“Women has their time come?”の質問に対して．“Yes, time has
come”は誠にたくましく，うれしく，力強い言葉であった．彼女
は日本が最下位である，世界の女性科学者の数のグラフを示した．
いったい日本の大学での理学部，薬学部，医学部，工学部を卒業し
た女性はどこへ行ってしまったのであろうか．修士，博士課程をで
た女性研究者もどこへいってしまったのであろうか．高学歴の日本，
ハイテクノロジー日本，21世紀の日本の科学技術は誰がになうの
でしょうか．ちなみに，アメリカでは大学は給料が安いので，男性
研究者は企業に就職するため，女性研究者にとって，かえって大学
のポストが得られやすいという．彼女が示したグラフの中に，国別

委 員 会 だ よ り

☆女性科学者の未来を考える研究委員会

第11回　国際女性技術者・科学者会議の報告

田崎和江（金沢大学）

☆環境地質研究委員会

第9回環境地質学シンポジウムの
開催と講演論文募集のお知らせ

6月号でご紹介しましたように，環境地質研究委員会では，日本
情報地質学会と日本鉱物学会（ともに交渉中）との共催で下記のシ
ンポジウムを開催します．

このシンポジウムは，環境地質に携わる方々から広く調査研究発
表を募り，投稿された論文について，それらの内容から数セッショ
ンに区分したプログラムを組みます．そして，講演にはできる限り
時間を配分するようにし，各セッション終了ごとに討議を実施しま
す．

本シンポジウムは独自会計で実施しており，地質学会会員・非会
員を問わず，関係者の積極的参加を期待します．

記
期　日：1999年11月25日（木）26日（金）
会　場：早稲田大学国際会議場会議室

（JR山手線・西武新宿線「高田馬場」駅から都営バス「早
大正門」行で「西早稲田」下車，徒歩3分・地下鉄東西線

「早稲田」駅下車，徒歩10分）
講演論文内容：地球環境・湖沼の成因と環境・海洋環境・海水準変

動および潮位変動・地層の液状化と流動化・地盤沈下・地質汚染
（地下水汚染，地層汚染，地下空気汚染，底質汚染）・廃棄物（廃
棄物堆積構造，廃棄物層基底問題，廃棄物層からなる地盤の有効
利用とそのメンテナンスなど）・水文地質環境・現世堆積物（人
工地層など）・地震地質および地殻変動（活断層，異常震域な
ど）・震（振）動地質（各種地層における波の伝播特性など）・都
市地質・防災地質・斜面崩壊・火山災害・災害予測・地質環境計
測とその測定手法（地盤沈下観測，地下水位観測，地下水質測定，
測地，地震動観測など）・地質環境被害と保険・法地質学・地下
水盆管理・環境影響評価と環境資源管理・地下地質環境の大規模
利用とそのメンテナンス（大規模地下開発，環境鉱山など）・広
域土地利用とそのメンテナンス（大規模宅地造成，ゴルフ場開発
など）・地質環境へのリモ－トセンシングの応用・地質環境に対
するシミュレーション・環境教育・環境倫理など．

講演申込み要領：
1） 申込み方法：講演は同一発表者2題まで受け付けます．下記

様式にて，1999年9月10日までに，Fax，あるいは葉書にて申
し込んでください．発表講演数1題の場合は下表1欄に，2題
の場合は1，2欄それぞれに記入してください．（講演申込様式）

第8回環境地質学シンポジウム発表申込書

2） 申込書受領後，講演論文原稿用紙および執筆要領を送付しま
す．

3） 講演論文は，環境地質研究委員会所定の原稿用紙に4枚また
は6枚（5枚は不可）でまとめ，1999年10月10日までに提出し
てください．

4） 論文は，邦文または英文で書いてください．なお，邦文論文
については，英文要旨1枚をつけるとともに，図・表のキャプ
ションは英文で書いてください．

5） 講演論文集は，原稿をそのままB5判にオフセット印刷しま
す．

6） なお，論文講演者には，別刷り50部を進呈します．
講演申込み先：

日本地質学会環境地質研究委員会
〒101_0032 東京都千代田区岩本町2_8_15井桁ビル
電話 03_5823_1150，Fax 03_5823_1156

会費（予定）：
1） 講演および参加

1 題講演の場合　4,500円
2 題講演の場合　5,000円

（これらには，参加費・論文集代・別刷り代を含みます）
2） 参加のみ参加費（論文集代含む） 4,500円

や性別のデータではなく，白人，黒人，黄色人種というような分け
方があり，二重のハンディを負っているであろう彼女の講演タイト
ル＜科学と技術の中の女性：変化，選択そして成功＞は非常に感銘
を覚えた．交流会の席でも彼女と話が合い，周囲の女性とで記念写
真をとった（写真）．

第11回国際女性技術者・科学者会議が7月24_27日，千葉市の幕
張メッセ国際会議場で行われた．この会議は3年に1度の開催で，
前回はハンガリーで開催され，日本で開かれるのは今回初めてであ
る．＜日本女性技術者フォーラム＞，＜日本学術会議＞，＜日本女
性科学者の会＞の共催であり，今回のテーマは＜地球環境のための
科学と技術＞である．この会議には，約40の参加国から約1,000名
の参加者を得て盛会であった．歓迎パーティーには，ベトナム人は

題　名

1 発表者 （連名可）

内　容 （簡単に）…プログラム作成のとき，参考とする

題　名

2 発表者 （連名可）

内　容 （簡単に）…プログラム作成のとき，参考とする

原稿用紙送付先 〒｠｠｠

住　所

氏　名
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アオサイ，インド人はサリーをはじめ，タイ，ナイジェリア，メキ
シコ，コンゴ，キューバ，ウガンダの女性科学者はそれぞれの民族
衣装で参加し，国際学会らしい華やかさであった．アメリカやオー
ストラリアに10年_20年滞在し，研究している日本女性にも会い，
海外での厳しい研究職の状況などの情報交換を行った．生物，化学，
医学，薬学の研究者が多いなか，オーストラリアの原子力研究所の
Jane Gerardo-Abayaさんが同位体をやっている地質屋ときき，話が
弾んだ．

この会の目的は，女性技術者，科学者が日頃の研究成果を国際交
流の中で発表すること，相互理解と社会への啓蒙をはかること，さ
らに，女性技術者，科学者の地位を確立することにある．21世紀
の科学と技術についてのキーノートレクチャー（吉川弘之，石井道
子，数野美つ子）の数々は最近の研究動向と女性科学者，技術者の
現状と将来を知り，かつ，外国の女性研究者の考え方を知るよい機
会であった．例えば，日本とアメリカの医学部の人数（1997年は
各々学部生（30％，43％）女性の助手（15％，45％），女性の講師

（7％，34％），女性の教授（2％，10％）である．一方，日本地質
学会，＜女性科学者の未来を考える研究委員会＞でとったアンケー
トによれば，日本の女性地球科学者の数は，医学部のそれと比較す
ると，一桁さらに低い．20世紀は＜未来を考える＞研究委員会で
あったが，21世紀は＜考えるだけでなく，実行ある＞のみである．
私が日本に帰ってきた10年前と現在を比較すると，あちこちの国
立，私立大学理学部に女性研究者が就職できている（例えば，千葉，
愛媛，山形，東京，新潟，金沢，神戸など）．また，地質学会，合
同学会，地震学会等には，保育所が設けられるようになった．理学
部に入学する女子学生もコンスタントに増加している．これらのこ
とを考えれば，まさに＜明るい未来＞である．

私は，“Education and ethics”のセッションで“Women proceed
environmental science education”というタイトルで，1997年に起
きたナホトカ号の重油流出事故の体験，研究，科学者としての責任
について述べた．事故の後，その経験を＜環境教育＞にいかし，学
生，院生とともに，本＜家庭でできる地球環境実験＞，＜環境よも
やま話＞を出版した．また，＜理科の出前＞と称して，地域の子供
や社会人に重油汚染した砂礫の浄化法，重油分解細菌によるバイオ

レメデイエーション，NO2の測定法などの普及活動についても報告
した．

また，8月21日（土）10_16時，中央大学駿河台記念館670号室
にて，第10回女性研究者問題全国シンポジウム＜21世紀の科学，
技術を男女共同で拓くために＞が開催されます．

なお，標記集会には個人として参加した．

�第1回地球環境フォーラム“環境地質学からみた地球環境の諸問題”―地球環境研究100年の系譜―（30ページ，B5判，定価
1,000円，送料190円）

�第2回地球環境フォーラム“地域から地球環境問題を考える”（46ページ，B5判，定価1,000円，送料270円）
�第2回環境地質学シンポジウム講演論文集（336ページ，B5判，定価2,000円，送料380円）
�第3回環境地質学シンポジウム講演論文集（432ページ，B5判，定価2,000円，送料380円）
�第4回環境地質学シンポジウム講演論文集（392ページ，B5判，定価2,000円，送料380円）
�第5回環境地質学シンポジウム論文集（446ページ，B5判，定価3,000円，送料380円）
�第6回環境地質学シンポジウム論文集（422ページ，B5判，定価3,000円，送料380円）
�第7回環境地質学シンポジウム論文集（432ページ，B5判，定価3,500円，送料380円）
�第8回環境地質学シンポジウム論文集（368ページ，B5判，定価4,000円，送料380円）
� 佐藤傅蔵著“地文学”完全復刻版（185＋4ページ，B5判，定価1,000円，送料400円）
�東京ガス田上の地質環境と地下開発―地下開発におけるガス問題をいかに克服するか―（70ページ，B5判，定価1,000円，送料

240円）
�誰がだすべきか？「地質汚染調査・対策費」を　その1 有機塩素系化合物地質汚染を例として（129ページ，＋付録38，B5判，

定価1,000円，送料310円）
�シンポジウム“地質汚染（その2）”（97ページ，B5判，定価1,000円，送料240円）
�シンポジウム“地質汚染―水質汚濁防止法の改正を実効あるものに―”（59ページ，B5判，定価1,000円，送料240円）
�シンポジウム“地質汚染―残土処理と地質環境”（91ページ，B5判，定価1,000円，送料240円）
�シンポジウム“地質汚染―地球環境の持続的開発と廃棄物最終処分場の閉鎖条件について”（46ページ，B5判，定価1,000円，

送料200円）
�国際シンポジウム“環境保全と鉱物資源の活用”（84ページ，A4判，定価2,000円，送料390円）

環境地質研究委員会：書籍，論文集（郵便振替　00130_5_701805 日本地質学会環境地質研究委員会）
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アメリカのMaddox博士のキーノートレクチャー“Women in
Science and Engineering.  Change, Choices and Successes”での

“Women has their time come?”の質問に対して．“Yes, time has
come”は誠にたくましく，うれしく，力強い言葉であった．彼女
は日本が最下位である，世界の女性科学者の数のグラフを示した．
いったい日本の大学での理学部，薬学部，医学部，工学部を卒業し
た女性はどこへ行ってしまったのであろうか．修士，博士課程をで
た女性研究者もどこへいってしまったのであろうか．高学歴の日本，
ハイテクノロジー日本，21世紀の日本の科学技術は誰がになうの
でしょうか．ちなみに，アメリカでは大学は給料が安いので，男性
研究者は企業に就職するため，女性研究者にとって，かえって大学
のポストが得られやすいという．彼女が示したグラフの中に，国別

委 員 会 だ よ り

☆女性科学者の未来を考える研究委員会

第11回　国際女性技術者・科学者会議の報告

田崎和江（金沢大学）

☆環境地質研究委員会

第9回環境地質学シンポジウムの
開催と講演論文募集のお知らせ

6月号でご紹介しましたように，環境地質研究委員会では，日本
情報地質学会と日本鉱物学会（ともに交渉中）との共催で下記のシ
ンポジウムを開催します．

このシンポジウムは，環境地質に携わる方々から広く調査研究発
表を募り，投稿された論文について，それらの内容から数セッショ
ンに区分したプログラムを組みます．そして，講演にはできる限り
時間を配分するようにし，各セッション終了ごとに討議を実施しま
す．

本シンポジウムは独自会計で実施しており，地質学会会員・非会
員を問わず，関係者の積極的参加を期待します．

記
期　日：1999年11月25日（木）26日（金）
会　場：早稲田大学国際会議場会議室

（JR山手線・西武新宿線「高田馬場」駅から都営バス「早
大正門」行で「西早稲田」下車，徒歩3分・地下鉄東西線

「早稲田」駅下車，徒歩10分）
講演論文内容：地球環境・湖沼の成因と環境・海洋環境・海水準変

動および潮位変動・地層の液状化と流動化・地盤沈下・地質汚染
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ど）・震（振）動地質（各種地層における波の伝播特性など）・都
市地質・防災地質・斜面崩壊・火山災害・災害予測・地質環境計
測とその測定手法（地盤沈下観測，地下水位観測，地下水質測定，
測地，地震動観測など）・地質環境被害と保険・法地質学・地下
水盆管理・環境影響評価と環境資源管理・地下地質環境の大規模
利用とそのメンテナンス（大規模地下開発，環境鉱山など）・広
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など）・地質環境へのリモ－トセンシングの応用・地質環境に対
するシミュレーション・環境教育・環境倫理など．

講演申込み要領：
1） 申込み方法：講演は同一発表者2題まで受け付けます．下記

様式にて，1999年9月10日までに，Fax，あるいは葉書にて申
し込んでください．発表講演数1題の場合は下表1欄に，2題
の場合は1，2欄それぞれに記入してください．（講演申込様式）

第8回環境地質学シンポジウム発表申込書

2） 申込書受領後，講演論文原稿用紙および執筆要領を送付しま
す．

3） 講演論文は，環境地質研究委員会所定の原稿用紙に4枚また
は6枚（5枚は不可）でまとめ，1999年10月10日までに提出し
てください．

4） 論文は，邦文または英文で書いてください．なお，邦文論文
については，英文要旨1枚をつけるとともに，図・表のキャプ
ションは英文で書いてください．

5） 講演論文集は，原稿をそのままB5判にオフセット印刷しま
す．

6） なお，論文講演者には，別刷り50部を進呈します．
講演申込み先：

日本地質学会環境地質研究委員会
〒101_0032 東京都千代田区岩本町2_8_15井桁ビル
電話 03_5823_1150，Fax 03_5823_1156

会費（予定）：
1） 講演および参加

1 題講演の場合　4,500円
2 題講演の場合　5,000円

（これらには，参加費・論文集代・別刷り代を含みます）
2） 参加のみ参加費（論文集代含む） 4,500円

や性別のデータではなく，白人，黒人，黄色人種というような分け
方があり，二重のハンディを負っているであろう彼女の講演タイト
ル＜科学と技術の中の女性：変化，選択そして成功＞は非常に感銘
を覚えた．交流会の席でも彼女と話が合い，周囲の女性とで記念写
真をとった（写真）．

第11回国際女性技術者・科学者会議が7月24_27日，千葉市の幕
張メッセ国際会議場で行われた．この会議は3年に1度の開催で，
前回はハンガリーで開催され，日本で開かれるのは今回初めてであ
る．＜日本女性技術者フォーラム＞，＜日本学術会議＞，＜日本女
性科学者の会＞の共催であり，今回のテーマは＜地球環境のための
科学と技術＞である．この会議には，約40の参加国から約1,000名
の参加者を得て盛会であった．歓迎パーティーには，ベトナム人は
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また，8月21日（土）10_16時，中央大学駿河台記念館670号室
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�第2回環境地質学シンポジウム講演論文集（336ページ，B5判，定価2,000円，送料380円）
�第3回環境地質学シンポジウム講演論文集（432ページ，B5判，定価2,000円，送料380円）
�第4回環境地質学シンポジウム講演論文集（392ページ，B5判，定価2,000円，送料380円）
�第5回環境地質学シンポジウム論文集（446ページ，B5判，定価3,000円，送料380円）
�第6回環境地質学シンポジウム論文集（422ページ，B5判，定価3,000円，送料380円）
�第7回環境地質学シンポジウム論文集（432ページ，B5判，定価3,500円，送料380円）
�第8回環境地質学シンポジウム論文集（368ページ，B5判，定価4,000円，送料380円）
� 佐藤傅蔵著“地文学”完全復刻版（185＋4ページ，B5判，定価1,000円，送料400円）
�東京ガス田上の地質環境と地下開発―地下開発におけるガス問題をいかに克服するか―（70ページ，B5判，定価1,000円，送料

240円）
�誰がだすべきか？「地質汚染調査・対策費」を　その1 有機塩素系化合物地質汚染を例として（129ページ，＋付録38，B5判，

定価1,000円，送料310円）
�シンポジウム“地質汚染（その2）”（97ページ，B5判，定価1,000円，送料240円）
�シンポジウム“地質汚染―水質汚濁防止法の改正を実効あるものに―”（59ページ，B5判，定価1,000円，送料240円）
�シンポジウム“地質汚染―残土処理と地質環境”（91ページ，B5判，定価1,000円，送料240円）
�シンポジウム“地質汚染―地球環境の持続的開発と廃棄物最終処分場の閉鎖条件について”（46ページ，B5判，定価1,000円，

送料200円）
�国際シンポジウム“環境保全と鉱物資源の活用”（84ページ，A4判，定価2,000円，送料390円）

環境地質研究委員会：書籍，論文集（郵便振替　00130_5_701805 日本地質学会環境地質研究委員会）
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信州大学理学部物質循環学教室

地球システム解析講座
ホ ー ムベ ー ジ ．•http ://science.shinshu-u.ac.jp/environ/index.html 
場所・日時：地球システム解析学セミナ ー ；毎週火II闊日鈴木研究宅

ゼミ；毎週火曜日夕方 、 塚／卓研究宅ゼミ；鉦週水曜日福島研究室
ゼミ；毎週火躍日午前中 ， 村越研究宇セミ；1恥週月 ， 火 、 金叫H
9: 30 

研究室概要

私たち地球システム解析溝／巫における各研究宅の研究内容は ， 湖
沼堆積学，水門循環学· rr；氷学 ， 断／悦流体学 ， fi機地球化学 ・ 陸水
学 ， 堆積学・地層学と多岐にわたって＼ヽます ． つまり、 1 つの狭い
学問分野に固執することなく様々な研究分野を学ぶことによって地
珠規模の物質循環を明らかにしていくことが私たちのLI標です． さ
らに， 侶州の大白然に囲まれて， のびのびと楽しく研究できるので
す（本背に！！）．

それでは，各研究室のみなさんに現状を述べていただきます ．
・ 公文研究室は， 博1：課程2名 ， 修l：課程1 名，卒論生2名の計5名

から構成されています． 研究テ ー マはそれぞれ異なりますが，湖沼
堆積物などのコアサンプルを川いた研究が多いのが現状です ． サン
プリング ， —-通りのサンプル処理ができるほかは ， 粒度分析，
XRD 、 CHN コ ー ダ ー などを用いた様々なアプ ロ ー チの研究が可能
です． 本人のi

’
l t件が屯んじられるため 、 やりた＼＼研究ができると

思います(III辺）．

•鈴木研究室では ， 降水の化学特件からみた水循環における化学物
質移動機構の研究や ， 氣温分布からみた部rii氣候環境の研究がi・：な
テ ー マです ． 先生は97り11 /l~99印3月まで第39次南極観測隊越
冬隊員として， 11{1禾II)店地を拠点に活動していました ． 南極大防では，

降丸浅厨掘削による氷床コア， ロ ックlll氷の採取、 分析， 19式飲を
行って＼ヽました ． 最近 ， ロ ック川の廂地直送南栢氷が少なくなって
きたのが悩みの種です ． 4年牛3人はスキ ー シ ー ズンまでに卒論
を，IJきあげようと現在1ifi'ikって＼ヽます([Illll).
・塚原研究室では， ガスク ロ マトグラフ， イオンク ロ マトグラフを
川いて松代群発地震域、 長野肌西部群発地衷域および諏油断／竹帯に
湧出する流体を採取し分析して，地震と流体の関連を調べています．

長野県は全1Elで2番llに温泉数の多い肌であり，温泉水 ・ ガスを採
取するフィ ー ルドには恵まれています ． よって， 研究と兼ねて温泉
に人るのも我が研究室令員の楽しみとなっています ． また ， 塚脱先
牛はお 、『の住職で＼ヽらっしゃるため ， 大変優しく指導してくださ
＼ヽます（修行の賜物？）． 先生の説法は ， 将米社会で活きて＼ヽく 1こ
で大変屯要なものとなるでしょう． なお ， 塚脱研究屯は， 院牛2人、

研究牛1 人 、 41f't:s人で構成されて＼＼ます（新井）．

•福島研究室では ， 1i機物分析を通じての環境解析と1冷水の水質形
成に関わる地質条件についての研究を行っています ． Ilij者ではGC
とGC-MS をIll\ヽた生物指椋(Biomark ers)の検索 ， 後者ではイオ
ンク ロ マトグラフを）llいて長野肌の水質マッフを作成しています ．

先牛と ·緒にサンプリングに行くと必ずとパって＼ヽいほど雨が降り
ますが，なぜでしょうか(iKIII).
• f’I！学部の糸l ^}恥村越直美先生研究室には6つの掟があります ．

1.賢くなる ， 2 .お金を貯める、3 .ものを創れる， 4.卒論に1介
以1：かけな＼ヽ ， 5.1ザII研究字に米て作業 ・ 勉強をする， 6.約束を
守れなしヽ人とはおつきあ＼ヽお断り ． これが ， 最低限守らなくてはな
らなし＼お約束なのです ． 朝は9 : 30のゼミ ， 午後は3: 00のお荼会が
設けられ， 時には週1|IIIのテニスに誘われることもあります ．

ヽ11研究宇は， 地／叶形成フ ロ セスの研究を中心に， 堆禎構造から過よ
の堆梢閑境を椎定することをH的として＼ヽます ． 今年から ， 800 Jj 
円（I)の水路も導人され，‘だ験もより盛んになっていくと思われ
まず ここは勉強をしたしヽ人にとっては，無制限に剌激がりえられ
る場所です ． 村越先牛のり令のもと ， 勉学に11)/Jんでしヽます（村越li/f

• I l il). 

：，院生の研究内容およびコメント

• Ill1中珊哉(D2;公文liJf):地I、水の挙動解析に， 堆栢システム復
Jじの「法を牛かせればと考えてしヽます ． wr成1付の水文／竹序解析に
rを 焼しヽています． 会社員なのであまり大学に通えず ， ゼミでは

少しhi身の狭い思いをしています（？）．

・奥澤 保(D2;塚I）iili/f）：断層悶内を允瑣する水の研究を行って
しヽます ． 1＜精者なのであまり大学に通えず， セミでは少しhi身の
狭し喝』ししヽをしてしヽます（？） →‘,j:く教I.の都合（？）で仔真を

‘
i｝：さ

18 

せてもらえませんでした（魂を1吸い取られるそうです）．

•新Jt煤史(D2:塚似研）：地震発牛におけるガスの役割を明らか
にしてみたしヽです ． サンプリングと分析に飽きたときに ， この研
究屯紹介を通して各大学研究宅対抗ソフトホ ー ル大会等が開催さ
れれば，大変うれしく思います ．

• Danda Pani Adihikari (D1 :公文研）：〔StudりHigh resolution
analysis of environmental changes in Holocene lake sediments : a 
comparative study of Japanese Alps and Nepal Himalayas・〔Hobby〕
watching wild life, traveling. 

• Ill辺 晋(M2:公文研）：メコンデルタのコアを堆梢学的に研
究しています ． 将米は1lt界中．色々な所で研究がしてみたいです．

現地に 1•竹化した旅行が好きです． アジアを中心に旅行していま
す ．

. I:．村ゆうf(Ml;村越研）卒論では卜総厨群木 1ヽ陪の海進ラグ
堆梢物について研究しました ． 修論のテ ー マは木定(7月1311現
在）． MS-DOS/Iiの新ししヽ粒度分析プ ロ グラムを作成しましたが ，

測定 ・ 分析に使われてしヽるハソコンの2000年問題が小安だ．

• [IIlll真IIJ'R(Ml :鈴木liJf):「降水中に含まれる化学物質の濃度
と氣象条件の関係」としヽうテ ー マで卒業研究を行いました ． 現在
も，I：t：i男F先生の行動に氣を配りながら降水サンプル採取に精を
II＼しています．

.,'iff fir哉（Ml:村越研）：現在長期休暇中 ． もうすぐ復活しま
す．

・依Ill 新（Ml:福島研）：水中生物の有機物組成と水質との関
係について． 趣昧はソフトボ ー ルと野球観戦です． 年21911行われ
る学科内対抗のソフトボ ー ル大会が何よりの楽しみです．

． 晶橋穂1i（研究生；塚原研）：卒論では ， 長野rli松代の湧水ガス
について研究をし ， 現在も同様のテ ー マで研究を続けています．

*******+**+******++*************** 

⑭®⑰ 物質術環学科が開設されて4年が立ちました ． ようやく ， その ‘1,1
時の1'卜牛が修l:1 q.になりました ． まだまだわからなしヽことが数
多くあります． 色々なご意見．お誨しヽお待ちして＼ヽます ． これから
もよろしくお朝いしヽたします ．

小規校だけれども．独創的な研究をしている魅JJ的な研究字は ，

LJ本令lLIもっとし＼っぱtヽあるはず…
今1991は，各研究宅が合1dlで，講座全体の紹介をおこなっていただ

きました ． みなさんの所屈講廂でも． 足非検叶してみてください
（院生ベ ー ジ編集担 ‘li. K S.) 

常時投稿をお待ちしております ． 院生コ ー ナーの編集は，現在．
以下の2人で行っております． e-mailでいただければ幸いです ．

（顔ぶれが変わりました）

698g5040@mn.waseda.ac.jp 島田耕史 （早大）
massago@geo.titech.ac.jp 真砂英樹 （東．工大）
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ともに学ぶ自然教室一地形・地層の
見方， 学び方一

日然 ， とくに地学に関係する現象につしヽて， みんなでゆっくりと
観察して［どもたちゃ ·般の方々にどのようにして理解してもらえ
るか， ＇

、

芥びあう 会を去る7月18 H (1-1)に開催しました．

これは ， 今'l・・ ， 結成したばかりの北海道地学教脊ネ、Jトワ ー ク

（代表 Ill中 ＇だ；北海道地学教育連絡会 ， 地学団体研究会北海逍
支部，l1本地質学会北海逍支部）が初めてi・：催した巡検で， 札幌か
ら近しヽ）早川村咽米（もうらしヽ）地域で行われました． 参｝JII者はほぼ
定員の23名（案内者を除く）でした． れはfどもたちゃ 一般の方々の立場にたった， 自然を見る目を跨う

今1111の企画には協｝J後援として札幌市文化部博物館叶l由iが参加し こと， 自然現象を教科書ぬきで解釈する試みでもあると思います ．

たこともあり ， 学会とのつながりのない中学校の理科の教員の参加 「地府の見方」では露頭の見方をどのように ， 「寧に解説するかに
もありました． 他に， 地質コンサルタントの方や闘校生の参｝Jllもあ 屯点をおき， それぞれの段階で地層のいろいろな側面をとらえてみ

りました． ることを試みてみました． また、 ここでは海iドに打ち上げられたメ
巡検とし、っても ， 1 11でたくさんのポイントを見てル＜くのではな ノウや石炭 ， 安山岩などを採取して， 露頭の地層との比較も行しヽま

<, i·：として2箇所をじっくり観察し ， おまけとして2筒所をちょ した． もちろんこれらの岩石はおみやげにもなったわけです．

っと覗くとし＼うti程で行しヽました． 観察内容はl段Ii地形 ， 砂11·., これからも｛卜に11111程度の巡検を行うf9定ですし， 他に教材に関
後背湿地， 海iド地形など ， 2）地）悦の見｝'j, { iの見｝j, 貝化いなどに する取り糾みも検，I寸しています ． l'l然環燒問題や防災問題など多く
しぽり ， 他に伍油が19

1然に沸き出してしヽるところにりも寄りました． の社会的な課題をli．しヽに理解しあしヽながら解決しあうためにも ， f 
各ポイントのうち ， とくに「地形」の部分では闘台から ， 地形を どもたちゃ •般の方々に日然現象のそのままの姿を理解してもらう

観察し ， 参加者1
’
l身が地形区分 ， 成Ix!を考えながら，，寸，倫して ， 雄人· ことが， まず ， 屯要であると思います．

なI'1然をI91分のllと珀と体でとらえることに屯点をおきました． こ （文貨 八幡Il:AK)

"-aIii 

巡検報告

霞日
99 年度第 6 回執行委員会が7Jl 12 11 ()I) 14 : 00 から ている要囚の つでもあるので 、 ワ ー キンググル ー プで論集令

II本地質学会 ＇l｝務1,I)で行われました． ／1リれj者は ， 足V執行委員 体につ＼ヽて検，，寸してもらうことになりました．

長 ， 犬野 ， 公文 ， 14々木， 滝111. 渡部の各執行委い ， 水野巾務 ・ 多数の販た部数が見込めない論集の場合販売価格が高額とな

り長でした． 今IIl1のtな報告・議題は次のようなものです ． り ， 問題である．

①第106年名古屋大会と第107年総会について ・販売部数が少ないからといって発行を制限するすべきではな

行 ’Jt委い会より第106年名古1脊大会の準備状況が順凋に進ん く ． 学問的に怠義があれば逆に発行を保証すべきである．

で＼ヽる，点と第107り総会（2000印仕 つくばrli)の準備状況が ・習者にもペ ー ジチャ ー ジなどI'心分の負担をしてもら＼ヽ ， 販売

報古されました． このなかで，107｛卜総会で新し＼ヽ試みとして ， 価格を低く抑えたらどうかなど ．

杓f· •学4：．・院牛向けの研修の場としてショ ー トコ ー スが企11hj ③臨時評議員会について

されており ， 内容 ， 溝帥などは公梓の r定であることが紹介さ 第106印名古1脊大会の時に臨時評議且会を開催することにな

れました． これに対し ， 執行委員会では ， 企11l!jには賛成である， りました． j・：要議迎は会則細則惰の改正問題 ， 各罫問題 ， 名情

シンポジウムと、lt列しない よう1}il(tl;11を検叶してほし＼ヽ ， 良＼、 会員問題守です．

テキストがあれば学会として発行したらどうか惰の怠見がださ

れました． 今介になって ． 50歳前後の会員の，i卜報が多くなって＼ヽます ．

②地質学論集について 皆さんごl
’

l愛を ．

地質学論集の52, 53の発行企両に関連して以ドのような議 （ 会員委員長 滝lIl良駐）

論がありました ． 論集発行に係わる費川ば学会の財政をII氾し

1999年度第1回臨時評議員会のお知らせ

椋，i山，平議凶会を卜記のように，10JI 811（金）に開fl『しヽたします， 傍聴ご希叩の方は ， 10)1411 (JI) 1［午までに執行委且会
宛に ， 氏名，連絡先を心名した111,99'i,l}をご捉，’ l', 1、さし‘•

1999年度第1回臨時評議員会

II 時：10)1 811（金）午後111、'i•30分より

場 所：KKR名古）i{． ．の丸

II本地質学会News 2 (8) —← � • � 19 



熊谷直ー名誉会員を悼む

現ii：所 京都市J，：京区t'国人・競町1-1

101歳（明治31印1月1 ll ’l··) 

略／｛や

大 1E1311- 3 11 京都帝I El大学狸学部物理学科卒業

3 JI 京部帝I tl大学理学部リ）Jf

大正15'I· 3 ! l 京都帝国大学理学部溝帥

11月 京都帝国大学理学部助教授

昭和15'i- 2 I I 測地学及び地球物狸学本部委い（学術研究会議）

8 !I f哨
‘

?111,t I: (Ill制）投り＾

昭和18'I- 6 I 1 測地学及び地球物理学研究委且会委且（学術ji)f

究会議）

9 !I 測地学委い 会委い （内閣）

昭和20'1· 5 I I 京都帝I El大学狸学部教投

昭和22年 4 11 イii1!1l!H発促迎委且会委具（商I
．

．省）

昭和24{J- 4 月 地球物珊学研究述絡委員会委U( I"1本学術会議）

昭和25介10月 香川大学教投（兼任）

昭和27'i- 4 JI 測地審議会委員（文部省）

昭和27年 7 月 香川大学教投を免ず

昭和29'I- 4 月～11({-fll35 1卜4 JI 測地審議会委い

廿｛｛禾II31｛卜12 J l~1l{1.f11 32 q. 11) J 

教科川図内検定，齢l仔柑議会，凋介い

昭和36印 1 JI 皐都大学f,;叫退官

1 月 以部大学名袴教投

昭和39｛卜4 JI 大谷大学教投

昭和43'I- 3 JI 人谷大学定り退職

ll｛｛禾II43'i- 4 J I 1 11~ll({,fll46{f- :-1 /I 3111 

大谷大学教投(JI•常勤）

平成11年 7 ! I 2 I]逝去
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本学会名行会員熊谷11'( •先牛は、 平成11 ff 7 / I 2 11 101歳の｝く

）、rを令うされ急‘『I心イ＜令で逝よされました． ここに謹んで哀仲の応、

を表し， ご冥伽をお祈りIIIし 1＾
．げます．

先牛は大ll
―

_13'I· 3 II 京都帝［ F|大学理学部物坪学科の光学を専攻

されて卒業され， そのまま大学院に進学されるl9定であったところ，

故松山桔範先生担‘liの地質学鉱物学教宅理論地質学の助手になら

れ， 京都大学在任中は勿論 ， 退官後も地質学における物罪学の領域

の研究と後輩の指祁に 一 生を捧げられました．

本学会も長印の御活動の貢献により名袴会員に推挙されておられ

ます．

先生のtな研究につきましては， この文章を書いている西村も ，

修1：課程の2印 IIの1月1 11に停年で退官されましたので ， 以前の

ことは野外の観測に出たときに節々にお聞きすること， 先輩の方々

のお話などをお聞きすることと論文を読ませていただき ・部椎察し

ているところがあります． その中で先生の研究は次のように大きく

：つの分野に分けられると思います． ①測地学とくに重力測定によ

るアジア各地域の地殻構造や1＾
．部マントルの構造解析の研究があり

ます． 特にその中でも， 潜水艦によるマイネツ重力計を用いた日本

海溝付近の屯JJ測定とそれらの解析結果は， その後のプレ ー トテク

トニクスの研究の屯嬰な資料となりました． ②物理探査の研究では，

第．次Iltw大戦の戦前， 戦後を通じて， 國lJ、1外の油Illの1T{}]探介に

従·1•只し， 多くの地域の地ド構造の解析をされた． またII本各地の鉄

鉱店の磁}J探介にも貞献された． さらに晩年，T｛｝］鉛直勾配の測定）i

法を考案し， 後継者等；と日内各地の屯｝J鉛直勾配を測定されました．

この •つのI心川として桜島火山の周辺で屯｝Jとift}J鉛直勾配のI；怜介·

の測定を試み， 火山哨火との関係を謂べられました ． ③yMi物性の

研究では， 鉱物’I・：成の熱j]学的， 熱仏導論考察によりマグマの温度

推定への先駆的な研究があります． また， 先生の卒業研究のI心川と

発展を試み， llIhiの反射本の観測結果の解析から ， /J1f1iの地質（先

牛は）1 質と l iわれて＼＼た）を調べる試案をまとめられて＼ヽる． この

提案はNASAでも汁目されたとおききして＼ヽます． ④退官前3年

余の煩から ， 坪論地質学の助f·時代に初めて野外での観察から厨lJ、1

惰1111の鉗則をみて疑問に持っておられた岩伍の流動の実験を試みら

れ， 最近まで後継者とともに， 1[：．涯の研究とされました ． すなわち

伽叩
＇

t算の1 i大な咸料を1廿い40年にわたる長期のたわみの測定を

紬けられました． それらの成果は地質学， ｝
＇

｛｛i）]学等の分野で ，店j<

＂乎価されて＼ヽます．

先牛の大学おける教脊・研究の指導は， ただ指ぷをされるだけで

すが ， 測＇崖などの野外には20介ほど前まで（お印が80歳頑）／1,1て

指祁された． また解析結果は非常に謹しく聴かれるのが常であった．

先生につし＼て 番印象深かったのは ， 1992介夏Ji[I:1地質学会が

京都の11,]際会議場で約5「名の内外の研究者を集めて開かれた時，

・人の舒録会い として参加され， 皇太fを迎えた歓迎晩餐会の1吊[·

お崩！しヽした5 分間できっちりとした英訴で挨拶をされたのを感心し

てうかが＼ヽました． また[l)、fのお祝しヽを京都大学大学院理学研究科

地質学鉱物学教字のt催で卒業’ I・：を集めて行ったとき， 多くの方々

に現在の研究の状態をてしヽねいにきかれていたのに敬1111した次第で

す（添付したり真は白J、rのII、iのものです）．

泉ドにあられて暖か＼ヽ眼免しで ， 学会の発屎と後輩の研究を見守

って＼ヽただけるものと念じ ， 謹んでご冥福をお祈りしヽたします．

� � 

平成11印7 II 25 11 

（シンクタンク京都1.91然史研究所

京都大学名腎教授

西村進

一 II本地質学会News 2 (8) 



名誉会員 高井冬二先生のご逝去を悼む

第
＿

．．紀のEl本が大陸と接続していたことを強調しておられます ． 昭

和30年代刈時は •般に漸新titといじられていだ常磐炭lllのI
’

1水I汁

群を哺乳類化石から始新世とtikされ， それが正しかったことは近

年になって微化伍の検討が進んで立訓されました． また， 中［玉l東北

部を中心として大鼠の化石が知られるジュラ紀の淡水魚Lycoptera

の記載は先生の学位論文であり ， この魚類の研究の出発点となった
業禎です ．

昭和30年代以後は， 人類学者と協力して， 化石人類とそれに伴
う哺乳動物群の研究に没頭されました． 浜北人 ・ ミヶH人 ・ 牛川人

などH本各地の化石人類の発見にとどまらず， 昭和36年以後 ， 東
泉大学のビド業として数[HIにわたって実施された西アジア地域での化

石人類調介では， 副隊長として研究グル ー プの統率と研究の推進に
大きな力を発揮されました． この調在ではイスラエルのアムッド洞

からきわめて保存の良いネアンデルタ ー ル人の頭骨及び骨格を発掘

し， 大きな報告苫を執筆・編集しておられます ． 退官後は， 進化生
物学研究所の事業で ， 南米ボリビアのタリハ盆地の新第·三紀ほ乳類

化伍群の発掘を指揮し ， 人htの化伍資料を発掘して出載され ， 現地
に大きな化石博物館が設立されるのを支援されました．

高井先生は日然史科学の振興， 特に日然史博物館の整備に尽｝Jさ

れ，東京大学総合研究博物館の前身 ， 総合研究資料館の発足に際し ，

その設立準備から初期の連営まで中心的役割を果たされました． ：li

時 ， 東大地質学教宅に保管されていた横山又次郎先生以来の買直な

占生物標本は， 戦争末期の疎開から戻ってきた状態で放岡されてお

りました． この標本の整理 ・ 舒録業務を， 高井先生の総指揮のドに

昭和31印以米数年にわたって， ‘り時の地質学教室第4講府の教

官・院生が， 占生物の専攻であるなしに係わらず全具で毎週1 l:lの
午後を費やして行ったことを思しヽ出します ． また， 先生はH本学術

本会名憶会員高井冬
．：

． 先生は， 平成11 年6月21 11, 肺ガンのた 会議自然史科学博物館特別委員会の委員として， あるいは国立科学
め逝去されました． 卓年87歳でした． 博物館の評議員として自然史博物館の発展に）Jを注ぎ ， 大きな足跡

悩井先生は明治44年12 月1 5 H, 東京のお生まれで ， 昭和10年 を残されました．

3)j東京帝国大学理学部地質学科を卒業， 大学院を終えられて， 昭 先生は研究室では護厳実直 ， ‘詳黙で ， 遊んでいることをri'fさない

和14年7月からliil理学部地質学科の助［17"I・10月から晶師 ， 雰囲氣をお持ちで ， 恐いという印象すら感じられましたが， 野外に

18 年3 月から助教授と累進され ， 昭和30年7月から教授になられ ご •緒すると ， ―•転 ， 実に楽しそうにして山を歩かれ， よく話もな

ました． 昭和47年に停年でご退官のあとは財団法人退化生物学研 さいました． 西アジアの調在では我々行者逹といつも •緒に発掘現

究所のt任研究員を平成7年までお務めになっておられます ． 場を飛びlnlり ， 周辺の第四系を調査にl9.• il行し， 町を探訪し風景を楽

先生のご専門は化石脊椎動物とそれに枯礎をおく新生代の年代論 しみ ， 珍しい食物を味わったりしておられました． 先生とご••緒に ，

でした． 初期にはアオモリゾウやその他の化伍長鼻類の，記載を精jJ 氣温45℃という中をジー プで埃まみれになって死海のほとりを走

的に進め ， また平牧層・1i狩層の中新litほ乳類化伍を9記載しておら ったり ， 塩水を晶めた水筒をドげて砂漢の洞窟の調介をしたことを

れます ． 先生の大きなお仕事としてあげられるのは古第：．紀の哺乳 思い出します ．

類化伍の研究でありましょう， それまで本格的な，；』載のなかった東 先生はきわめてご健康で ， 東京で学会が1ltlかれた折りなどには最

アジアやH本の始新llt ， 漸新litの大/f,l哺乳類化1i群について， 昭和 近まで出てこられるなどしておられましたが， li./l末より体調を崩

13 年の朝鮮＇if山炭HI廂の哺乳類化石の，記載に始まり ， 中部炭1:!lや され人院 ， そのまま帰らぬ人となられたよしです ． 在りしHのお姿

常祁炭lllからの資料につしヽて謹細に記載し ， その生1悦序学1 ．．の意義 をしのびつつ ， 謹んでご冥福をお祈りします ．

や ， 占生物地理学：卜の意義を論じられました， そしてこれらの化石 （大阪学院大学 鎮西清絲）

がユ ー ラシアの同時代の化石群と密按な関係にあることをぷし ， 占
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田中耕平さんの

ご逝去を悼む

本会会員 ， 廿l中耕平さんは， 平成

11年6月25 [j, イ逍包の死により逝l:

されました ． 序．年53歳でした ． 平成

11印4月に ， 長年活動していた防災

科学技術研究所から｛ぱ州大学農学部に

移って， 間もなしヽことです·

Ill中さんは， 昭和20年11月東京都

に生まれ， 昭和43年3月＇社稲lli大学教育学部理学科を卒業しまし

た ． 引き続き県稲田大学大学院理I
ー

．学研究科の修I：課程に人り， 昭

和48年3月には1ii]大学院博t：課程（資源及び金属l
．

:学）を修（し

ました ． 博七課程で行った「関東山地の 、：：波川結晶片岩 変成分帯

と変成鉱物について」の研究に対し工学博l：の学｛立が授与されまし

た ． 学位は， l：学博l：ですが， 研究テ ー マ名から想像できるように，

研究内容は変成岩岩石学で， 丹念な地質調牡と罪微鏡岩石学により

変成分帯を行い， 鉱物分析から変成度を解析したもので， 純粋な地

質学の研究です ． その後 ， 昭和48年4月から昭和50年12月まで

は， 早稲田大学蒻等学院溝師をしながら， Iril大理1こ学研究奨励研究

生として， 研究を続けました ． この時期に ， 川中さんが何を考えて

しヽたのかを， 直接伺ったことはなしヽのですが， 「 地質学を続けるか，

まったく別のことを始めるか」で悩んでしヽたのではと想像します ．

川中さんの決断は， 後者でした ．

昭和51年1月に， 科学技術！『国立防災科学技術センタ ー 第2 /iii 

究部地表変動防災研究宅に採川になり， 斜Ihi崩壊・地すべりを対象

としたl、isli1地質学の研究を始めることになりました ． 昭和60年7

月には第3 研究部地表変動防災研究宅長 に就仔しました ． 平成2印

6月には同センタ ー が組織改組され， 防災科学技術研究所防災総介

研究部地表変動防災研究宅に変わりましたが， 平成11 q·-3月まで，

貰して斜Ihi崩壊・地すべりの研究に携わりました ． この間， 昭和

55年5月から1印間 ， 米国地質調在所閑境地質部に留学し， 地震

による斜面崩壊に関する蔽新の現地調介， 解析技術について学びま

した ． この成果は， 長野県西部地震の斜I(li崩壊調介に生かされまし

た ． 昭和57印～58印には， 科学技術庁研究調整同で併任専門官と

22 

して， 研究プロシェクトの，廿lihi・調整を行しヽ ， プロジェクト研究の

椎進に）Jを発揮しました ． また ， 平成9 q .~ 10 ｛卜には建設省lEl t 

地理院にも併任となり， 地形学の研究者との交流を通して， 研究者

として学問のIlliを広げました． 平成11年4)]には， それまで掛梢

しだだ績を踏まえ， さらにスケ ー ルの大きな研究を行うために1,i州

大学農学部に転任しました．

川中さんが斜面崩壊・地すべりの研究を始めたころは， これらの

研究に粘卜鉱物哀斜面水文学， 物理探査など ， それまで適川され

ていなかっだ学問分野が適用され始め， 新しい防災研究の展開が図

られようとしてしヽた時期でした ． そのため， 人間の牛活に直按関係

しない変成店を対象に， 」人で調査・分析し， 研究を進めるやり方

から， 生活に密着した上壌・土層を， さまざまなf•法を使＼ヽ， 多く

の人と協）Jして， 研究を進めるプロジェクト研究に変更することが

要求され， 田中さんはこの要求に答えました ． プロジェクト研究が

成功するためには， 優れた研究者が集合するだけでは， うまくいき

ません． そこには， 明確なH標を立て， 研究者間のみならず， 外部

の関係者まで調整できるキ ー パ ー ソンが必要です ． 田中さんは， ‘Iぇ

成2年～66印の科学技術振興調整費「火山地域における1：砂災害

釘l{Il f•法のI}[1発に関する国際共同研究ー岩屑流発生場に関するJi)f

究」において， キ ー ハ ー ソンとして， f算要求， 十数機関の研究者

間の調整し， 国際シンポジュムを開催し， プロジェクトを推進しま

した． 調在結果は， 「料梯火山一防災研究の迎展にむけて一」(1995

II本語；1997英語）にまとめられています． また ， 平成7年の兵庫

県南部地点では， 虚災後 Ittちに調代に1f f•し， 資料収枯と現地調介

を行い ， いち吊く結果を「1995イト兵1中肌南部地震による地表1/1i変

化変位凧図」(1996)にまとめました ． 行動力のある学者でもあっ

たのです ．

現在 ， 地質学は， これまでになく厳し＼ヽ状況ドにおかれて＼ヽます．

地質学が1lil1;杵を付る学問となるためには， 地球環境の保令と1·1然

災害対策など ， 生活と密着した分野で， その打効性を般の人にポ

していく必嬰があります ． そのためには， 111中さんのような行動）j

のあるキ ー ハ ー ソンがますます市要になってくると思われます． Ill

中さんの早すぎる逝去が悔やまれます ． ここに謹んでご冥福をお祈

り中し1 一

．げます．

（農業［：学研究所 今泉棋之・

防災科学技術研究所� Jtl I 隆）
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1999年度第2回定例評議

員会議事抄録
1999年8)I 311 

II本地質学会，沖議負会議長 小泉 格

II fl寺：19991!'-6)126[」(J.)12: 30~18: 00 

場 所：北とぴあ 902会議宅

加h,i者：小松ll-：ヤ会長， 取辛恭•徳岡降人

副会長， 小泉 格評議員会議長

足立勝治， 足立久男， 阿部国広， 会

|:lli,i行， 赤羽貞ヤ， 赤羽久忠（代

那須）， 秋鮒文 雄， 犬野 り｝， 在III

則， 磯崎 行雄 ， 板谷徹丸， 1：砂1F.

·, 水広昌之， 大友寺·f， 菊地降 男，

久保和也（代 渡部）、 公文貨1：火，

熊井久雄（代 古川）， 小，’1,1良幸，

小林禾II宏， 14 -_々木和彦， 1左瀬禾II義，

洒井治芋（代 磯崎）， 柴 正博，

柴崎直明（代 松本）， 周藤賢治

（代 立.fi), Ill結庄良昭（代 赤羽

貞）， 川崎利lil． （代 大友）， 蒻橋［F.

樹 ， r：沿安克己， 滝Ill良桔（代 足立

り券）， ｝せ hf中(fし 人LIU), \,fム1-i肝i

昭， 徳橋秀 ．
， 鳥海光弘， 那須竿悌，

新及恰明（代 大野）， 楡井 久、

野村 哲， 別所孝範（代 14•瀬），

貞砂英樹 ， マ ー テイン ・ アンドリュ
ー ， 松本俊怜丸山茂徳， 矢野枠雄，

湯浅真人， 古川周作 ， 占11-1武義， 渡

部芳夫 各評議員 水野篤行(1げ務

闘）

報告事項

1. 執行委員会報告
(1) 第一庶務委員会

火野 男委員長より次の報店があった ．

1) 次の研究助成等の推筋依頼 ・ 募秘があ

った ．

（］＼ 平成11年度H本牛命財団研究助成

締め切り5月10 [l. 

(2•' 1、ヨタ財団1999 (平成11年度）介

度研究助成 締め切り5月20 l].

(3) 日本学術会議による平成14年度

(2002)共IIilt催国際会議の募集 締

め切り2月末El.

•I) 1999印度地球化学研究協会学術買

「:t’む賞 」の受賞候補者および研究助

成候補者の推筋依頼締め切り： ：：む買

1999. 8. 31 ;研究助成（第1 fnl) 1999. 

8.31（第2In!) 2000. 4 J lぷ

2000年度「女性科学者に明るし、木

米をの会・猿橋代」受買 候補者および

研究助成候補者の推檄依頼 締めl;IJ

り： 1衰材舟'l't 1999. 11. 30 ; !i/f’究U}J I戊

1999. 11 /1,.J,, 2000. 4 JI,.J,. 
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（（） 第7回II産科学買朕補者と第26[llj[j

廂学術研究助成候補者の推煎 締めl;/J

り8)l20 ll.

(7 11本学術協）J財卜ti l:催学術シンホジ

ウム（平成1119月111~12年1月20

IIに構l催分）の企llhi枠集 締め切り6

/l 30 II. 

8 ，， 平成11•印度（第21|ll|)沖縄研究奨

励買の推防 締め切り9月30 I l. 

, 9. 1999年度朝ll 1\'の 候補者推勅 締

め切り8月3111.

（l(）） 平成11年度東レ科学技術罫及び東

レ科学技術助成の 候補者椎樅 締めl;/J

り10月811.

〈11., 平成12年度カイロ ・ ナイロビ研究

連絡センタ ー 派逍研究者の蒻集 申し

込み： 9月13 |1~17 ll. 

2) 次の共催 ・ 協賛・後援 等を底名した．

1 第43lnl粘l：科学，！‘} ，；倫会 （11. 9. 16~ 

9. 18,倉敷芸術科学大学）の共催． （4.

7 1 J• I t) 

2. 11本学術会議IGCP Congress (11. 5. 

7 ~5. 13, 神奈）ii肌能111町）の後援 ．

(4. 9付け）

し｝ 中部地質梢報展「20｛，寇印のタイム

トラベル 」（地質調ff.I,n・ ド催 ， 10. 9~ 

11, 名古／哨rIi科学館）の共催． （4. 15 

付It)

4 （社）II本）粗業機械1:業会 ほかtlii!

「'99地球環 境 保護 f ．
． 壌 ． 地 1ヽ｀水浄

化技術展 」の協賛 (9. 8~10, 東京ビ

ッグサイ1、東京IIil際展ぷ場）の協賛．

(4. 26付It)

ゼオライト研究会titi!「第15111]ゼ

オライト研究発表会 」(10. 21~22,

北見rli民会館）の協賛． （4.28付け）

（） 地盤l
．

．学会 ． l1本トンネル技術協

会・[Iil際トンネル技術協会tiii: [IS­

Kyoto 2001 Modern Tunneling 

Science and Technology 」(2001. 10. 30 

~11. l, )紅都111際会館）の後援 ． （5.

11付け）

7 (財）I l 本 科 学 技術枷興財 団．t ili 

「 99青少年のための科学の祭典」の

後援と ’
だ験油ぷ協）J. 5. 24付け）

3) 次の転載 等を，｛F"Jした．

! 1 ! 0.111直樹会負に対して， 地質雑，

100, 10の11絵咋真 ， 第4図A, B,第5

図('-Illほか）を「オンネトー 湯の滝，

足寄町オンネト ー 湯の滝のマンガン生

成緊急 ，凋行報告苫」（足寄町 教育委員

会「lj)に転載（3.29付け）

2 T•虻肌中央博物館に対して， 地質
雑， 94, 3, p. 190, 191の第3図（小竹）、

同， 101,7, p. 517の第2図（小竹）を1[il

梱物館I•Il,「地学資料 千倉・！91}澤

群雛/�1,/', (1998年度版）」に転載 ． （3.

20付1ナ）

〔i ．．． 田直樹会員に対して， 地質雑，

100, 10のI l絵芍真， 第1図 ， 第4図A,

第5図 (-:． 川ほか）を， 「プレカンブ

リアン ・ ハ ー ク「湯の滝 」へようこそ

一微生物が作るマンガン鉱床が語る地

恥環境学ー 」('.Ill直樹）， 地質ニュ ー

ス(19991卜3月刊f定）に転載 （4. 

1 2 l寸1ナ）

＇［ 長谷川 中．会員に対し て， Jour. 

Geo!. Soc. Japan, 101, p. 6, fig. 3 (T. 

Has e g awa)を， Pal e o n t o l o g i cal 

Research掲載のIdl会具の論文に軋載

(5.15付1ナ）

］ 宮武 降氏 （非会員）に対して， 地

'貫なi t 102, p 903, Fig. 10 (a) , 11 （軋り

本ほか）を地
‘

f：雑誌掲載の1iil氏の論文

「史料地虚と 虚源過程」に転載 ． （5.15 

付It)

b （社）1ぶ農教有会出版部に対して， 地

質学会 ニ ュ ー ス， 1, 11の表紙
‘
Ii真

（中田）を， 「平成14年度川小‘学校理

科川教科；l}（ 新し ＼ヽ 理科 6年ド）」（Iiil

出版部1:II）に転載（5. 21付け）
, 7i ー．浦大助会位に対して， 地質雑，

71, 494~512の論文第2図（荒牧・

羽廿l)を， 1iil会負の2論文 ，J. Vole. 

Geotherm. Res.とJ. Geophy. Res.に

転叔(5.24付け）

8 伊藤 、1直会位に対して，地質学論集，

45け ， p. 114, Fig. 8（北村）をlriJ会員

の論文 （地質雑， 105,No. 7)に軋載

(6. 4付1ナ）

4) 4月3, 4 11にf定通り新巾務所（井桁

ビル）への移転を行＼ヽ ， 511より通常業

務を開始した ．

5) 1998年度I El立19大学地学系l：． 任会議

(tll ‘l,I幹＇ti::神戸大学i{•藤博明教授）よ

り1999年3月付けで地質学会宛に ，「大

学人 ，，式センタ ー 試験， 「化学・地学」の

分離に関する疫咄苫」のコピ ー が送付

された ． これに関して， 執行委員会にお

いて地質学会からも要哨，1｝を提出するこ

とを検吋し， その文案を検討することと

した．

6) 文部省より ， 申晶していた平成11年

度科研費「研究成果公惜l発表 （B)」（名

古届大会時の市民講浙会） が不採択とな

った旨の 通知があった ．

7) 4月13 Il午後に日本学術会議にお いて

「科Mf費に関する地質科学関係学会懇談

会」が開催され ， 犬野第 •庶務委員長

（科jijf費問題検叶小委員会委員長）と水

野1t務1,,}長が出席した ． 平成12"卜度分

から ，寸[Ihiされてい る細Hの第1段審代委

員定数恰増にあたっての対応を協議し，

次の結論となった ． なお中泊にあたっ
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てはド記の定数の21iiの候補者を出すこ
とになる．

「地質学」 地質学会 5名 応川地質
小委員会 1名（ただし，地質学会では
審在 委員候補者の選出にあたり ． I，心
川地質分野を含み，分野のバランスを
考慮する． しばらく様fを見て，I心川
地質関係の申請数が増加の場介には委
員定数の比率を変更する）

「層位 ・ 占生物学」 古牛物学会 4名
地質学会 2名

「［出 ・ 鉱物 ・ 鉱床学」 鉱物学会・店
鉱学会 ・ 資源地質学会 各2名

また，5月10 H付けで1J本学術会議

第4部の地質科学関係3 会員（鎖西 ・

肖木 ・ 斎藤3 会員）名により，分科
「地球科学」の第2段審在委員の定数

が従米の3名から6名に倍増されたこ
とに伴う措置について迎絡があり ， こ
れを（承した． 各学会の推催枠（今年
度）は次のとおりである．

l_―1本地質学会1名 II本占生物学会1

名 資源地質学会1名 宕鉱学会1名
地珠物理関係2名

8) 地質科学総合研連の鎖西消靡委員長
より5月28 H付けで， 科研費に関する

地質科学関係学会懇，；炎会を6月29 11に
聞催する旨の通知があり ， 執行委且長

名で5月31 H付けでこの旨を関係学会
に連絡した．

9) 地球化学 ・ 宇宙化学研連委員長より
5月28 日付けで，平成12年度科研費

審森委具候補者について細t•-1「地球化

学」第1段候補者2名以内， 分科「地
球科学」第2段候補者1名の推勅依頼
があった． （締め切り7月12 H 必着）．

10) 第18関l l1本学術会議会員椎刺の た
めの学術研究団体登録叶1,―,hれを5月18
H付けでH本学術会議に提出した（受
付番号：315).

11) 八尼昭会具より5月10 1.1付けで執
行委員会宛に， 大阪rli立大学学術1,i,i報
センター でインター ネットにより公閲

する「l1本放散虫文献デ ーター ベ ー ス
(JRAD) 」に地質学雑，，志卜の放散虫を

扱った論文の英文アフストラクトを担
載することについて，公開を計u［して
ほしいとの要哨が提出され，これを（

承した．

12) 地理学関連学会連合llt品人より5月
1O H付けで，1iij連合の第1l[ll総会の報
告と同連合への/JU人の案内があった．

怠見交換の1-.,「地質科学連合に関す
る検討委員会」においても検吋しても

らうよう依頼することとした．

13) 1998年度研究焚励竹の追）JIl投りに
ついて1ri]年度第4回定例評議具会の結

論を受け ， 6月の第2lul定例評議い会
の冒頭に受買者に対する授りを行うこ
ととした．

14) 日然史学会述合の点藤靖｛さ只よ

2 4  

り ， hij地質学会委具を交代し，後任と
して森田利f.ー． 会員 (T•築翡い

＇
，：中央博物

館地学研究科）を推梢したしヽ旨の中し
出があり，これをj')f（した．

15) 地質科学総合研連鎖西消裔委員長よ
り6月2 ll付けで「地質科学関連学協
会連合のための第2[,,j会合」を7月23
ll （金）13: 30~16: 30 に日本学術会

議第4部会議宅で開催するとの通知が
あり ， 本学会の関連委具会の小松Il沖
委員長に伝えた．

16) LI本学術枷興会より，「I I本学術枷
興会科学研究費補助金（桔盤研究笥）
取扱要領について」の通知があった．

17) 学校科ll「地学」関連学会連絡協議

会に水野事務り長が地質学会委員の
人として参加していたが，阿部国広評
議員に交代することをj

’
承した．

以1： の諸報化のうち，5), 14), 17) 

について評議具会として（水した．

(2) 第二庶務委員会
湯浅真人第

＾
一庶務委員長より次の報告があ

った．

1) 地質学論集の売上状況(1999｛卜5 /I末

1
{I:) 

-- I 

No.301 No.31 I No.321 No.331 No.341 No.35! No.36 
(1988)1 (1988) I (1989) I (1989) I (1990) I (1990) I (1990) 

1500 I 1000 I 1100 I 1000 I 1000 I 1500 I 1000 

`
—

"7971 943 773 832- gロ

□□三g冨
1000 I 1000 I 1000 I 1 ooo I 1 ooo I 1 ooo I 1000 

悩，悶篇喜)
1言二こ

546 I 336 I sos I 444 I m 

1 号数のドの（ ）中は発行年度
2 笥i ll没は発行部数
3 第2段は総売I・：部数

販売部数ののびていなしヽものにつ＼ヽては．

個々の編集委員会に販売の努｝Jをお舶いする
が、執行委員会としても販売の努}Jをしてい
きた＼ヽと考えてしヽる．

2) 19981卜度第41rll定例，i平議凶会で刊行，iI•
両がJ和忍されたr\1j木・武Ill（編）の，倫集
椋題の表記に晶りがあったので， 1、記の
ように，i［II•：する．

1I・： ：占領家骨と患瀬川幣の構成要索と改
変過程

3) 卜記の地質学論化のI•Ij行，i1`lihi提案，t｝が

提出された． （議題へ）

新規flj行，廿両 小笠脱憲四郎・近藤康
'I・：（編）：タフォノミ ー と堆梢過相ー 化

1ili{iからの‘1W報解，説
4) 卜記の地質学論集の最終I•Ijti,ihIIll案が

本謹議偵会に提出される見込みである．

•宮ド純火ほか（編）：付｝Jll1本形成にお
ける緑色府の意義(97{卜度第4[11I定例
謹議員会で企画J恥忍済み）

• IJII々美寛雄ほか（編）：本州弧卜部地
殻の酸性マグマの生成(98年度第3[111

定例評議負会議で企両承，，忍済み）
5) 「木村克己ほか（編）：ジ·,ラ紀付/JII体

の起源と形成過程」(98介度第2lul定例
＂［議具会で企lihil釦忍済み）について，連
絡責任者の木村克己会只より6月16l_1付
けで，編集終（まであと2ヶ月あまりの
H 数が必要で，編集完成見込み が9月と
の連絡があった．

6) ニュ ー ス誌の編集について

本年度第3回 (5月）執行委具会にお
いて内規の改正案を検討したが， 第41111
執行委員会においてさ らに検討を)Jllえ，

改�]部分を含み ， 全文を次のようにする
こととした． （改訂された内規）
1. 本委只会は地質学会ニュ ー スの編集

を行 う．

2. 本委員会は執行委員会のもとに置
＜．

3. ニュ ー ス誌担刈執行委員を第
＾
．庶務

委員長とする． 第
＿
＿庶務委員長は執行

委員会の意を受けてニュ ー ス晶全般の

出版責任を負う．

4. 編船委員長は執行委員会が正会負の
中から適門と思われる者を任命する．

編集委員長は編集業務を統括する．

5. 本委具会は10名前後の委具をもっ
て構成する． なお，委負の数は適廿：増
やすことができる．

・ 委員は委員長の発議により執行委員
会が任命する．

・ 委具は地質学会を構成する各階層を

網羅するように選出する．

・ 委員の任期は2鉗とし，再任を妨げ
なしヽ．

・ 委只の交代にあたっては，枯本的に
半数交代とする．

6. 必要に1心じて幹9ドを置くことができ
る． 幹ポは，委員長の発議に）店づき委

員の中 か ら 執行委員 会 が 任 命する ．

（現行内規）（1998印ニュ ー ス晶第1巻
第4乃掲載）
1. 本委凶会は地質学会ニュ ー スの編

集を行う ．

2. 地質学会二こl
ースの内容につ＼ヽて

は執行委且会が責任を持つものとす
る．

3. 本委凶会は執行委い会のもとにi賀
＜． 

4. 委員長には‘侑Jii副編集委員長ある
いは執行委負長があた る こととす

る．

5. 10名前後の委員をもって構成す

る． なお， 委負の数は適 ‘l
・
・［増やすこ

とができる．

・委員は委只長の発議により執行委

II本地質学会News 2 ( 8 )



負会が任命する，

・ 委具は地質学会を構成する各階厨

を網羅するように選出する，

・ 委員の任期は2りとし ， 再仔をさ

またげない ． ただし， 迎続1り任期

間は2期までとする．

・委且の交替にあたっては，J店本的

に半数交代とする，

6. '一起務責任者として幹巾若 ・「名を閥

＜ ． また， 特に必要な場合には幹，I＿i

長をr,'tくことができる．

・幹事の任期は2年とし ， 再任を妨

げな＼ヽ．

， 幹市（幹市長）は委員の／［選によ

り選出する．

I 3) 会計委員会

{!1々木和彦会，il委い長より次の報告があ

った，

1) 1999介度5月決罪報告

とくに問題なし ． なお ， 1998印度

の 決符内容のうち ， 99年度分以降の

会費の前受金等の金韻を 整理したとこ

ろ， 会費前受金20,849,400円 ， The

Island Arcfflり金1,404,000円 ， 合計

22,253,400円であった， 決算における

繰越金は16,392,976円であったので，

発生i'：義に枯づけば， ー 5,860,424円

の赤字となる ． さらに，98年度分 の

未払い雑誌印刷費，各種賃1廿料， 社 会

保険料等（金額未整理）があり， おそ

らく 1 千Jj円に近い赤字決算 となろ

う ． 今後の財政建て直し』直の桔礎と

して， さらに検，けを進める．

2) 本年度支部補助金（計30 Jj円）を

規定に従って次のように配分する，

北海道支部 (5.5 %) 45,500円

東北支部 (7.6%) 47,600円

関東支部 (54%) 94,000円

関西支部 （19.9%) 59,900円

西日本文部 (13 %) 53,000円

3) 14務所移枢に伴う直接経費の処理が

6月2 11の丸1 iビル原状III1復費を支払

って終（した． 残 額1,246,003円で ，

新たに泉州銀行に梢立預金I l座(1け務

所移転準備金）を開設した，

4) II本学術振興会より4月26 11付け

で ， 平成 11年度科学研究費補励金

「研究成果公開促進費」（ 学術定期flj行

物）の交付内定通知があった， 交付内
定 額：2,480,000円（前年度よりマイ
ナス44万円）． 5月10 [l付けで交付 申
晶書を日本学術振興会に提出した．

5) 文部省学術惰報センタ ー との間で，

3月18H付けで電f図書館サ ー ビスの
運用に関する申し合 わせと覚え書きを

交わした，

6) 学術著作権協会より平成9年度複写

使用料172,908円分配の ， また出版者

著作権協議 会より平成7, 8年度分 の

著作権使川料として65,000円分配の通

知があった，

7) 第106年印会の参加費につ＼ヽて（行

*委員会報告参！！（！）

8) The Island Arc J.もの取り扱＼ヽf数料

につ＼ヽて：lriJ晶編集 巾務！＇，）長より，

「The Island Arc,i、もの中し込み受付と晶

訛料の取扱作業を学会1i務闘で開始し

て2年を経て， lii]作業がほぼル ー チン

で対応できるようになったことや ， ／11,

版．JじのBlackwellScience社のId!品をめ

ぐる厳しい財政状況も考應して，これ

までの取扱f数料7％を2000年の講咸

取扱分からは，IIil社の通常のf・数料で

ある5％に変更した方がよい」 と提案

され ，検 ，，寸の結果， とくに問題はな＼ヽ

と＼ヽうことで［承した．

(5) 会員委員会

足立勝治執行委員長（滝HI良桔会員委員長

代行）より次の報店があった．

1) 会員の動静(5月末現在）
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2 )  次の人 会承認を 行 っ た （敬称略）．

,it•59名

1I―ー会員（16) :熊澤慶伯 ， 坂蛤 博 ， Ill

中 豊薪I\『明義，渡邊1Iー：巳 ， Ill中亜脅
金井折男，岡崎智俺りf•，竹原敏勝（以l-`

9名， 4. 19), 横山良何 ， 斎藤秀康， 山

Ill 晃 ， 鈴木雅博 ， 金城停芙（以．I：5名、

5. 17), ド柿Jじめぐみ ， ―.木武行（以l·-

2名． 6. 14) 

院生会員(38) :黒渕まどか，大塚降百］，

惣田 降， 「藤崇，小1!1裕幸，佐藤 •

行，林 宏佳 ， 金成原， 郷津知太郎 ， 山

川敏弘， 森山 隈（以l-.11名， 4. 19), 

久保知庭雛本riji弥，野中広美 ， 藤原み

どり，1ifiIll英樹， 堀川恵ril， 林 知1/J f-' 

赤嶺加之助（以1.8名， 5. 17), 安藤勧 ，

安原盛叫 r)i)JIII降
―

ー ，梢l叫史， ＇犀i改J'

叫安多 剛，｝齋藤史仁 タデッセ ユ

フネ ， 河村大11・ ， 古川 潤 ， 戸邊恵軋

府崎l]
．

．，I,i ， 山武 裕， 横山謙··・ ，岡1.ll耕

作，長谷音Ill午料＇ f, 古玄貴 ， Ill中菜摘 ，

辻野泰之（以t·.19名，6. 14) 

学牛会員(5) :守1l1 止＼｀ 河野知治， 尼

日斤治（以I. 3名 ， 5. 17), 竹I)礼真希 ，

根建昭 ＾（以1.2名，6. 14) 

3) 逝よ者（敬称略）rit5名 名腎会員

(1) : ，：沿井冬
．

． I［会具（3) :矢萩賢（:,

安藤峰朴I, 大島睦nl ， 鶴l:ll 修

4 )  次の退会承 ，，忍を行った （敬称略）．

，廿10名 賛勘会員（1) : ：島 菱マテリア

ル株式会社(5. 17) ii：会員（8) :卜部ぞ＇,'

美 ， 阿部 ‘瓜 小lli潔，西村 迎 ， 矢

野牧夫 ， 1ii [ 1聡史（ 以 I. 6 名 ， 4 .

19), 安藤li郎（5. 17), 新藤静夫(6. 14) 

院牛会員（1) :伊藤 光（4. 19) 

5) 1996年度以降の 会費滞納者（l［会員

70名 ， 院生会具8名 ， iit78名）が， 今

後会費の納人のない限り， 第 3Inl定例 ，；平

議員会において除籍が決定されることと

なる．

(6) 編集委員会

見海光弘編集委員長より次の報告があっ

た．

1) 地質学雑誌の編集状況(6月14 Fl現在）

105-6 論説5 短報1 （校ii—：中）

105-7 論説3 総 説1 短報1 （人稿

済み）

f•持ち論文 論説13短報4 合計 17

在誡中論文 53 

投稿数（1999年）論説（和文30, 英文

8)短報（和文 5 英文 1)討論1

合計 4 5 （昨年比 ー 20)口絵5 （ 英

文1 和文4)

印刷原稿 は105-11まで確保 されている

（論説15 短報5),

2) 編集委員会体制について

現在の編集委負は本年6月末で3年の

任期が終「する ． 1999年度以降の編集

委具餃補者につしヽて， 検討した． 昨年

12月からオンライン上での編集体制を

とっており，軌道にのっている． オンラ

イン体制では編集委員（幹事）は全国規

校で差し支えない ． また， こ れまで長期

にわたる編集委員は交代するのが望まし

い ． さらに，投稿原稿の分野 別の多少を

考慮して人選を行った． 餃補者は別紀の

通りである（ 後出の執行委員会報告， そ

の他参煎）．

(7) 行事委員会

公 文富•t：夫行事委員長より次の報告があっ

た．

1) 第106年年会（名古屋大会，1999年10

月9 ~ 11 Il、 名古屋大学）

準備は順調に進行している ． 予告記事

をニュ ー ス，，志に掲載した． 7月10H, 24 

Hにプログラム編成を行うf定である．

今回は市民溝浙会の補助金がイ＜採択と

なり， 財政的に苫しくなったので、 執行

委員会での検討の結果，不足分について

ば受益者負担の原則を導入して大会参加

費を値l．．．げし ， かつ大会督H の受付事務

の合｝！！！化を計るために前納制をとること

とした． 参加費はド記の通りである（カ

ッコ内は ‘’i fl払＼ヽの場合）．

I［会員3,000円(5,000円） 名驚会負・

院牛会fi . 学牛会員1,000円（2,000円）

JI•会員5,000円(6,000円）ただし、 前納

して大会に1渇参加の場合には事務手数料

200円を培し41いた残額を会費の ・部に

充刈し （名袴会員を除く 会員の場合），

あるいはさらに返送料を差し引いて後H

返却する（名袴会員と非会員の場合）

2) 第107年総会・シンポジウム

2000年3月18 H (I:)~19 日(H) に

筑波大学大学会館で聞催することが決定

されてしヽる．

3) 第107年｛卜会（松江大会）．
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2000印9月29 |l~10月1 H （金～II)

に島根大学で開催，fJIき続き野外見学を

行うことが決定されている ．

4) 第108q．｛卜会(2001'I秋）金沢 大学に

IJf.J催の可能ド1を打診中 ．

5) 中長期の課題として， 1＼記について検

＂寸を進めていく ．

・大会連党の経費の賄い方：参加費（＋

科研費）＋，；衛賓要旨利益＋学会費＋寄

付（ただし， 学会費は， 財政問題検wl•
委員会の答IIIにしたがってゼロに近づ

けるように考える）
．

，溝油 要 旨 の配布方 法：前渡し ，

CD-ROM化， オンライン化

以卜の報告について， 晶油要旨の捉

出締め切り期ll従米より ＇社まったこと

に対して、 とくに発表に関しで、］秘義

務のある場合には期間が知いことはつ

らしヽので， f告を早める等の考慮をし

て欲ししヽとの嬰哨があった ．

(8) 国際交流委員会

磯崎行雄国際交流委員長より次の報店が
あった．

• WPGM2000の組織委U （小松 11 ・
＾

．｀幻会

長）， 準備委偵（じ木賢策会員）， プログ

ラム委員（木村 学会且）が決定された ．

• II本学術会議結晶学研連委員長 ・ H本結

晶学会会長名により「2005年1.El際結晶

学連合大会(IUCr Congress)」のIJ本誘

致の現状の報店と ， I，秀致決定の際におけ

る協賛の1衣粕があり ， 協賛を承諾した ．

本評議員会としてもこれを［承した ．

(9) その他

・ 足立勝治執行委員長よりド ， 記の本年度

常憫委負会委負名簿がポされ， J'承され

た（ただし， 編集委員の任期は 2001イト

まで）．

第廿！；務委員会（大野 男）向山栄・

\,1..fi雅昭

第
．
．枇務委員会（湯浅真人）1/I•藤幹火

ニュ ー ス誌編艇委仇会 高橋Il：
． 樹［編

集委員長］・牧野泰彦 ・ 香村 ・夫・渡

部芳夫・多l:Il降治 ・ 真砂英樹•島lll耕

史・足立勝治 ． l・ ：砂II.:·・ ・ 梅沢俊 ・・

印l:I正 史・ ...III直樹・鈴木喜計・阿部

川広 ・蟹汀．康光 ・松岡倣
．
． •松島義

咽・神戸侶利l

会川委員会（｛左々木和彦） l：砂1E • ·松

本俊ヤ ・ Iti川八州夫

会員委具会（滝IIl良桔）中lt1節也 ・ 鈴木

弘明

編集委員会（，烏海光弘・渡部芳夫）1i)|: 

和彦 ・ 石渡 明 ・ 伊藤康人・ 人ll 俊

明 ・榎ヽlie正樹 ・ 奥村兄史・ 上岡 兄・

1側澤好博・小竹1,i宏 ・ ｛左藤比呂ぷ・{Il

野弘好 ・ 塚原弘昭 ・辻 降Ifl. t谷f, i 

蒻 ・ 中川光弘•長谷川 中• 平野弘

追•松岡 篤•松田博貴・ —.̂ lll村‘ぷ

怯I· 中寸II l iりlli 

行 ＇tり委且会（公文
‘l計1：大）（以ドカッコ

内 は分 野）秋鮒文雄（石油）•岡III
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誠(Mlヤ）， 、女吼泰if男(j梓札�)・ 1妥Il泰f
ー
・

枷t(, 1,'l・オ勿），tg、i（；正杜1(flィi)• 1}hl襄

順 ．（火山）・木村克己（構造）・斎藤

真（地域）・斎藤文紀（過程）•取本1[

徳（梢報）・ 未定（1，心川）•HI村嘉之

（環境）•西村 昭（海洋）・ 榎ヽli9 llー．樹

（l州催校）•木村純 ・（次期開催校）

国 際 交 流 委 員 会 （磯 崎 行 雄 ） 木 村

学 ・ 丸l lI茂徳 ・1協lll浩
・
ー（交渉中）

・足立勝治執行委員長から本年度会計監

介候補者として長瀬和雄（Iり任）•青

野道火·（新任）1,1杉会員を本評議員会に
提案 することとしたことが報告され

た ． （議題へ）

2. 研究委員会報告

(1) 南極地質研究委員会

本古洋 ，委偵より文｝｝により凡記の報告が

提出された ．

1999年 4月17 H ,  SEAL計lrlli（東南極リソ

スフェアの構造と迎化研究計1Ihi）のワー キン
ググルー プの会合を極地研にて開催した ． 参

}JIl者 16名 ．

1) これまでの研究経過について， 1i塚英

男（，内j知大）， 小山内康人（岡山大）， 1i

川正弘（横浜11い1大）から概要の報店があ

り， また鈴木！1! （（総研人:), 外Ill倅1,'千

(1,i])からそれぞれの学位論文の内容紹

介と討論があった ．

2) 第40次隊調査報古： 3月28 II帰IElし

た本9与洋 ▲（極地研）から調介概要の報

告があった ． 本占洋 ・， 占村康降（蒻知
大）， 宮本知治（九州大）， E.S. Grew 

（メ ー ン大）， C.J. Carson（シドニ一人:),

D.J. Dunkley (lril)の 6名は ， ‘聞初ア ム

ンゼン湾トナー 島をベ ースにして西エン
ダ ー ビ ー ランド 幣で約2ヵII間の調代

を行なう·f定であったが ， 強風によりへ

リコプタ ー が損傷を受けたため， ‘’1初の

計画は縮小を余儀なくされた ． かわって

リュツオ ・ ホルム湾のルンドボ ー クスへ

ッタ ， スカレビ ー クハルセン， スカルブ

スネス， ラングホブデで約2週間の調在

を行なった ．

3) 将米 ，廿1r!Jj: SEALJ「両の最初の 3印Iiil

で調在されたナピア岩体のユニー クさな

らびに今後に残された問題点が鮮明にな

ってきたことをうけ， ひきつづき調介を

継続すべきとの意見が大勢を占めた ． た

だし， 40次隊の教訓から ， 調在方法に

ついては今後）：ii可能な方式を検討して

＼ヽくこととした ．

(2) 環境地質研究委員会

香村夫委只より文内による I濯山の報店が
提II＼された．

くシンポジウムの開催 r定＞

il) 「1絡棄物処分・残I：石処分・地質汚

染」に関する国際シンポジウム

II本学術枷興会鉱物新活川第111委員

会t催 ‘り委員会共催

ll平,!: 1999年7月2711

会 場：住友海1一．リスク総研人ーホー ル

（東京）

2 第9回環境地質学シンポジウム

II f悶：1999qこ11月2511 26 ll 

会 場： ＇社稲HI大学11il際会議場

II本'|青報地質学会， H本鉱物学会と共

催f定（交渉中）

1 /21の詳細は ， 地 質 学会ニュ ー ス晶

1999年 6月号に掲載

くその他＞

＇ト リ ー フレット「水循環と地質環境

（似題）」草案原稿の最終チェック中．

2 「上総堀りと自哨井の記念碑」建立

に関して．

建立実行委員会と協）J事業 ． 今虹

建立f定．

(3) Tectonic Map of Asia (CGMW)研究委員

会

渡辺暉夫委員長より文苫により1、記の報告

が提出された ．

本 委 員会 は 1 9 9 5年 にモス ク ワ大 学 の

Leonov教授の呼びかけに応じて ， H本およ

び周辺海域のTectonic Mapの編集を中心に

A siaのTectonic Map作りに協力することで

作られたものである ． 1996作のIGC北京 大

会でLeonov教授とあったが， 「全体の進展が

遅れているので， 全急DATA を送れ」とのこ

とであった ． 渡辺はとりあえず， 地質調在所

発行の地質図をもとに， 要請されている構造

区分にしたがって陸卜地質を編集（個人案と

して）し， Leonov教授へ郵送（航空便）し

た ． 「海洋域の DATA は今は送れない 」との

mesageをつけた ． その後， dataの質の確，1忍

や海洋域が必要かなどの問い合わせを e-mail

を通じて何Inlか行なったが， 返事はまった＜

ない(e-mai]は届いているはず）． もともと，

ロシア側で発想した企両なので， 提llli者から

謹しい連絡（編集原案の提ボなど）がない以

I．̂， 動きようが無＼ヽ．

今後もロシア側と連絡をとる努｝Jをする

が， IGCが つの契機であったという経過か

ら考えて ， 次回のIGC(Brazil)まで待って

結論をだすことにしたい ． 近くLeonov教授

に連絡し， 返巾次第でf:1本独自の貞献を検討
したし‘·

なお， これまではロシア側の要請に答える

ために研究委負会という性格を保ってきた

が， 次lnl!GCを米年に控え，［玉l内的に 定の

結論をだすように ， 近く委員間で連絡しあう

ことにしたしヽ ． 個人的には 8月に ロシアを訪

問 するので， この折にLeonov教授と述絡を

とる努力はしたしヽ ．

(4) ヒマラヤ地質研究委員会

在f_114{IJ委且より， 今回は報？濯項はない

との連絡があった ．

(5) テクトニクス研究委員会（報告なし）

(6) 「地質学と地震」研究委員会（報告なし）

(7) 地質基準委員会

新尉，i明委具長より文書により第3回地質

桔準委員会に関 するl＜ ， 記の報店が提出され

た ．
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場 所：地質学会ボ務It,}

出席者：足立勝治 ． Jく野男 ・ 吊川俊之 ・

洒井降太郎 ・ 水野篤行 ・ 籾倉克幹•新k
t i明・滝Ill良）店・＇刊II進 ． ． 1：砂1E • · 

山Jじ孝：広

1. 検ri寸内容紹介および意見

1) 、J（山および火山内について山）じ委

負：構造品錐 ・ 物理探査・地震探介な

どの調介方法が人っていで性能桔準に

なじまないのではないかとの意見が出

されたが ， それ以外の調介方法がない

のでこのままで良いのではないかとの

ことであった．

2) 沖梢層について籾府委員：前1111まで

の委員会の，；寸論の結果を反映させて大

輻な変更が要晶された． 調査項tiでは，

第 に「沖梢層0)店相 と 堆梢環境 」

（内相には粒度糾成などの地質学的宕

相の他にN値や透水係数などの物性 ・

}]学的性質も含まれる） 「沖梢層の分

布と構追」「沖積層の年代」「堆積環境

の変化」（海水準変動と対1，もさせてモ
デル化） 「氣嵌変化」， これは現在さか

んにおこなわれている活断層のトレン

チ調介と共通し， 本質的に変わらない ．

3) 人［地質についてl：砂委負 ．．1.人

l：地質体の分布［自然地質体との境芥

が屯要］ 2.岩朴1 ・ 1哨状［構成物（人

［物 ・ 自然物 ・ それらの山米） ・形成

あるしヽは構築過程］ 3.人l：地質体お

よびその周辺の物理特性［空隙率がイ＜

規則で大きい ・ 粒径分布変化が悼眉苫 ・

ィ< ‘'1地盤沈ドおよび崩壊・圧密］ 4. 

人［地質体内の物質移動［地lヽ｀水・化

学物質］

4) 深成岩につしヽて滝HI委員：1.深成

岩のIii]定 2.深成岩体の分布および

内部構造調在 3.捕獲岩調介 4 ． 深

成岩体形成年代［放射年代にする］； 

岩脈［年代・内部構造を含める］ ；節

理[A節理の形成（冷却・構造変形 ・

削剥） および水理のモデル作成］；マ

サ

5) 断裂についでi{IIl委具：1.［ti澤の

{f在と分布の品定［位置・幅・延長 ・

変位 ・ 断層面形状 ・ 断層間物質］ 2. 

断層の活動履歴［活断屈；地質断Iffi]

3.断層およびその周辺の）J学的性質

と物質移動；裂か

6) 地すべり［「項）J移動地質体」とし

てまとめた方が良いと思う］について

足立委具：1.屯｝J移動地質体の分布

[A屯）庄安定による屯）J移動のモデ

ル化 B ifi:}Jイ＜安定・荷重および地質

体の変動嬰［大I C屯｝Jイ況安定の定贔的

把据と地質体の屯｝）移動特性把据 D 

既｛［の地質資料と地形調在による屯）］

ィ況安定の{f在の把握］ 2. 用）J移動地

質体および周辺の物理的性質［過去の

日i流の内部構造などを調在して， 1•▲ 

1 i流流動II寺の流体）J学的復｝［も含む］
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3. ,E]J移動地質体内部および周辺の

牛勿佗[f多直J） 4 ． 災害地図

7) 正常廂梢物につ＼ヽて洒井（降） 委

員：他の地質体の桔準， 特に沖梢厨を

参考に次回までに案を作成することと

した．

2. 次In|委い会

次Inl委員会を8月27 11 （金） 13 : 00-

18: 00に地質学会巾務／，1）で開催すること

とした．

1) 次［IIlは今lul検謹できなかった地質体

の規約の最終検 ，，寸を行うとともに， 今

lHI検，＇寸した地質体規約の最終案の検，I寸

を行うので，lll ‘1,1者は 9拍前にメ ー ルで

令委具に送付すること．

2) 説Iりl；りの執窄項liと執箪者の確，忍と

執惰状況の報悶各地質体A4判2 0貞

とし， 本枯準を達成するための代表的

な，凋介方法の説明およびその
＇
だ例をぷ

す図を含めることとする． この夷例は

各地質体について1 0例程度が適‘りと

考えられるので， 図を持参すること．

(8) 地層名命名規約策定委員会

火野 ・ 男委 員長より ， 「Interna tional

Stratigraphic Guide」の出版につては， 出版

社と連絡をとりながら ， 米年虹の出版に向け

て準備を進めている． 現在 ， ボ文の全面的な

チェックを行って＼ヽるとの報店があった．

(9) 女性地球科学者の未来を考える研究委員

会

川崎fllil委員長より文内により次の報告が

提／1,1された．

名古）脊で開催される地質学会において， 保

脊所，役i悦の準備を， 清水以欠llf-さんが中心に

なって進めている． 希望者は清水さんに連絡

を取って欲ししヽ ． 地質学会のニ ュ ー ス誌にも

91吊細が掲載される．

く女性地球科学者の未米を考える研究委具

会＞じ催の巡検を秋に行う． 昨イトは八甲Illの

酸ヶ湯のバイオマットや柱状節理などを見学

し｛｛ ，沖であったので， 今｛卜も企I[hiする． 謹細

は追って地質学会のニ ュ ー ス，1，志でお知らせす

る．

(10) 地学教育研究委員会

竹瀬和義委員より 1＜ ，記の報告があった．

3 月27 I Iに今年度の地学教脊研究委員会の

第1 /111 llの会合を行った ． 内容は以ドの通り．

1. 今印度の地学教有研究委且会のメンバ
ー について

足立久男（忍岡悩校） ， 阿部lEl9ム（西

仔馬小学校） ， 会lllf.3行（｛左1）仕闘校 ・

定），lf.、I川＇ぷ雄(T•歳蒻校），1左瀬和義

（池袋商業邸校） ， 柴 正博（東海人:!'I

然史博物館）， 小林和宏（長野西裔），

小幡喜 • (.l喬EI·’l然史博物館）， 赤塚

Iじ明（学習院中高筈部） ， 小井l:Ili光

（岐阜人＾ ・ 教育， 名古屋年会の連絡）｀

矢野孝雄（烏取大・教）， 赤羽貞ヤ

（｛五州人・・教）， 久保田喜裕（新潟人ー ．

目然環境科学）、 藤川 崇（大阪1
．

． 業

人:. .般教 脊科・地学）， 別所枠範

（八尼東，闘校），野村 朽（群馬大・教）

の方々におIfiltヽすることにした． また，

今後の取り組みのなか で必要となれ

ば ， メンバー を追加する，

2. 名占星の学会Uかの地学教育のセ、）シ1
ンおよび夜間小集会について

セッシコン… 「地学教脊 ・ 地学史」とし

て， 世話人には佐瀬及び府川があたる，

夜間小集会…地Jじの実践， たとえば博物

館などの実践も含めて話し合えるよう

な企画を考える．

3, ノ7年度の取組みについて

夜間集会などの取組みを梢みI． げて島

根の年会のときに， シンポジウムを開く

方向で考える．

（この研究委員会の後で， 米年の筑波の

総会のときに枠及教育実行委員会と共[iil

で地学教育に関するシンポジウムが開け

ないかと＼ヽう案がもちあがっているがこ

れについては ， 次[nlの地学教育研究委員

会で検討のf定）

4. 地学教育研究委員会の組織的位置づけ

について

地学教育に関する諮問と実践の両方を

兼ねてしヽるので， 組織図のド位のほうに

位置つけるのではなく， 評議員会 ・ 執行

委員会のドに直接つくかたちがよいとの

意見が多かった．

(11) 研究企画委員会（報告なし）
(12) 各賞問題検討委員会

1998年度検i]寸委員会の嶋本利彦委員長よ

り， ニ ュ ー ス誌投稿原稿として1998年度活

動報告が提出された，

(13) 各賞選考委員会（報告なし）
(14) 地質科学連合に関する検討委員会

小松I]:〗辛委員長より次の報告があった．

検討委員会を近く開催する•f定である． 地

理関連学会への参加の検討を依頼されている

が ， 個人的には賛[ii]学会として）1ll人するのが

妥 ‘'iと考えている， その方向で検討を進めた

しヽ ． 地質科学迎合につしヽては、 前回の会合で

各学会に対して出された検討課題をあらため

て検討するが ， 結成されれば参加するという

こととしたい． ，意見があれば， 寄せて欲しい，

以上に対して， 地理関連学会連合に対して

賛Iii]学会としてJJll人する方向で検討を進める

ことに関しては， とくに異議は出されず ， ff

成多数でJ和忍された．

(15) 事業計画委員会

取 辛恭委只長より次の報告があった．

本介度第1 [nl会合を6 月21 IIに行い ， 本印

度活動方針とその具体的な進め方について検

討した．

1) 名占届大会後， 第3 [11]定例評議員会前

の適‘りな時期に， 法人化についての公聴

会を持つことが哨ましい． i:催や形式に

ついては評議員会に諮る．

2) 臨時及び第3 [n]定例評議員会では ， 具

体的には 定款を含めて法人 と し ての組

織・連営形態を提瓜説明することにな

ろう． そのためには， 会則細則等改II・：委
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員会をはじめとする他の委員会の審議の
進捗を見守る必要がある．

3) 第4[nl定例評議員会における最終的な
uI否の審議とは， 実質的にはこの問題に

ついての評議員会としての統見解を紺
ることである．

4) 2000年度（ 第107印）総会における報
告の形態， 内容については現段階では人
定．

.5) 2001年にf定されている文部省と科

学技術庁との統合を控えて， その前介度
に第1[ul折衝に人ることができるかどう

か， あるいは統合後の組織改編を考える
と， 2000年度のf'備的折衝が実効件の
あるものになるかどうか， について疑閻

がある．

6) 法人化を進めている地すべり学会に

は， i：務官庁となる科学技術庁からかな
り細かい指ポ・指導がなされている旨，
青木委員より情報提供がなされた．

l·-'記報店に対して ， 組織運営llll週 ， 会
則等の改正の閻閣との関係について質問

があり， 任怠団体としてのH本地質学会
の会則等と法人の定款とば性質の異なる

ものであるが， 貨業計両委員会としては
会則・連営細則等改正委員会の結論を待
っている状況である， とのIl11答があった．

(16) 会則細則等改正委員会（議題へ）
(17) 名誉会員検討委員会

徳岡降夫委負長より， 1997年度第3阿定例

評議員会（1997. 12. 20)から1998年度第4皿
定例評議具会(1999. 3. 25)までの名袴会負

に関する議論， 本名憶会員検討委負会（徳岡

降）＜委員長， 手塚裕樹．·:．宅康幸・｛左瀬和義
委員）設置の経過 ， 併せて1943年以降の名

袴会負に関する規約上の扱い ， 名驚会員数の
変遷， 他学会の名腎会員につての規定の状況
等が資料により， 詳しく説明された後， 今後
検討委員会として検討すべき問題点が次のよ
うに挙げられた．

・会員に限定することの確認．

・数を制限することの是非（ 名臀会員とは
そもそも何かを議論する必要がある）．

・会則の再検討（「地質学について罪著な
功績のある者」とされているが，「地質

学会の発展に輩耐著な功禎のある者」を加
える必要はないか ．

•名袴会員の他に特別（功労）会員といっ
た制度をつくる必要はないか．

・現行内規の見直しの必要性（財政的理由
を含めて） ［「地質学についての功組をJ

を椎し駄る悲準の必要性，「70ヤ以1-.」

でよいか，「会長・副会長 ， 評議員を2
期以l：務めた人」を拡大する必要はない
か］， その躾準を ・部あるいは令て撒廃
するほうがよいのではないか．

・支部椎煎制度の再検討．

•名贅会員の権利・義務等．

今後さらに詳しい汽料を整えて， 次llll
の評議負会の討議資料としたいと考えて
＼ヽる．
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以卜の報告に対して， 名愕会具からも
意見をきしヽてはどうか， との助げがあっ
た．

3 日本学術会議報告

斎藤常1I：．学術会議会員より文，丼により1惰じ
の報告が提出された．

1) ll本学術会議第130[nl総会(1999年4月

21 • 22 H) 
＼じ 勧告「IGBPの促進について」の採択 ．

IGBP は， 1992~1996年度の5年間に前
期計画として8 つのコアプロジェクトを

宴施し ， 1997~2001年度には後期計画

としてコアプロジェクト1 つを実施中で

ある． 最近では， IGBPプロジェクトの

成果が国際レベルでの政策決定に反映さ
れつ つ ある ． IGBP執行部は， この計画

をl:.記の2 期で終わらせることなく， 今

後も引き続き宴施することを決定してい
る ． そ こで， 学術会議は政府に対し，

「IGBPへの分担金(19ガ米ドル）を引
き続き拠出し ， わが国における IGBP関

連の研究の促進， 国際対応， 研究者の授
成などの体制の維持， 予算などの措置を
とっていただきたい」旨の勧告を行った
ものである ． この議題は ， 2月の連合部

会で趣旨説明がなされ， 本総会で異議な
く採択され， 直ちに内閣総理大II�に手渡
された．

(2; H本学術会議の自己改革に関する日由
討議． 今介•2月の連合部会で， 古川日本

学術会議会長から提案された
“

学術会議
の改革案

＇＇

を， 各部とも真剣に受けとめ，
臨時部会を開いて議論した部会もある ．

この提案につ いては2月末日をもって ，

各部・各 会員から意見料が出されてい
て， 会長はこれらを勘案して， 10月の

総会で改革案を提案するf定との意思表
明があった． 今回の総会では， 学術会議

の組織・連党を扱う第常置委員会にお
ける討議状況の報告， 第1, 2, 5部から
の意見発表があった．

第 —常置委員会は，・学術会議と総合

科学技術会議との関係 ， ．学術会議が所
属するのは政府内のどの省庁であるべき
か， の2 点について緊急に議論すべきだ

と考えているとの報告があった．

この他， 会議場で発言された個々の会

員からの意見に対して， 会長からの答弁
があった．

いか 日本学術会議の国際対応のあり方につ

いて． 日本の科学者を代表する機関とし

て ， 学術会議は， H本学t院に代わって
国際対応の窓llとして活動するとの現状

品識がなされ， 2000年に東京で1開催さ

れるインタ ー アカデミ ー パネルや1999

年10月と2000年 5月に東京で開催され

るアジア学術会議など学術会議がi：催す

る国際会議の準備状況が報告された． つ

いで， このような学術会議の国際対応の
進め方につ いて自由討議が行われた．

2) 第4部会（1999年4月20 • 21 l l)

今lnlは， 学術刊行物の認叫各関連会議
の日程など日常的な決定のほか， j:とし各
種報告と意見交換が行われた．

{l l1本学術会議改革案については， 3月
9日に第4部拡大役具会を開いてそれま
でに第4部会員から寄せられた 意見を整
理して会長に提出した． また， 4月21 H 

に自由11寸議を行った． 第•常置．委員会の

まとめは， t記報告のつのとおり． その
他のセな議論には：学術会議は研究者の
立場から意見を述べる機関である， 政策

案を出す組織であるべきだ、 影響力を及
ぼしながら独日の立場を貰くべきだ ， 研
連は研究者の声を伝えるパイプであり国
際的な連絡の役割も項要，・など ．

(2) 2001年開催の国際会議の学術会議と
の共同t催8件の—f算措慨に対して，
今回は15件の申し込みがあり， 各部に

おける評価順位と「国際会議等検討委員
会」によるヒアリングの結果を併せて順

位を決めたとの報告があった ． しかし，

第4部の評価で1位， 3位で推した会議 ，

第5部が2位で推した会議などが落選し ，

なぜそのような結果になったかが問題に

された． 検討委員会に出席した第4部の

会員から
‘

'ヒアリングの際の説用の巧拙
＇’

が決め手だったとの報告に対して， 今後
各部の推薦順位を甫視する方向に足正す
べきとの意見が強く出された ． 地質科学
の分野では， 第7 回占海洋会議が採択さ
れ， ゴンドワナシンポジウムは採択漏れ

となった．

（3' 科学研究費の碁盤研究， 萌芽的研究，

奨励研究，研究成果刊行費の審森業務が，
、ド成11年度より， I::1本学術振興会に移
管され， それと共に国際学術研究の種tl
が廃It:された． 移管された各 種日の第2

段審査委員， 第1段審査委員は、 それぞ
れこれまでの約2倍と増員され， 今年4

月19日付けで学術会議宛に審行委員の

推舷依頼があった． 分科「地球科学」で
は， 2段委員が3 名から6名となり， 7 細

目それぞれにつ いて， 1段委員が3 名か

ら6 名となった． なお， 国際学術研究が
碁盤研究の中に含められることに伴い，

海外調査の採択決定が， 従米前年の秋で
あったものが＇り年4月となり， 夏前 の調
脊がほとんど不可能になるので， 学術会

議から袢処方を学振に申し人れることに
ついて説明があった．

地球科学系分科細目の第1段審代委員
の増員につ いては， 従来行われて米た
“5 学会

”

による懇談会を4月13 Hに開

催して推薦依頼学協会を決定した． 第2
段審査委員については ， 4月19[]付けで

学術振興会から学術会議に依頼があり，

4月30 [--lまでに報告するよう連絡があっ

た． 各学会などに検討を依頓 する時間
的余裕がなかったため， 地球科学系3 名

と地球物理系2 名の5 学術会議会員の間
で相談し，従来の配分を参考にしながら，
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主として申請件数に応じて配分を決め
た ．

なお， 4月27日付けで， 学術会議の第

4 常置委員会から， 今後は， 審森委員の

推旗は， 関係学協会に直接依頼するので
はなく， 全て研連を経由して行うことに
なった旨の通達があり， 平成12年度の

審査委員について推榔依頼先を5月21 ll 

までに報告するよう依頼があった．

(4) 「わが[flの大学等における研究環境の

改善について（第4 常置委員会報告の中

間のまとめ）」の内容の報告があり， 意

見交換があった． この報侶の強調点は，

大学等における深刻なスペ ー スの不足と

建物の老朽化である．

4. 各研究連絡委員会報告

(1) 地質学研連
1) 斎藤常正研連委員長より第17期第5luJ

会合に関して次の報告が文息で提出され

た． 第17期第5回

H 時 ．• 平成11年3)1 4 l1 13 : 30~ 

17: 00(|]本学術会議第4部会議室）

出席者：斎藤常il:．， 青木謙 一郎， 岩松

暉， 小川勇＿二郎， 木村 学， 小玉喜：

郎， 竹倉保夫， 徳岡隆夫， 新杖侶明，

西脇ニ ー＾

， 廣井美邦， 八尾昭．

欠料者：足立 守， 犬野一男 高島勲．

議題：

(I) 第4 回委員会議事録の確認 ．

(2) 理学デ ー タネットワ ー ク推進小委

員会委員の推餅について：2月18[l開

催の学術会議第4部会で， 部付置の小

委員会として本委員会の設置が承認さ

れた地球科学系の研連では， 地質研

連がその代表1 名を選出することにな

り， 西脇ニ ー氏を推薦した．

(3) 地質科学関連学協会の連合体の結

成について： 「連合体結成の是非」を

議論する会議が， 地質科学総合研連の

鎖西委員長の呼びかけにより， 明日3

月5Hに開催される ． これについて意

見交換が行われたが， 明日の会議 の

結果を見守ることになった．

(4) IUGSのR. B. Brett 会長から， 2月

22 H付けで， 日本国内委員会に宛て

た緊急アピ ールについて委員長から紹

介があり， 意見交換が行われた． ユネ
スコの財政逼迫にからんで， ユネスコ

内のInternational Geologi cal Correla­

tion Program (IGCP)担当の事務局

長の職が魔止される事態が起こってい
るので， これに反対する声明をユネス

コに送っていただきたいというもので

ある． これについては， 委員長が， 学

術会議のIGCP専門委員会の委員長と

連絡をとり日本から反対声明を出す方

向で対処することとした．

('i) 2月18日に開かれた， 学術会議連合

部会・第4部会について青木委員より

報告があった． 平成11年度国際会議

代表派遣の第4部 に おける採択予定
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は， 第1え分（政府が分担金を支払っ

ている会議への代表派遣）は6件で

INQUAへの派遣を含む ． 第 2 ［え分

(l\iJ上の[£]際会議役具会への出席）は

2件， 第3区分（ その他の会議）は補

欠も合わせて12件である ． 11年度は，

占生物研連と地質科学総合研連〔特に

第四紀学会関係〕から推旗された研連

委具に旅費が配分される．

((i) 古川学術会議会長が提ボした「1
ツ

1本

学術会議改革案」の紹介があり， 意見

交換があった． 学術会議会員ならびに

各部から出された意見は， 2月＊1 t1ま

でに， 各部長経由で， 文書で提出され

ることになっている ．

(7) 学術川語集（地学編）の改版につい

て：改版にむけた作業を， 平成12年

度に科学研究費を申請 して行ってはな

どの， 安現に向けた方策についての意

見交換があった．

(8) 21 tit紀の地質科学の発展に向けた

方策に関連して， 新妻委員から， 地質

碁準策定の進行状況が報岩された．

(9) 3月4 fl の午前中に開催された地質

研 連 付 置 の 「陸I:． 科 学掘削計 画

(!CDP) 小委員会」について委員長

から報告があった． 斎藤委員長がこの
計画のScience Advisory Groupに， H

本の代表委員の □ 人として加わ ること

になり， 4月5Hハワイで開催予定の

同会議に出席の予定である．

2) 犬野一男研連委員より第17期第6

回会合に関して次の報告が提出され

た ．

第17期第6 回地質科学研究連絡委員

会・議事録（案）

H 時．•平成11年6月2 日（水）
13: 30~17: 00 日本学術会議第

4部会議室

出席者：斎藤常正， 青木謙 一郎， 足

立 守， 岩松 暉， 加藤碩ー（小

玉喜二郎代理）， 佐倉保夫， 高島

勲， 徳岡降夫， 新妻信明， 西脇二

ー， 廣井美邦， 八尾 昭， 小川勇

二郎， 天野男

欠席者：木村 学
議題：

(I) 第5回議事録の確認は， 次回に今回
の 議事録とともに確認 する事となっ

た ．

(2) EJ本学術会議の改革について：日本

学術会議の改革に関する動きが青木委

員より報告され， 意見交換を行った．

2月に吉川会長が提案した学術会議改

革 案に対して， 現在各部・各 会員より

意見が寄せられており， 吉川会長がそ

れらの意見をまとめている ． 10月の

総会には改革案が提案される予定であ
る．

(3) 科学研究費補助金の審査委員候補者

の推薦方法について：以下の点が青木

委員より報告され， 審議の後， ［承さ

れた ． 平成12年度の科学研究費の審

査員数が現在の倍になることに伴う各

学会の推薦枠変更については， 第1段

審査委員は例年どおり5学会の代表者

による話し合いで決定した ． 第2段審

介委員については， 5学会に諮ってい

る時間が無かったため地球科学関連の

学術会議会員5名による話し合いで決

定した． その際， 過去の申請件数が考

慮された． 近年， 地質層序・古生物

関連の申請件数が減少してきている
が， 申請件数を増やす努力が必要であ

ることが確認された．

(4) 地質科学関連学協会の連合体の結成

について：天野委員より地質科学関連

学協会連合体の結成についての現状が

報告され， 意見交換がなされた後， 連

合結成に向けて具体的な内容を早急に

検討する必要性が確認された． なお，

現在， 各 学会で連合体の組織• H的・

必要性等について検討されており， 7

月末までにそれらの結果を持ちよって

話し合いがなされるf定である．

(5) 理学データネットワー ク検討会につ

いて：西脇委員よりH本学術会議理学

データネットワー ク小委員会の活動状

況が報告され， 本研連でも積極的に協

力することが確認された． なお， 小委

員会では， 現在， データベ ー スを保有

している研究所等にアンケ ー ト調査を

実施中である．

(6) 学術用語集（地学編）の改版につい

て：本件について文部省から得られた

＇情報が斎藤委員長より報告された． 改

訂にあたっては学術審議会での審議が

必要であり， 現時点では先行するもの

が4-5件あり， 地学編改版発行は2年

半後までイく可能であることが分かっ

だ しかし， 用語集の発行は基本的に

重要な事柄であるので， 2年後をめざ

して各 学会で検討を続けることとし
た．

(7) IGCPワー キンググル ー プヘの委員

の推薦について：IUGSよりIGCPワ

ーキングルー プヘ委員の推薦依頼が来

たが， 下記のように推薦することとし

た． なお， 推薦の締め切りは9月1 ll 

までに， 他にも適任者がいる場合は斎

藤委員長に連絡することとした． 〇層

序・古 生 物：岡田尚武（北海道大），

〇鉱床 ・ 地球化学：田崎和江（金沢

大）， 有馬 慎（横浜国大）， 〇テクト

ニクス：小川勇二郎（筑波大）

報告•その他：

(I) 日 本 学 術会議総会( 1999年4月

21 • 22 Fl)の報告が青木委員よりな

された．

(2) 環境と水に関する国際シンポジウ

ム(1999年1月12~14 日）が千葉大

との協賛で行われたことが， 佐倉委員
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より報告された．

(:l) 21 ttt紀の地質科学の発展に向けて
の各学会の活動が報告された． 地質学
会か ら は 地 質枯準の策定 と

Internat ional Stratigraphic Guideの成

本の出版について， 応用地質学会から
は応用地質ltl語集の出版についての現
状報告があった．

(2) 鉱物学研連， 及び鉱床学専門委員会との
合同会議 （報告なし）

(3) 鉱物学研連鉱床学専門委員会

{i渡 明委員より第17期第6|nl委員会に
ついて，文内により卜記の報告があった．

翡l 11 : 1999年6 /i 15 U（火）
15: 45~17: 00 

場 所：II本学術会議第4部会議宅(6階）

出席者：島崎英彦（委員長）， 1-i渡 明， 1-一

野宏共 ，渡辺 洵，松枝大治（以1.5 名，

欠席：溝［fl忠人， 中嶋 悟， 千偲f
・

＿， 根
建心具）
鉱物学研究連絡委員会・鉱床学[til"l委具会

合In]会議に引き続いて， 鉱床学専門委員会が
行われた．

（議事）
1)対外報告（案） について

これまで検討を行ってきた対外報告

（案）「我が国における鉱床学の研究 ・ 教
育の推進について」がほぼ完成した． 多
少の修正を施して出来るだけ ＇社急に完成
し，研連報告書として提出することにな

った． また， 関係諸学会誌にも本報告潜
を掲載して貰うこととした． なお， 先行

して行われた鉱物学研究連絡委員会 ・ 鉱

床学専門委具会合1Iil委員会で，本報告内
を 連名で提出することが「解されてい
る ．

（諸報告）
1) 科学研究費について

これまで文部省が行ってきた科研費審

有業務を， 本年度から日本学術振興会へ
一部移管することに伴い， 弔段・ 一段審

在委員数がほぼ倍増することになった ．

学術振興会では， 今後審在委員の椎旗は
学会からではなく，H本学術会議の研究

連絡委員会より推筋して欲しいとしてい
る ． この件に関して、本年度は6月29 ll 
開催予定のh学会連合の会議で調整し，
l廿話役の研連をそこで決定する事になる
見通しである． なお， 1，l＼米るだけ従米の
やり方をこわさないようにとの申し人れ
は行ってある．

2) 理学データベ ー ス ・ ネットワ ーク構築

について この件に関しては，直前に行

われた合同会議で配付された資料を）店に
意見交換を行った． l況：な意見守は以ドの
ようである．
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•各学会が， l：llii雑誌の初1:llからの発表
論文名 ・ キ ー ワ ー ド等を整理してデー

タベ ー ス化する（地質調一行所などでは
、だ績がある）．

・博物館・資料館関係では標本データベ

ー ス化が始まっており， 大学博物館相
［［のネットワ ークシステムの構築が始

まって＼ヽる．

•岩1 i ・ 鉱石 ・ 鉱物などの化学分析値に
関するデー タベ ー ス化が必要である，

ヽii面は，河村雄行鉱物研連委具からの
惜報を得ながら対応していくことにし
た．

3) 中嶋 悟（東l：大） 委員より鉱床学専

門委員会委員の辞退頻いが出され， 委且
を交代することで（承された．

4) その他

•国内における大学総合博物館関係の整
備状況の説明があった．

• Resour ce Geolo gyの国内外からの投
稿件数が少なく， 周囲にも投稿を勧め
て欲し＼ヽ旨の要嗜があった．

・ 既に行われた地物関係の雑誌統介およ

び来年に r定されている鉱物学会と府
鉱学会の雑，，志統合の状況が紹介され
た．

・次[rl]の鉱床学専門委員会は，11月12

ll （金）合同会議後を r定．

(4) 地球化学・宇宙化学研連 （報告なし）
(5) 海洋科学研連 （報告なし）
(6) 国際学術協力事業研連

IGCP専門委員長 I: 降 より文iりによ
り卜記の報告が提出された．

平成11年5月12 HにH本学術会議におい
て第17期第3l[ij委員会が開催されたので報作
する．

1. かねて からの申 し 人れにもとづき，

STPP（太陽系物理学プロジェクト），·り

門委を本研連のもとに設立することを（
承した．

2. WCRP（氣餃変動l玉II祭共lol研究，l|柚i)
専門委にCEOP（アジアモンス ー ン地域

におけるCEOPプラン）小委を新設する
ことを（承した．

(7)古生物学研連
井本伸広委員より第17期第6[nl委員会にお

ける審議事項についてド記の報告があった

山本学術会議総会，第4部会報告は省略）．

議題：古生物タイプ標本データベ ー スにつ
＼ヽて

前Inlの検，i寸結果をもとに記載する項I,1を
さらに明確に例ぷし， 各タクサの責任者に作

業を依頼することとした ． 原稿締切は平成
12年3月末とし， 12年7月頃を11処に成果の

I••lj行を11指す．

(8) 第四紀研連（報告なし）
(9) 地質科学総合研連

鎖西清裔研連委目長より文内により 1＜，記の
報告が提出された．

3月以降本研連は，研連を1[r1]開催， また

地質科学関連学協会連合の問題，科学研究費
の審在委いの問題について活動した ．

「1」地質科学総合研究連絡委い会（第17
期第6 111|)の開催
平成11年5月27 H （木）午後， ll本学

術会議第4部会議宅で開催． 出席者は青

木謙郎， 池谷仙之，太1H陽（ク， 斎藤常
Iじ， 木野屯穂（代理島崎英彦），鎖西消
高 ， 野沖憲治， r片岡竜馬，の8名 ．

(l) 11本学術会議総会
(1999年4月21 • 22 U)の報告
1) 勧告「IGBP の促進について」の

採択

2) II本学術会議の自己改革に関する
，i寸議：2月の連合部会で占川会長が
提案した学術会議の改革案について
各部において討議がおこなわれ， 意
見冑が出されている ． 会長は10月

の総会でそれらの息見をふまえた改

革案を再提案するf定．

(2 I 第4部会（1999年4月20 • 2111) 
の報告

1) 学術会議改革案への対応：第4部
会員からの意見を整理し会長に提出
した．

2) 2001印の国際会議の共fri]主催：
今年度は15 件の申込み中 8件を 採
択， 地質科学では第7llJl古海汗会議
が採択され， ゴンドワナシンポジウ
ムは採択漏れとなった．

3) 科研費の審介について：国際学術
研究が桔盤研究の中に吸収されるた
め採択決定が遅くなるので， 海外調
代の時期を失する恐れがあることに
つき，善処方を学術会議から学振に
申し人れることについて説明があっ

た．

(3) 11本学術会議の改革案について

日本学術会議は科学政節の立案に直
接コミットするのでなく， 長期的視点
で学術的立場から発言するのが屯要で
はなしヽか，としヽう意見があった．

(4) 地質科学 関連学協会連合についての
審議

先の関連学会代表者会議における討
議では，各学会には積極的なところと

その意義について やや懐疑的なところ
がある． r．要学会が脱落した形で連合
を発足させるのは好ましくない． とに
かく何らかの組織をつくることが肝心
で， 本研連としてはどのような形にせ
よ組織を発足させることを目標として
活動することとなった．

（炉 科学研究費補助金の審在委員推煎に
ついて

今後学会でなく研連に審介員の推勅
を依頼することとなったが，地質学鉱

物学関係では， 従来の推薦方針を継承
するという前提があれば，地質科学総
合研連が窓口になるのがよい， という
ことになった

'.6) 科学研究費の時限付き分科細1jの椎
煎について

時限付き分科細11は現在自然史科学
が3年11となっており ， 13年度以降の
候補として第4部から1位で「生物多
様性」が推勅されている． 地質科学関

ll本地質学会News 2 (8) 



係でもその後のテ ー マを推筋すること

が望ましい． 第四紀研迎では第四紀学

関連の細日を推剌することを前提に検
討を始めた． この問題は， 関連分野の

申請件数への影響など慎屯な検討が必
要なので， 来年度をH 指し，第四紀研

連と連携して検討することとなった．

「2」地質科学総合研連の活動

(l)科研費業務の部が1~1本学術振興会

に移竹されたことに伴しヽ， さまざまな

あわただしい動きがあった．

3月811に第4常買委員会から， 第1

段審介委員が6名になると想走したトー

でてその推刺方法を検討し ， 4/130 II 

までに報告するよう依頗があった． こ

れを受けて， 地竹科学関係3名の学術

会議会具が中心となり ， 4）1 13 H, 

関連5学会および地質科学総合研連委

員， が集まって対応を検討． 従来の各

学会に対する委員推旗数をほぽ倍増す

ることで意見の 一致を見た．

その直後 ， 4月19日付で， H本学術

枷興会より学術会議あて第2段委員も

倍増で椎救するよう正式のik頓があっ

た． すなわち分科「地球科学」の第2

段審脊委員が従来の3名から6名に増

員された． これについては各学会呼に

検討を依頼する時間的余裕がないの
で， 学術会議会負3名が中心となって

地球物理学研連の 2名の会員と相談

し， 細11の数と最近の申請件数を参考

に， とりあえず平成12印度向けの委

員配分案を作成した． これについて関

係学会呼に廿梢を説明して（解を求め

た．

なお， 4月27 H付で第4常置委貝会

から， 今後は審在委員の推薦は関係学

会に直接依頼するのでなく ， 全て研連
を経由して行うことになった旨の通逹

があった． これについてはい記，liJf連

での討議報告を参照されたい．

(2 地質科学関連学協会の連合体設立準

備に関わる活動

地質科学総合研連からの呼びかけ

で ， 去る3月5日午後に学術会議で学

会代表者の会合を開い た ． 13学協会

（及び1学会から欠席通知）が集まり，

連合体の必要性， 組織連営等について
意見を交換した． 各学会には結成に積

極的なところとその意義についてやや

懐疑的なところがある ． t要な発ば内

容は次の通り ． 連合の活動H 的として ，

1)学術活動が中心になるべきだ ， 2)
合同学術大会を開くと既存のものと項

複し負担が大きすぎる，3)梢報交換

をtとする ， 4)たとえば教育や普及

など， 学術活動の甚盤を固めるような

活動，5)地質科学の社会的責任を 果

たす ， また産業界における地質科学の
地位向上のための活動， など ． 組織と

して， 1)自由意志で加盟， ゆるい連
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合体とする ， 2)連党のため大きな学

会に協力してもらうとよい，3) ll本

の地質科学を代表する組織になってほ

しい， などがあった． この連合体が何

をするか見極めたl．．で学会としての態

度を決めたい， という発iiもあった ．

次回には， 連合体に参加するかどうか，

連合を組織して何をするか， について

各学会の考えを持ち寄ることとし， 7

月2311に開催することとなった．

杓要学会が脱洛した形で連合を発足

させるのは好ましくなく， とにか< inI 

らかの組織をつくることが肝心で， 本

研連としてはどのような形にせよ組織

を発足させることをll標として活動す

ることとなった．

(10) IGCP専門委員会

土 降 専門委員長より文，りにより卜記

の報告が提吊された．

平成11年6月8 H （火）， I1本学術会議に

おいてIGCP専門委且会 ． 1,,]小委員会合l>i]会

議 （第17期第5回）を開催したのでここに

報約する ．

1. 本年 2月1日～ 4日にユネスコ本部で

聞催された第27lnlIGCP理ボ会におい

て， H本から推筋した提案のうち卜記が

新しいプロジェクトに採択され， 本年か

ら5年，廿l[hiで活動することとなった．

IGCP-434 「Land-Ocean Interactions 

during the Cretaceous in Asia」

(1999-2003) ((l'!fi紀の炭索循環と生物

多様性の変動）代表者：早稲田大学教授

平野弘道

2. JUGSからの依頼により，IGCP本部理

．巾会メンバ ー の欠員に対して， 日本から

t『f
’

·名の候補者を推膳することとした ，

3. 次Inlは平成11年 9月14日（火）に開催

の予定

5． 各種委員会報告
( 1) 科研費問題検討小委員会

犬野 男委員長より次の報店と要哨があっ

た．

1) 平成12年度から， II本学術振興会が

科学研究費補助金交付業務のかなりの部

分を行うことになった． これに伴って牛

ずる変更点についで1青報を収集し， 対策

を考えた ． これらの情報をニュ ー スn志

（本年6月号）を通じて会具に知らせた．

なお， 今年度から審在委員の数が各細II

で3名から6名に変わったが ， 第1段審

在委員の地質学会への配分は， 細ti「地

質学」で5名， 細t1「層位 ・ 古生物学」

で 2名であった ． 第2段審在委具は 1名

である ． また， 地球化学・宇宙化学研連

委員長より地質学会宛に細H「地球化学」

第1段審在委員候補者 2名以内 ， 分科

「地球科学」（地球化学関係）第2段候補

者 1名の推薦依頼があった． これらの委

具は第2回定例評議員会での選挙（議題）

で決定されるが ， そのための候補者の選

出を行い ， 審在委負候補者名簿を作成し

た．

2) l頂じ変更に伴い， 科研費「国際学術研

究」が廃止されて「桔盤研究」に統合さ

れることとなった． これは海外において

学術調査を行ってきた研究者にとっては

屯大なイ＜都合な問題点を含んでいるもの

で， II本寓長類学会はすでに文部省学術

国際局長・ 日本学術振興会会長に対し

て ， 問題点の指摘とあわせて意見書を提

出した 自然史学会連合からも ， 本学会

を含む加入学会に対して，意見囀を提出

して欲しいと要望されている ． 本意見苫

については， まだ草稿ができていない段

階であるが，急を要する状況にあるので ，

本評議具会として， 意見書を出すことを

承認して欲し＼ヽ ．

国際学術研究の問題に関する意見内に

ついては ， 提出することを承認し， 具体

的な面については執行委員会に 任する

こととした．

その他 ， 「文部 ・ 科学技術庁統合後，

科研費は科技庁に移る 1iJ能性があり， 科

研費小委員会としてそのような大きな流

れをつかんで対応策を考えて欲しい」と

の発百があった．

(2) 地質学普及教育実行委員会

贔橋Il-＿＿樹委員長より次の報告があった．

ii及教脊実行委員会では，杵及教育検討委

具会設置以米5年間にわたって様々な普及教

脊ボ業の立ち｝・＿げを試みてきており， •定の

成果をl．

． げてきた． しかし， 1年鉦に設置さ

れる臨時委員会としての活動はすでに限昇に

きており， 組織改革による ， 常置委員会のす

みやかな設置を要哨したい ． 今後 ， 地学教育

研究委員会と協力して ， きたるべき常置委具

会の内容についての検討を追める予定であ

る ． 以ドに現在進行中の諸事業を紹介する ．

(1) 普及出版事業( H本地質学会編のf•l1行

物） A. 中 学校理科分野教科書指導書

f•I1行(fl1行 委且長：徳岡副会長）（東京

内籍） B. 一般向け枡及図書「地震列

島の不思議 100話」（刊行委員長：坂副

会長）（東京，り籍） c. 大学 →般向け教

科内「シリ ー ズ：フィ ー ルド ・ ジオロジ
ー 」全 9巻（編集委員長：秋山前会長）

（共＼
＇

［出版） D. 国立公園地質ガイドリ
ーフレット （計画中）（環境庁との提携

模索中
(2) 「青少年のための科学の祭典全国大会」

への協力参加 （財）H本科学技術振興財

団からの協}J依頓に応じて， 昨年より参

加している ． 本年度は， 太古の地球への
招待：箱根火山の噴火の歴史を たどる

（阿部1_El広ほか），jli] :化石のレプリカを

つくりましょう （神戸恰和ほか）が予定

されている ． 現在準備中で， 7月30 • 31 

Hの両ll， 科学技術館で行われる ． 以l•一

の事業を進める上で， やはり日本地質学

会が任意団体であることが， 様々な障害

となっていることは否めない ， 法人化

を含めた， 何らかの今後の対 策が必要で
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あろう．

なお， 本年度執行委具会のなかに杵及

教育関係の担刈がないので， ぜひ担江iを

設けて欲ししヽ ．

上記報告に対して， 出版社からの評及

潜にl1本地質学会の名前を出すかどうか

について， i『Fの意見交換があったほか，

今後の小学校の地学教育が環境教育とど

のように関わっていくかの観点で考える

ことが必要 ， 小・中の理科教員にいかに

地学に興味を持ってもらうかの観点が必

要， などの意見が出された．

(3) インターネット運営委員会

大野男委負長より，「現在順調に運党さ

れている ・ 米年度での半数交代のための準備

も開始した」との報告があった．

(4) The Island Arc編集委員会

徳橋編集事務同長より下記の報告があっ

た．

1) Volume 8, Issue 1 は配布済み(ll次は

添付資料参照）．

2) The Island Arcの投稿原稿進捗状況

(6月16H現在）

1999年新規受付 22編

内叔 特集号関係 5編

Comment 1編

その他 16編

1998年投稿論文で介読中のもの 2編

1999年投稿論文で在読終[ 5編

（特集号関係）

1999年投稿論文でリジェクト 1編

1999年投稿論文で査訛中のもの 16編

3) 秋の地質学会の折に ， 執行委員会と協

)]の]-_, 2000年(Vol. 9)からの新規購

読者拡大運動を展開杓包 皆様の積極的

なご協力をお顛いしかい

6. 関連外部委員会報告
(1) 学校科目「地学」関連学会協議会

｛左瀬和義委員より第18回連絡協議会に関

して次の報告があった．

H 時．・1999年6月16 u,（地質学会か

らの参加者 水野， 阿部 ， 竹瀬）

A. 各学会からの報告

参加各学会の今後のH程などの報告の

後，H本天文学会の代表から学会開催中

の保育所設置に関する取り組み， および

バリアフリ ー の犬文教材開発の取り組み

の紹介があった．

B.議題

1.「地学教育情報」の発行について

年2 1.nl(9月， 3月）の予定で，各学会

の年会， 講禎会， 地学教脊関係のシン

ポジウムなどの梢報をメ ー ルなどで流

す．

2. 今後の協議会の活動の方向について

新指導要領についての議論の結果， 次

回の協議会までに参加各学会で以ドの

ことについて検討することになった．

1111次々回(2015年頃 ． 理科科Hの再
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編で地学が消える？）の指導要領の

改計に向けてどのようにアプロ ー チ

するか？（これは屯要な問題で， 地

質学会全体として考えていく必要が

ある）

Illそれぞれの学会がかかわる分野で，

学校教育の中でもっとも甫視すべき

だと考えているのはどのような内容

か．

Illセンタ ー 人試の中での 「地学」の位

次[i,1協議会のfl時(f定）： 

9月22H（水）18: 00~20: 00 

(2) 自然史学会連合

斎藤靖こ委員より， 文甚により次の報告が

あった．

本年度の自然史学会連合シンポジウムは ，

自然史学会連合・1:1本学術会議50周年記

念 ・ 合18]シンポジウムとして，「自然史博物

館の原状品識と将来像の提示」の桂本テ ー マ

のもとに ， 下記のように開催する企画が進行

中である．

「博物館の21 l阻紀」ーナチュラルヒストリ
ー の未来一

じ 催．・自然史学会連合・[I本学術会議

ミュ ー ジアム小委員会

後 援：I-El立科学博物館

II II寺：10月16 Fl (lJ 

13: 00~16: 30 

t目立科学博物館新宿分館

研修館4階講常

詳細 プログラムは ， 別途ニュ ー ス誌に

掲載の予定である．

そのほか， 昨年来の連合のアクションプラ

ンとして地域博物館の研究環境を改善するべ

く活動を展 開している ． 今後 ， 各学会の意

見 ・ 協力をお顧いして行きたい．

(3) 地球惑星関連学会連絡会

公文富l：夫委員より卜．i記の報告があった．

第17回連絡会が4月21Hに ， 第18[nl連絡

会が6月10 IIに開催され，｝I-l ‘ 'i執行委員の公

文行ボ委員長が出席した． 以ドの2点が杓嬰

な議題であった．

・合同大会等の開催f定とそれへの対応

1999年合IH]大会：6月8~11H 国立オ

リンピック記念青少年総合センタ ー（北

大担当） •般参加者1460, 学牛・院生

参加783 ， 溝油件数1593 で成功裏に修（

2000年合lhl大会：6月25~28日 1iil t 

会場（Jし人すll\li）大会委員長：柳 11孝，

地質学会との窓l l : 11，：野弘好

2000年WPGM:6月27~30[l 同1：会

場組織委員会（小松IEヤ）， プログラム

委員会（木村学）， ＇だ行委只会（E木賢

策）が発足し ， 括弧内の方に地質学会か

らの委員を依頼した． また ， ．WPGMに

関する執行委員会の中の担 ‘りを磯崎国際

交流委員長とすることとした．

・連絡委員会の規約改正問題と 2001年以

降への準備

98年度から議論されていた規約改正

が17回の連絡委只会で提案され ， 地竹

学会執行委員会でも審議された． 地質学

会執行委員会内では大筋問題ないとされ

たが ， 181いl連絡会では ， 規約改正に対

して硬軟の反対意見が出され， まとまる

に至らなかった．

連絡会の強化 と 2001年以降の合Inl人·

会への準備の必要性は共通の認識となっ

たので， 元の規約に則った運用の］：夫と

して，会長，庶務，会計等の役職を設け，

適切な方に引き受けてもらうことにし

た． 会長には大谷栄治（料鉱学会）が選

出され， 新しい体制ができた．

(4) 地球環境科学関連学会協議会（報告な

し）

(5) 21世紀の地学教育を考える大阪フォ ー

ラム

八尾 昭委員より文書により次の報告があ

った．

表記フォ ー ラムを2000年7月29H (t) 

にメルパルク大阪（郵便貯金会館）で開催す

ることが決まった． この大会の成功に向けて，

前回の報店(3月25 El, 1998年度第4回定例

評議員会）以降， 実行委員会が2回(4月10

[1, 5月8 Ll :次回 6月20H予定 ）開かれ ，

次の項Hに関して検討が進められた．

1. フォ ー ラムの構想：記念講湘 ， 各分科

会， 総合討論， 体験卑Iイベント， 地学教

材コンテスト， 地学教育評及パネル展ボ

など．

2. 分科会：｝片面次の4 の分科会を設置し

て検討を進める． （］学校教育をtとする

市民共通知識としての地学の教育 (2専

門家（大学専門課程， 研究者，関連官／r',

企業人）養成 ・ 向上としての地学の教脊

(3]社会教育• 生涯教育としての地学の教

育 (4)総合・フリ ート ーク ・ 連絡• その
他

3. 会則

4. 学校地学関連学会協議会との関係：協

｝］関係とする．

5. 財政確立のための活動

議 題

1. 科研費配分に係る審代委員候補者の選II',

Jく野 一男科研費問題検討小委員会委員長よ

り， 同小委員会が作成した審査委員候補者名

簿が提ポされ ， この名簿に桔づいて投漿を行

い ， 所属機関 に屯複がないように調整して ，

それぞれの分科・ 細Hごとに推 薦順位を決

定した． 結果は 次の通りである（番号は順位

を示す）．

［地質学1段］ （10名選II,1)

①大野 男 ②井内美郎 ③増［ll富l：雄

④古Ill武義 ⑤—•門．宅康幸 ⑥酒井治孝

⑦板谷徹丸 ⑧絲木秀雄 ⑨占Hl 勝

⑩渡辺暉夫

［層位・古生物学1段］ （2名選出）

①磯崎行雄 ②小笠原憲四郎

［地球科学2段］ （2名選出）

①足立 守 ②伊藤谷生

［地球化学1段］ （2名選出）

①矢l村桂 ——
ー

一 ②西山忠男
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［地球科学 2段（ 地化研連関係）］（1名選出）

①加々美寛雄
2. 1999年度日本地質学会会計監査の選出

足立勝治執行委員長より本年度会計監査と

して， 長瀬和雄(ITi任）•青野道夫（新任）

両会員が提案され， 異議なく承認された．

3. 1999年度日本地質学会各賞選考委員の

選出

昨年度と同じく， 岩石・年代 ， 構造地質，

層序・堆積 ・ 古生物， 環境・応用地質の 4分

野ごとに ， 評議員から12名の候補者が推薦

され ， 投梨の結果， 本年度各賞選考委負とし

て ， 絲橋I［樹•島海光弘の 98年度 ， 99年度

編集委員長以外の ， 次の 8名の評議員が選出

された（アルファベット順）．

犬野男， 磯崎行雄， 板谷徹丸，楡井 久，

\,f.{i雅昭，Ill蛤fll江 ， 占田武義， 占川周作 ．

4. 各賞問題について

足立勝治執行委員長より1999年度各賞問

題検討委員会委いとして， 所属分野を考慮し

た次の7名の候補者が提案され ， また1998年

度委具会で出された各買問題に係る内容が多

岐にわたるため， 新委負会においては緊急性

の，＇，沿い，「国際打」の名称， 博物館関係の賞，

出版物関係の買（ 地質図体系）の3点にしぼ

って審議し， 残りの問題は継続審議でその後

に送りたい， と提案され， 異議なく承認され

た． 委員は次の通り（アルファベット順）．

秋偲文雄， 府川宗雄， 板谷徹丸， 小出良幸 ，

小川勇こ郎， 立{i雅昭， 渡部芳夫 ．

5. 地質学論集の刊行計画について

湯浅真人第こ庶務委員長よりド記の3件の

刊行計画が提案され， 今後の論集刊行に関す

る討論が活発に行われた上 ， それぞれの刊行

計画が承認された．

新規fll行計画(1件）： 
・ 小笠原憲四郎・近藤康生（編）：タフォノ

ミ ー と堆積過程ー化石層からの情報解読一

規模：論文数15, 執筆者19名 ， 200p. 印

刷希望 部 数 ：600部 印 刷見積 価 格：

1, 045,800円（消費税込み）（印刷単価1,750

円）出版：本年12月下旬 ．

内容： 1J本地質学会福岡大会でH本古牛物

学会と共催で行われた本課題のシンポジウ

ムの後援を基本として ， 執筆・編集したも

のである ．

最終刊行計画( 2件）： 

•宮下純夫（編集委員長）•松岡 篤 ． 君波

和雄 ・ 荒井章司（編）：オフィオライトと

付加体形成テクトニクス ． ［原表題：付加

体形成における緑色岩の意義 ］

• /JI]々美寛雄（編集委員長）•藤林紀枝 ・ 志

村俊昭 •土谷信高・周藤賢治：本州弧下部

地殻と酸性マグマの生成 ・ 活動システム討

論は， 財政面（販売計画を含む）と学問的

な意義の面について行われた． 主な意見は

次の通り ．
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・質の向Iこのためには 外部査読が必要であ

る ．

• fl1行計画が出されたテ ー マと内容に関して

允分な審議が必要である ．

•関連して， 項要性を評価する機構が必要で

ある ．

・ 企画段階で売れるものを考える必要があ

る ．

・学問的に項要だが ， 本米売れない企画の

ものを出す手段として， ペ ー ジチャ ー ジ制

にしてはどうか ．

・ 論文を書く著者が印刷費を少なくとも 一部

は負担すべきである ．

・別刷り料金を値上げするべきである ．

・バックナンバーの在／車 •掃を考えるべきで

ある ．

・論集fl1行をrli場原理のみで考えることはよ

くな＼ ＼ 

・売れるものをという観点から ， テー マごと

に ， 印刷された論文のColl ected Paperを

出すことはどうか ．

以上の討論を受けて， 小泉 格評議員会

議長から， 今後執行委員会において論集刊

行に関する諸問題， 方針を成文化して欲し

い， との要請があった．

6. 会則・運営細則等の改正について

徳岡隆夫委員長から， まず ， 1998印度の

組織運営検討委員会と会則細則等検討委員会

を継承して1999年度の会則 ・ 運営細則等改

正委員会が設置された経緯の説明 に引き続

き， 次のような委員会構成で本年 5月以降に

検討を進めてきたことが述べられ ， 承認が求

められた． 委員長：徳岡隆夫， 副委員長：大

野一 男 ， 委員：足立勝治 ・ 加藤碩ー•佐々木

和彦 ・ 高橋正樹・徳橋秀 一•新妻信明・府川

宗雄 ・ 水野篤行（事務局）

次いで， 下記の諸項目について委員会とし

ての提案が行われ， それぞれ挙手による採決

がなされた．

・院生の会長・副会長の被選挙権について

昨年度の最終提案（院生を正会員に含め，

被選挙権を持たせるが会費については一般

と区別する）があらためて提案された． 討

論の上， この提案が賛成過半数で承認され

た． 討論のなかでは， 院生割引には申請が

必要である， 等の意見が出された．

なお， これに関連して， 学生については

被選挙権は無しとして会則の変更を行うこ

とになる ．

・会長・副会長の役割について

昨年度の最終提案「評議員会の活動およ

び討論に参加するが， 議決には加わらない」

をあらためて提案されたただし， 規則と

しての表現は ， 会則では簡潔な表現に止め

活動の内容については細則等で規定するの

がよいと述べられた． 以上について， 活動

の内容について質疑があったほか，「会務

を統括する会長」の活動に制約を与えるの

はおかしい ， 「学会を代表し， 会務を統括

する会長」に投票権がないのは不具合であ

る ， 等の意見が出された． 表決は， 前段の

「評議員会の活動および討論に参加する」

と ， 後段「議決には加わらない」を分けて

行われた． 前者については賛成多数で承認

され ， 後者については， まず修正提案され

た「議決に加わるものとする」について賛

否が採られ， 賛成少数で否決の後に原案

「議決には加わらない」が賛成多数で承認

された．

•新しい会則・細則案について

会則 ・ 運営細則等の改1Eにあたって ， 条

文案については臨時評議具会議に諮ること

としているが， 原則としては総会事項を会

則 ， 評議員会事項を細則として扱って改正

を行う方針であるが， その方向でよいかど

うか検討して欲しいと委員会から要哨さ

れ ， 賛成多数でこの方向が承認された．

•秋の総会とそれに伴う役具選挙の次期の変

更について

高校教負にとっては春に行うのがよい

が， 春・秋に行う場合のそれぞれについて

メリット ・ デメリットを明らかにして会U

に対する広報を行って欲しいとの要望があ

った小泉評議員会議長から本格的にはこ

の問題については秋の臨時評議員会で討論

して欲しいと述べられた．

•そのほか ， 評議員の地方枠の扱い， 支部問

題， 総会議事に関連した会則の扱いについ

て問題点が整理 ・ 提示されたが， あらため

て議論を継続しておこなっていくこととさ
れた．

7. 臨時評議員会の開催について

足立勝治執行委員長より， 本年秋の名古屋

大会の前日(10月 8日）に ， 会則・運営細則

等の改正， 各賞問題等の審議を主要議題とし

て臨時評議員会を開催したいと提案され ， 異

議なく了承された．

8. その他

• 1999年度第3回定例評議員会のH時を次の

ように設定したいと提案され， 異議なく「

承された．

1999年12月18H （土）

2: 30~18: 00北とぴあ 901号室
・ 足立勝治執行委員長より ， 1998年度各賞

問題検討委員会の嶋本利彦（前）委員長に

対して執行委員会からニュ ー ス誌に報告ftl

の原稿を依頼していたところ， 嶋本（前）

前委員長より「日本地質学会国際賞の名称

変更：経過と現状」（各賞検討委員会1998

年度活動報告：その1)が届いて本評議員

会に紹介されたことの報告があった． これ

に対して ， その内容に不適当と思われる表

現が含まれており， このまま掲載すること

には問題がある ， との発言があった．
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出 版 物 在 庫 案 内

ご希望の方は代金を添えて本会事務局宛お申込みください なお， 2冊以上のお申込みにつきましては送料をお問合せくださ
ぃ ． 現金書留または郵便振替 00140-8-28067 

割引頒価：21号～39号 院生・学生4割引， それ以外の会員2割引， 40号以降院生。学生のみ2割引

地 質 学 論 集
第21号 続・日本列島の某盤． 加納 博ほか編， 331pp., 1982年4月刊， 会員頒価2,400円， 〒380円

第22号 琉球列島の地史． 木崎甲子郎ほか編165pp., 1983年4月刊， 会員頒価2,100円， 〒310円

第26号 白亜系の国際対比ー現状と問顕． 平野弘道編， 172pp., 1985年3月刊， 会員頒価2,000円， 〒310円
第30号 日本の第四紀層の層序区分とその国際対比． 市原 実ほか編， 221pp., 1988年4月刊， 会員頒価2,000円， 〒340円
第31号 関東地方の括盤と変動． 福田 理ほか編， 138pp., 1988年6月刊， 会員頒価1,600円， 〒310円
第33号 西南日本内帯高圧変成帯とテクトニクス． 西村祐

―

二郎ほか編， 357pp., 1989年4月刊， 会員頒価3,000円， 〒380円
第34号 堆積盆地と摺曲構造ー形成機構とその実験的研究ー ． ：三梨 昂ほか編，209pp., 1990年3月刊， 会員頒価2,500円， 〒

340円

第37号 古日本海東縁の新第三系一層序・古地理・古環境． 小林巌雄ほか編， 326pp., 1992年3月刊， 会員頒価3,000円， 〒
340円

第38号 変動帯における砕屑岩類の組成と起源一日本列島を例として一

． 君波和雄ほか編， 401pp., 1992年3月刊， 会員頒価

3,500円， 〒380円
第39号 続湖沼の成因と環境・地質． 徳岡隆夫ほか編， 189pp., 1993年3月刊， 会員頒価2,200円， 〒310円
第40号 中央構造線のネオテクトニクスー その意義と問題点ー

． 岡田篤正ほか編，250pp., 1992年12月刊， 会員頒価3,200円，

〒340円

第41号 中部九州後期新生代の地溝． 長谷義隆ほか編， 192pp., 1993年6月刊， 会員頒価3,100円， 〒310円
第42号 西南日本の地殻形成と改変． 小松正幸ほか編， 357pp., 1993年4月刊， 会員頒価3,100円， 〒380円
第43号 浅部マグマ溜りとその周辺現象の地球科学． 村岡洋文ほか編， 177pp., 1994年4月刊， 会員頒価2,000円， 〒340円
第44号 島弧火山岩の時空変遷． 周藤賢治ほか編， 335pp., 1995年11月刊， 会員頒価2,800円， 〒380円
第45号 シ ー ケンス層序学一新しい地層観を目指して． 斎藤文紀ほか編， 249pp., 1995年8月刊， 会員頒価2,500円， 〒340円
第46号 火山活動のモデル化佐藤博明ほか編， 162pp., 1996年9月刊， 会員頒価1,900円， 〒310円

第47号 日高地殻ー マントル系のマグマ活動． 荒井章司ほか編， 323pp., 1997年4月刊， 会員頒価3,000円， 〒380円

第48号 Cretaceous Environmental Change in East and South Asia (IGCP 350) Contributions from Japan ー 岡田博有ほ

か編188pp., 1997年6月刊， 会員頒価2,100円， 〒340円

第49号 21世紀を担う地質学． 新妻信明ほか編， 232pp., 1998年3月刊， 会員頒価2,500円， 〒340円
第50号 構造地質 特別号ー21世紀の構造地質学にむけて一

． 狩野謙一 ほか編， 263pp., 1998年7月刊， 会員頒価2,500円，
〒380円

第51号 地震と地盤災害ー1995年兵庫県南部地震の教訓ー

． 岡田博有ほか編， 162pp., I 998年3月刊， 会員頒価3,000円，
〒340円

討論会講演要旨(1979年4月刊， 東京 四谷）会員頒価700円， 〒340円

第92年学術大会講演要旨(1985年3月刊， 山口）会員頒価3,200円， 〒500円

第96年学術大会講演要旨(1989年5月刊， 茨城）会員頒価3,500円， 〒500円

第101年総会・討論会講演要旨(1994年3月刊， 東京）会員頒価1,500円， 〒400円
第103年学術大会講演要旨(1996年4月刊， 仙台）会員頒価3,500円， 〒500円 No. 39以前の論集：院生・学生は4割引，

正会員は2割引日本の地質学100年(100 周年記念誌， 1993年3月刊）頒価8,000円， 〒600円

第104年総会講演要旨(1997年4月刊， 東京）会員頒価700円， 〒300円 No. 40以降の論集：院生・学生のみ2割引

第105年年会講演要旨（1998年9月刊， 松本）会員頒価3,500円， 〒500円

＊リ ー フレットシリ ー ズ第2作

『大地のいたみを感じよう 一地質汚染Geo-Pollutions』

1995年発行したシリ ーズ第1
作「大地の動きを知ろう一地

震・活断層・地震災害 」は，
A 2判衷表にカラ ー 印刷と いう
スタイルが，ハンディ ーで， さ
らにポスター にもなることで好
評でした． 第2作は環境地質研

究委員会編集の地質汚染のリ ー フレットで， 前リ ー フレ ット同
様 ， 会員の方には·部無料配布 いたしますので，以ド の要領で
お申し込みドさい．

配布方法：会偵本人には •部無料配布 ． それ以l：の部数をご希
哨の場合， および非会員の方には， •部300円とさせていた

だきます．

申込み方法：学会柑務局あて， 必要部数を記人し， 返侶封筒
（宛名を内き， 郵送料分の 切手貼付のこと ）を人れてお申し
込みドさい． なお ， サイズが横15cmX縦21cm, 重さが1

部25gですので， •部郵送につきま しては， 以ド のように
お願いいたします．

・定形封筒の場合：90円切手貼付． ただし， ―/つ折にしての
郵送となります．

・定形外（15 X 21cm以上）封筒の場合：130円切手を貼付．

部以卜の場合，部数X 200円の代金と卜記の郵送料を合
わせて， 切手でお送りlヽ＾さしヽ． （例 ， 郵送料3部まで160円，
8部まで270円，17部まで390円， 20部まで580円）． 20部
以Lの送付希哨の方は， 市務局までお問い合わせドさい．
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口五：室のミニ工場
----- -_――—□ 

マIUー刀の 分析•検査用試料作製機器
〈切断 ・ 研削 ・ 研磨〉

カッティング
連続・浅切込みができる

ステッフカッター
〔MC-170〕
●試料へのダメ ー ジが少ない
●最小切込み量lOµm/pass
•最大加工能力H25XL40mm
●設置面積W550 x L450 mm
•本体価格178万円～

グライデング
立軸平面研削機

フレパラッフ
(MG-300) 
•最小切込量は、0.01mm目盛
●加工サイズは、MAX</J50mm
●任意研削面の逐次観察が可能
● 研削・研磨、同一治具使用により、

研削 ・ 研磨工程は簡単で高精度
● 設置面積W560X L380X H640mm
• 本体価格98万円～

-----.:----�:-

如細S...."'
楓に立？、9‘

9
‘

•—-—----

ュ且四国
3機種揃えば、各種試料の精密加工か可
能です。
（ガラス ・ 水畠 ・ シリコン・セラミックス

・鉱物・金属材料なとの加工）

ポリッシング
精密鏡面研磨機

ドクターラッフ
〔ML-180〕

●組織検査用試料のラッピング・ポリシング
●アクセサリ ー豊富
●研磨試料サイズ¢1～¢100mm
●設置面積W400 x L400mm
●本体価格45万円～

玄貴重な試料を無駄なく手軽に加工したい、各種カタログあります。開放実験室でテスト加工が可能です。

材料を C匹う ・ （四 •CZりそして (2う暉で奉仕する

でggマ‘“― :東京霜贔門雷ば9繁悶甕ぶ1]虐
福岡連絡事務所／〒815-0033福岡市南区大橋l-21-5岩田ビル

E-mail: maruto@maruto.com http://vw訊matul:o.com 合福岡(092)512-2755 FAX:福岡(092)561-4288
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